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漢
主

秭
帰
自
り
将
に
呉
に
進
撃
せ
ん
と
す
。
治
中
従
事
の
黄
権

諌
め
て
曰
く
、「
呉
人

戦
に
悍
し
。
而

し
て
水
軍

流
れ
に
沿
い
、
進
む
は
易
く
退
く
は
難
し
。
臣

請
ふ
、
先
駆
と
為
り
て
以
て
寇
に
当
り
、
陛

下

宜
し
く
後
鎮
と
為
れ
」
と
。
漢
主

従
は
ず
、
権
を
以
て
鎮
北
将
軍
と
為
し
、
江
北
の
諸
軍
を
督
せ
し

む
。
自
ら
諸
将
を
率
ゐ
、
江
南
自
り
山
に
縁
り
嶺
を
截
ち
、
夷
道
の
猇
亭
に
軍
す
。
呉
将

皆

之
を
迎
撃

せ
ん
と
欲
す
。

胡
三
省
：
夷
道
県
漢
属
南
郡
、
呉
属
宜
都
郡
。
巻
四
十
三

黄
権
伝
：
先
主
為
漢
中
王
、
猶
領
益
州

牧
、
以
権
為
治
中
従
事
。
及
称
尊
号
、
将
東
伐
呉
、
権
諌
曰
：
「
呉
人
悍
戦
、
又
水
軍
順
流
、
進
易

退
難
、
臣
請
為
先
駆
以
嘗
寇
、
陛
下
宜
為
後
鎮
。」
先
主
不
従
、
以
権
為
鎮
北
将
軍
、
督
江
北
軍
以

防
魏
師
。
先
主
自
在
江
南
。
及
呉
将
軍
陸
議
乘
流
断
圍
、
南
軍
敗
績
、
先
主
引
退
。

而
道
隔
絶
、

権
不
得
還
、
故
率
将
所
領
降
于
魏
。
有
司
執
法
、
白
收
権
妻
子
。
先
主
曰
：
「
孤
負
黄
権
、
権

不

負
孤
也
。」
待
之
如
初
。
先
主
伝
：
二
年
春
正
月
、
先
主
軍
還
秭
帰
。
将
軍
呉
班
、
陳
式
水
軍
屯
夷

陵
、
夾
江
東
西
岸
。
二
月
先
主
自
秭
帰
、
率
諸
将
進
軍
、
縁
山
截
嶺
、
於
夷
道
猇
亭
、
駐
營
。
…

…
鎮
北
将
軍
黄
権
、
督
江
北
諸
軍
、
与
呉
軍
相
拒
於
夷
陵
道
。

漢
人
自
佷
山
通
武
陵
、
使
侍
中
襄
陽
馬
良
以
金
錦
賜
五
谿
諸
蠻
夷
、
授
以
官
爵
。

漢
人

佷
山
自
り
武
陵
に
通
じ
、
侍
中
の
襄
陽
の
馬
良

金
錦
を
以
て
五
谿
の
諸
蛮
夷
に
賜
ひ
、
官
爵
を
以

て
授
く
。

胡
三
省
：
佷
山
県
、
前
漢
属
武
陵
郡
。
呉
属
宜
都
郡
。
先
主
伝
：
自
佷
山
通
武
陵
、
遣
侍
中
馬
良
、

安
慰
五
谿
蠻
夷
、
咸
相
率
響
応
。
巻
三
十
九

馬
良
伝
：
先
主
称
尊
号
、
以
良
為
侍
中
。
及
東
征
呉
、

遣
良
入
武
陵
招
納
五
溪
蠻
夷
。
蠻
夷
渠
帥
皆
受
印
号
、
咸
如
意
指
。
会
先
主
敗
績
於
夷
陵
、
良
亦

遇
害
。
先
主
拜
良
子
秉
、
為
騎
都
尉
。

■
黄
初
三
年
三
月
■

三
月
乙
丑
、
立
皇
子
斉
公
叡
為
平
原
王
、
皇
弟
鄢
陵
公
彰
等
皆
進
爵
為
王
。
甲
戌
、

立
皇
子
霖
為
河
東
王
。
甲
午
、
帝
行
如
襄
邑
。（
文
帝
紀
に
よ
る
）

三
月
乙
丑
、
皇
子
た
る
斉
公
の
叡
を
立
て
て
平
原
王
と
為
す
。
皇
弟
た
る
鄢
陵
公
の
彰
等

皆

爵
を
進
め

て
王
と
為
る
。
甲
戌
、
皇
子
の
霖
を
立
て
て
河
東
王
と
為
す
。
甲
午
、
帝

行
し
て
襄
邑
に
如
く
。

■
黄
初
三
年
四
月
■

夏
、
四
月
、
戊
申
、
立
鄄
城
侯
植
為
鄄
城
王
。（
文
帝
紀
に
よ
る
）

是
時
、
諸
侯
王
皆
寄
地
空
名
而
無
其
実
。
王
国
各
有
老
兵
百
餘
人
以
為
守
衛
。
隔
絶

千
里
之
外
、
不
聴
朝
聘
、
為
設
防
輔
監
国
之
官
以
伺
察
之
。
雖
有
王
侯
之
号
而
儕
於

匹
夫
、
皆
思
為
布
衣
而
不
能
得
。

是
の
時
、
諸
侯
王

皆

地
に
寄
り
て
名
を
空
し
く
し
て
其
の
実
無
し
。
王
国

各
々
老
兵
百
余
人
有
る
を

以
て
守
衛
と
為
す
。
隔
絶
す
る
こ
と
千
里
の
外
、
朝
聘
を
聴
か
ず
、
為
に
防
輔
・
監
国
の
官
を
設
け
て
以

て
之
を
伺
察
す
。
王
侯
の
号
有
る
と
雖
も
而
る
に
匹
夫
に
儕(

ひ
と)

し
く
、
皆

布
衣
為(

た)

ら
ん
を
思
へ

ど
も
得
る
こ
と
能
は
ず
。

胡
三
省
：
防
輔
者
、
言
防
其
為
非
而
輔
之
以
正
也
。
監
国
、
即
監
国
謁
者
也
。
巻
二
十

注
引
『
袁

子
』：
魏
興
、
承
大
乱
之
後
、
民
人
損
減
、
不
可
則
以
古
始
。
於
是
封
建
侯
王
、
皆
使
寄
地
、
空
名

而
無
其
実
。
王
国
使
有
老
兵

百
餘
人
、
以
衞
其
国
。
雖
有
王
侯
之
号
、
而
乃
儕
為
匹
夫
。
県
隔
千

里
之
外
、
無
朝
聘
之
儀
、
鄰
国
無
会
同
之
制
。
諸
侯
游
獵
不
得
過
三
十
里
、
又
為
設
防
輔
監
国
之

官
以
伺
察
之
。
王
侯
皆
思
為
布
衣
而
不
能
得
。
既
違
宗
国
藩
屏
之
義
、
又
虧
親
戚
骨
肉
之
恩
。

法
既
峻
切
、
諸
侯
王
過
惡
日
聞
。
独
北
海
王
袞
謹
慎
好
学
、
未
嘗
有
失
。
文
学
、
防

輔
相
与
言
曰
、
受
詔
察
王
挙
措
、
有
過
当
奏
、
及
有
善
亦
宜
以
聞
。
遂
共
表
称
陳
袞

美
。
袞
聞
之
、
大
驚
懼
、
責
譲
文
学
曰
、
修
身
自
守
、
常
人
之
行
耳
、
而
諸
君
乃
以

上
聞
、
是
適
所
以
増
其
負
累
也
。
且
如
有
善
、
何
患
不
聞
、
而
遽
共
如
是
、
是
非
所
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以
為
益
也
。

法

既
に
峻
切
に
し
て
、
諸
侯
王
の
過
悪

日
々
聞
ゆ
。
独
り
北
海
王
の
兗

謹
慎
に
し
て
学
を
好
み
、
未

だ
嘗
て
失
有
ら
ず
。
文
学
・
防
輔

相
ひ
与(

と
も)

に
言
ひ
て
曰
く
、「
詔
を
受
け
て
王
の
挙
措
を
察
す
。

過
有
れ
ば
当
に
奏
す
べ
し
と
。
善
有
る
に
及
び
亦

宜
し
く
以
て
聞
す
べ
し
」
と
。
遂
に
共
に
表
し
て
兗

の
美
な
る
を
称
陳
す
。
兗

之
を
聞
き
、
大
い
に
驚
懼
し
、
文
学
を
責
譲
し
て
曰
く
、「
修
身
し
て
自
守
す

る
は
、
常
人
の
行
ひ
の
み
。
而
る
に
諸
君

乃
ち
以
て
上
聞
す
。
是
れ
適(

ま
さ)

に
其
の
負
累
を
増
す
所

以
な
り
。
且
つ
如
し
善
有
れ
ば
、
何
を
か
不
聞
を
患
は
ん
。
而
る
に
遽
り
て
共
に
是
の
如
し
。
是
れ
益
と

為
る
所
以
に
非
ず
」
と
。

胡
三
省
：
『
晋
百
官
志
』：
王
国
置
師
友
、
文
学
各
一
人
。
防
輔
不
書
者
、
魏
氏
防
制
藩
国
過
差
、

晋
武
帝
懲
其
失
而
不
置
也
。
／
袞
之
言
、
漢
北
海
王
睦
之
故
智
也
。

中
山
恭
王
袞
伝
：
少
好
学
、
年
十
餘
歳
能
属
文
。
毎
讀
書
、
文
学
左
右
常
恐
以
精
力
為
病
、
数
諌

止
之
、
然
性
所
楽
、
不
能
廢
也
。
二
十
二
年
、
徙
封
東
郷
侯
、
其
年
又
改
封
贊

侯
。
黄
初
二
年
、

進
爵
為
公
、
官
属
皆
賀
、
袞
曰
：
「
夫
生
深
宮
之
中
、
不
知
稼
穡
之
艱
難
、
多
驕
逸
之
失
。

諸
賢

既
慶
其
休
、
宜
輔
其
闕
。」
毎
兄
弟
游
娛
、
袞
独
覃
思
経
典
。
文
学
防
輔
相
与
言
曰
：
「
受
詔
察
公

挙
錯
、
有
過
当
奏
、
及
有
善
、
亦
宜
以
聞
、
不
可
匿
其
美
也
。」
遂
共
表
称
陳
袞
美
。
袞
聞
之
、
大

驚
懼
、

責
譲
文
学
曰
：
「
脩
身
自
守
、
常
人
之
行
耳
、
而
諸
君
乃
以
上
聞
、
是
適
所
以
増
其
負
累

也
。
且
如
有
善
、

何
患
不
聞
、
而
遽
共
如
是
、
是
非
益
我
者
。」
其
戒
慎
如
此
。
三
年
、
為
北
海

王
。
其
年
、
黄
龍
見
鄴
西

漳
水
、
袞
上
書
贊
頌
。
詔
賜
黄
金
十
斤
、
詔
曰
：
「
昔
唐
叔
帰
禾
、
東

平
献
頌
、
斯
皆
骨
肉
贊
美
、
以
彰
懿

親
。
王
研
精
墳
典
、
耽
味
道
真
、
文
雅
煥
炳
、
朕
甚
嘉
之
。

王
其
克
慎
明
徳
、
以
終
令
聞
。」
四
年
、
改
封
贊
王
。
七
年
、
徙
封
濮
陽
。

癸
亥
、
帝
還
許
昌
。（
文
帝
紀
に
よ
る
）

■
黄
初
三
年
五
月
■

五
月
、
以
江
南
八
郡
為
荊
州
、
江
北
諸
郡
為
郢
州
。（
文
帝
紀
に
よ
る
）

胡
三
省
：
既
以
孫
権
為
荊
州
牧
、
統
江
南
八
郡
、
故
以
江
北
諸
郡
置
郢
州
、
呉
自
立
則
郢
州
廢
矣
。

漢
人
自
巫
峽
建
平
連
營
至
夷
陵
界
、
立
数
十
屯
、
以
馮
習
為
大
督
、
張
南
為
前
部
督
、

自
正
月
与
呉
相
拒
、
至
六
月
不
決
。
漢
主
遣
呉
班
将
数
千
人
於
平
地
立
營
、
呉
将
帥

皆
欲
撃
之
、
陸
遜
曰
、
此
必
有
譎
、
且
観
之
。
漢
主
知
其
計
不
行
、
乃
引
伏
兵
八
千

従
谷
中
出
。

漢
人

巫
峽
・
建
平
自
り
連
営
し
て
夷
陵
の
界
に
至
る
ま
で
、
数
十
屯
を
立
て
、
馮
習
を
以
て
大
督
と
為

し
、
張
南
を
前
部
督
と
為
し
、
正
月
自
り
呉
と
相
拒
し
、
六
月
に
至
る
ま
で
決
せ
ず
。
漢
主

呉
班
を
遣

り
て
数
千
人
を
将
ゐ
し
め
地
を
平
と
し
営
を
立
て
、
呉
の
将
帥

皆

之
を
撃
た
ん
と
撃
す
。
陸
遜
曰
く
、

「
此
れ
必
ず
譎
有
り
。
且
に
之
を
観
よ
」
と
。
漢
主

其
の
計
の
行
は
ざ
る
を
知
り
、
乃
ち
伏
兵
八
千
を

引
き
て
谷
中
よ
り
出
づ
。

陸
遜
伝
：
黄
武
元
年
、
劉
備
率
大
衆
来
向
西
界
、
権
命
遜
為
大
都
督
、
假
節
、
督
朱
然
、
潘
璋
、

宋
謙
、
韓
当
、
徐
盛
、
鮮
于
丹
、
孫
桓
等
五
萬
人
拒
之
。
備
従
巫
峽
、
建
平
連
圍
至
夷
陵
界
、
立

数
十
屯
、
以
金
錦
爵
賞
誘
動

諸
夷
、
使
将
軍
馮
習
為
大
督
、
張
南
為
前
部
、
輔
匡
、
趙
融
、
廖
淳
、

傅
肜
等
各
為
別
督
、
先
遣
呉
班
将
数

千
人
於
平
地
立
營
、
欲
以
挑
戦
。
諸
将
皆
欲
撃
之
、
遜
曰
：

「
此
必
有
譎
、
且
観
之
。」
備
知
其
計
不

可
、
乃
引
伏
兵
八
千
、
従
谷
中
出
。

■
黄
初
三
年
閏
月
■

閏
月
、
遜
将
進
攻
漢
軍
、
乃
先
攻
一
營
、
不
利
、
諸
将
皆
曰
、
空
殺
兵
耳
。
遜
曰
、

吾
已
曉
破
之
之
術
。
乃
敕
各
持
一
把
茅
、
以
火
攻
、
拔
之
。
一
爾
勢
成
、
通
率
諸
軍
、

同
時
俱
攻
、
斬
張
南
、
馮
習
及
胡
王
沙
摩
柯
等
首
、
破
其
四
十
餘
營
。
漢
将
杜
路
、

劉
寧
等
窮
逼
請
降
。

閏
月
、
遜

将
に
漢
軍
に
進
攻
せ
ん
と
す
。
乃
ち
先
に
一
営
を
攻
め
、
利
あ
ら
ず
、
諸
将

皆

曰
く
、「
空
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し
く
兵
を
殺
す
の
み
」
と
。
遜
曰
く
、「
吾

已
に
之
を
破
る
の
術
を
曉
る
」
と
。
乃
ち
敕
し
て
各
々
一
把

の
茅
を
持
せ
し
め
、
以
て
火
攻
し
、
之
を
抜
く
。
一
爾

勢

成
り
、
諸
軍
を
通
率
し
、
時
を
同
じ
く
し
て

俱
に
攻
め
、
張
南
・
馮
習
及
び
胡
王
の
沙
摩
柯
ら
の
首
を
斬
り
、
其
の
四
十
余
営
を
破
る
。
漢
将

路
を
杜と

ざ

し
、
劉
寧
等

窮
逼
し
て
降
を
請
ふ
。（
陸
遜
伝
に
よ
る
）

漢
主
升
馬
鞍
山
、
陳
兵
自
繞
、
遜
督
促
諸
軍
、
四
面
蹙
之
、
土
崩
瓦
解
、
死
者
萬
数
。

漢
主
夜
遁
、
駅
人
自
擔
燒
鐃
鎧
断
後
、
僅
得
入
白
帝
城
、
其
舟
船
、
器
械
、
水
、
步

軍
資
、
一
時
略
尽
、
屍
骸
塞
江
而
下
。
将
軍
義
陽
傅
肜
為
後
殿
。

漢
主

馬
鞍
山
に
升
り
、
陳
兵

自
繞
す
。
遜

諸
軍
に
督
促
し
、
四
面

之
を
蹙
ぎ
、
土
崩

瓦
解
し
、
死

者

万
を
数
ふ
。
漢
主

夜
に
遁
げ
、
駅
人

自
ら
鐃
鎧
を
担
ぎ
て
焼
き
て
後
を
断
ち
、
僅
か
に
白
帝
城
に

入
る
を
得
た
り
。
其
の
舟
船
・
器
械
、
水
・
歩
の
軍
資
、
一
時
に
略
ぼ
尽
き
、
屍
骸

江
を
塞
ぎ
て
下
る
。

将
軍
た
る
義
陽
の
傅
肜

後
殿
と
為
る
。

胡
三
省
：
漢
主
初
連
兵
入
夷
陵
界
、
沿
路
置
駅
、
以
達
於
白
帝
。
及
兵
敗
、
諸
軍
潰
散
、
惟
駅
人
自

擔
所
棄
鐃
鎧
、
燒
之
於
隘
以
断
後
、
僅
得
脫
也
。
據
『
水
経
註
』：
燒
鎧
断
道
處
、
地
名
石
門
、
在

秭
帰
県
西
。
杜
佑
曰
：
帰
州
巴
東
県
有
石
門
山
、
劉
備
断
道
處
。『
周
礼
』、
以
金
鐃
止
鼓
。
軍
中
所

用
也
。
／
魏
文
帝
分
南
陽
郡
立
義
陽
郡
、
又
立
義
陽
県
属
焉
。
此
在
肜
入
蜀
之
後
、
史
追
書
也
。

先
主
伝
：
夏
六
月
黄
氣
見
自
秭
帰
十
餘
里
中
、
廣
数
十
丈
。
後
十
餘
日
、
陸
議
大
破
先
主
軍
於
猇
亭
、

将
軍
馮
習
、
張
南
等
皆
沒
。
先
主
、
自
猇
亭
還
秭
帰
、
收
合
離
散
兵
、
遂
棄
船
舫
、
由
步
道
還
魚
復
。

改
魚
復
県
、
曰
永
安
。
呉
遣
将
軍
李
異
劉
阿
等
、
踵
躡
先
主
軍
、
屯
駐
南
山
。

陸
遜
伝
：
備
升
馬
鞍
山
、
陳
兵
自
繞
。
遜
督

促
諸
軍
四
面
蹙
之
、
土
崩
瓦
解
、
死
者
萬
数
。
備
因

夜
遁
、
駅
人
自
擔
、
燒
鐃
鎧
断
後
、
僅
得
入
白
帝
城
。

其
舟
船
器
械
、
水
步
軍
資
、
一
時
略
尽
、

尸
骸
漂
流
、
塞
江
而
下
。
備
大
慚
恚
、
曰
：
「
吾
乃
為
遜
所
折
辱
、
豈
非
天
邪
。」

初
、
遜
為
大
都
督
、
諸
将
或
討
逆
時
旧
将
、
或
公
室
貴
戚
、
各
自
矜
、
不
相
聴
従
。

加
遜
輔
国
将
軍
、
領
荊
州
牧
、
改
封
江
陵
侯
。（
陸
遜
伝
に
よ
る
）

初
め
、
遜

大
都
督
と
為
れ
ど
も
、
諸
将

或
ひ
と
討
逆
す
る
時
の
旧
将
な
り
、
或
ひ
と
公
室
の
貴
戚
な
り
、

各
々
自
矜
し
て
、
相
ひ
聴
従
せ
ず
。
遜
に
輔
国
将
軍
を
加
へ
、
荊
州
牧
を
領
せ
し
め
、
江
陵
侯
に
改
封
す
。

胡
三
省
：
高
爵
厚
祿
、
受
恩
多
矣
。
総
兵
扞
敵
、
受
任
重
矣
。
皆
当
有
以
上
報
。
／

『
晋
職
官
志
』：
輔
国
大
将
軍
、
位
従
公
、
其
号
蓋
始
於
漢
献
帝
以
命
伏
完
、
然
猶
未
加
大
。

漢
主
在
白
帝
、
徐
盛
、
潘
璋
、
宋
謙
等
各
競
表
言
、
備
必
可
禽
、
乞
復
攻
之
。
呉
王

以
問
陸
遜
。
遜
与
硃
然
、
駱
統
上
言
曰
、
曹
丕
大
合
士
衆
、
外
托
助
国
討
備
、
内
実

有
奸
心
、
謹
決
計
輒
還
。

漢
主

白
帝
に
在
り
。
徐
盛
・
潘
璋
・
宋
謙
等

各
々
競
ひ
て
表
し
て
言
く
、「
備

必
ず
禽
ふ
可
し
。
復
た

之
を
攻
む
る
こ
と
を
乞
ふ
」
と
。
呉
王

以
て
陸
遜
に
問
ふ
。
遜

朱
然
・
駱
統
と
上
言
し
て
曰
く
、「
曹

丕

士
衆
を
大
合
し
、
外
は
国
を
助
け
て
備
を
討
つ
に
托
す
る
も
、
内
は
実
に
奸
心
有
り
。
謹
み
て
計
を

決
し
て
輒
ち
還
れ
」
と
。

陸
遜
伝
：
又
備
既
住
白
帝
、
徐
盛
、
潘
璋
、
宋
謙
等
各
競
表
言
備
必
可
禽
、
乞
復
攻
之
。
権
以
問

遜
、
遜
与
朱
然
、
駱
統
以
為
曹
丕
大
合
士
衆
、
外
託
助
国
討
備
、
内
実
有
姦
心
、
謹
決
計
輒
還
。

無
幾
、
魏
軍
果
出
、
三
方
受
敵
也
。

初
、
帝
聞
漢
兵
樹
柵
連
營
七
百
餘
里
、
謂
群
臣
曰
、
備
不
曉
兵
、
豈
有
七
百
里
營
可

以
拒
敵
者
乎
。
苞
原
隰
險
阻
而
為
軍
者
為
敵
所
禽
、
此
兵
忌
也
。
孫
権
上
事
今
至
矣
。

後
七
日
、
呉
破
漢
書
到
。

初
め
、
帝

漢
兵
の
柵
を
樹
て
営
を
連
ぬ
る
こ
と
七
百
余
里
な
る
を
聞
き
、
群
臣
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
備

兵
に
曉
な
ら
ず
。
豈
に
七
百
里
の
営
有
り
て
以
て
敵
を
拒
ぐ
可
き
か
。『
原
隰
・
険
阻
を
苞
み
て
軍
を
為

す
者
は
敵
の
禽
と
す
る
所
と
為
る
』
と
。
此
れ
兵
の
忌
な
り
。
孫
権
の
上
事

今
に
至
ら
ん
」
と
。
後
七

日
、
呉

漢
を
破
る
の
書

到
る
。（
文
帝
紀
に
よ
る
）
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■
黄
初
三
年
七
月
■

秋
、
七
月
、
冀
州
大
蝗
、
飢
。（
文
帝
紀
に
よ
る
）

■
黄
初
三
年
八
月
■

漢
主
既
敗
走
、
黄
権
在
江
北
、
道
絶
、
不
得
還
、
八
月
、
率
其
衆
来
降
。
漢
有
司
請

收
権
妻
子
、
漢
主
曰
、
孤
負
黄
権
、
権
不
負
孤
也
。
待
之
如
初
。

漢
主

既
に
敗
走
し
、
黄
権

江
北
に
在
り
て
、
道

絶
ち
、
還
る
を
得
ず
。
八
月
、
其
の
衆
を
率
ゐ
て
来

降
す
。
漢
の
有
司

権
の
妻
子
を
收
め
ん
と
請
ふ
。
漢
主
曰
く
、「
孤

黄
権
に
負
く
。
権

孤
に
負
か
ず
」

と
。
之
を
待
す
る
こ
と
初
の
如
し
。

文
帝
紀
：
八
月
蜀
大
将
黄
権
率
衆
降
。
黄
権
伝
：
及
呉
将
軍
陸
議
乘
流
断
圍
、
南
軍
敗
績
、
先
主

引
退
。
而
道
隔
絶
、
権
不
得
還
、
故
率
将
所
領
降
于
魏
。
有
司
執
法
、
白
收
権
妻
子
。
先
主
曰
：
「
孤

負
黄
権
、
権

不
負
孤
也
。」
待
之
如
初
。

帝
謂
権
曰
、
君
捨
逆
效
順
、
欲
追
蹤
陳
、
韓
邪
。
対
曰
、
臣
過
受
劉
主
殊
遇
、
降
呉

不
可
、
還
蜀
無
路
、
是
以
帰
命
。
且
敗
軍
之
将
、
免
死
為
幸
、
何
古
人
之
可
慕
也
。

帝
善
之
、
拜
為
鎮
南
将
軍
、
封
育
陽
侯
、
加
侍
中
、
使
陪
乘
。
漢
降
人
或
雲
漢
誅
権

妻
子
、
帝
詔
権
発
喪
。
権
曰
、
臣
与
劉
、
葛
推
誠
相
信
、
明
臣
本
志
。
竊
疑
未
実
、

請
須
。
後
得
審
問
、
果
如
所
言
。

帝

権
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
君

逆
を
捨
て
て
順
に
效
ふ
。
陳
・
韓
を
追
蹤
せ
ん
と
欲
す
る
や
」
と
。
対
へ

て
曰
く
、「
臣

劉
主
よ
り
殊
遇
を
過
受
す
。
呉
に
降
る
は
不
可
な
り
。
蜀
に
還
る
に
路
無
し
。
是
を
以
て

帰
命
す
。
且
つ
敗
軍
の
将
、
死
を
免
る
る
を
幸
と
為
す
。
何
ぞ
古
人
の
慕
ふ
可
き
こ
と
な
る
か
」
と
。
帝

之
を
善
し
と
し
、
拝
し
て
鎮
南
将
軍
を
為
し
、
育
陽
侯
に
封
じ
、
侍
中
を
加
へ
、
陪
乗
せ
し
む
。
漢
の

降
人

或
ひ
と
云
は
く
漢

権
の
妻
子
を
誅
す
と
。
帝

権
に
発
喪
せ
よ
と
詔
す
。
権
曰
く
、「
臣
と
劉
・
葛

誠
に
相
信
を
推
し
、
臣
の
本
志
を
明
ら
か
に
す
。
竊
か
に
未
だ
実
な
ら
ざ
る
を
疑
ふ
。
須
つ
こ
と
を
請

ふ
」
と
。
後
に
審
問
を
得
て
、
果
し
て
言
ふ
所
の
如
し
。

胡
三
省
：
陳
、
韓
謂
韓
信
、
陳
平
去
楚
帰
漢
。
／
（
育
陽
侯
）
自
此
以
後
、
皆
名
号
侯
、
不
復
註

其
国
邑
。
其
地
名
難
知
者
、
猶
為
之
註
。
陪
乘
、
猶
驂
乘
也
。

巻
四
十
三

黄
権
伝
：
魏
文
帝
謂
権
曰
：
「
君
捨
逆
效
順
、
欲
追
蹤
陳
、
韓
邪
。」
権
対
曰
：
「
臣
過

受
劉
主
殊
遇
、
降
呉
不

可
、
還
蜀
無
路
、
是
以
帰
命
。
且
敗
軍
之
将
、
免
死
為
幸
、
何
古
人
之
可

慕
也
。」
文
帝
善
之
、
拜
為
鎮

南
将
軍
、
封
育
陽
侯
、
加
侍
中
、
使
之
陪
乘
。
蜀
降
人
或
云
誅
権

妻
子
、
権
知
其
虚
言
、
未
便
発
喪
、

後
得
審
問
、
果
如
所
言
。
及
先
主
薨
問
至
、
魏
羣
臣
咸
賀
而

権
独
否
。
文
帝
察
権
有
局
量
、
欲
試
驚
之
、

遣
左
右
詔
権
、
未
至
之
間
、
累
催
相
属
、
馬
使
奔
馳
、

交
錯
於
道
、
官
属
侍
従
莫
不
碎
魄
、
而
権
挙
止
顏
色

自
若
。
後
領
益
州
刺
史
、
徙
占
河
南
。
大
将

軍
司
馬
宣
王
深
器
之
、
問
権
曰
：
「
蜀
中
有
卿
輩
幾
人
。
」

権
笑
而
答
曰
：
「
不
図
明
公
見
顧
之
重

也
。
」
宣
王
与
諸
葛
亮
書
曰
：
「
黄
公
衡
、
快
士
也
、
毎
坐
起
歎
述

足
下
、
不
去
口
実
。」
景
初
三

年
、
蜀
延
熙
二
年
、
権
遷
車
騎
将
軍
、
儀
同
三
司
。
明
年
卒
、
諡
曰
景
侯
。

巻
四
十
三

黄
権
伝

注
引
『
漢
晋
春
秋
』：
文
帝
詔
令
発
喪
、
権
答
曰
：
「
臣
与
劉
、
葛
推
誠
相
信
、

明
臣
本
志
。
疑
惑
未
実
、
請
須
後
問
。」

■
黄
初
三
年
九
月
■

九
月
甲
午
、
詔
曰
、
夫
婦
人
与
政
、
乱
之
本
也
。
自
今
以
後
、
群
臣
不
得
奏
事
太
后
、

後
族
之
家
不
得
当
輔
政
之
任
、
又
不
得
横
受
茅
士
之
爵
。
以
此
詔
伝
之
後
世
、
若
有

背
違
、
天
下
共
誅
之
。（
文
帝
紀
に
よ
る
）

九
月
甲
午
、
詔
し
て
曰
く
、「
夫
れ
婦
人
の
政
を
与
る
や
、
乱
の
本
な
り
。
自
今
よ
り
以
後
、
群
臣

太
后

に
奏
事
す
る
を
得
ず
。
後
族
の
家

輔
政
の
任
に
当
た
る
を
得
ず
。
又

横
ま
ま
に
茅
士
の
爵
を
受
け
る
を

得
ず
。
此
の
詔
を
以
て
之
を
後
世
に
伝
へ
よ
。
若
し
背
違
す
る
有
れ
ば
、
天
下

共
に
之
を
誅
せ
」
と
。
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卞
太
后
毎
見
外
親
、
不
假
以
顏
色
、
常
言
、
居
處
当
節
儉
、
不
当
望
賞
、
念
自
佚
也
。

外
捨
当
怪
吾
遇
之
太
薄
、
吾
自
有
常
度
故
也
。
吾
事
武
帝
四
・
五
十
年
、
行
儉
日
久
、

不
能
自
変
為
奢
。
有
犯
科
禁
者
、
吾
且
能
加
罪
一
等
耳
、
莫
望
銭
米
恩
貸
也
。

胡
三
省
：
后
妃
謂
其
外
家
為
「
外
舍
」。
言
罪
加
於
常
人
犯
法
者
「
一
等
」
也
。

卞
太
后

毎
に
外
親
と
見
ひ
、
顔
色
を
以
て
仮
ら
ず
、
常
に
言
ふ
。「
居
処

当
に
節
倹
す
べ
し
。
当

あ

に
望
賞
す
べ
か
ら
ず
。
自
ら
佚
す
る
を
念
ず
。
外
舎

当
に
吾

之
を
遇
す
る
こ
と
太
だ
薄
き
を
怪

し
む
べ
き
は
、
吾

自
ら
常
度
有
る
故
な
り
。
吾

武
帝
に
事
ふ
る
こ
と
四
・
五
十
年
、
行
の
倹
た

る
は
日
に
久
し
く
、
自
ら
変
じ
て
奢
を
為
す
能
は
ず
。
科
禁
を
犯
す
者
有
れ
ば
、
吾

且
に
能
く
罪

一
等
を
加
ふ
る
の
み
。
銭
米
を
望
み
恩
貸
す
る
莫
れ
」
と
。

后
妃

卞
后
伝

注
引
『
魏
書
』：
太
后
毎
隨
軍
征
行
、
見
高
年
白
首
、
輒
住
車
呼
問
、
賜
与
絹
帛
、

対
之
涕
泣
曰
：
「
恨
父
母
不
及
我
時
也
。」
太
后
毎
見

外
親
、
不
假
以
顏
色
、
常
言
「
居
處
当
務
節

儉
、
不
当
望
賞
賜
、
念
自
佚
也
。
外
舍
当
怪
吾
遇
之
太
薄
、
吾
自
有
常
度
故
也
。
吾
事

武
帝
四
五

十
年
、
行
儉
日
久
、
不
能
自
変
為
奢
、
有
犯
科
禁
者
、
吾
且
能
加
罪
一
等
耳
、
莫
望
銭
米
恩
貸
也
。
」

帝
為
太
后
弟
秉
起
第
、
第
成
、
太
后
幸
第
請
諸
家
外
親
、
設
下
廚
、
無
異
膳
。
太
后
左
右
、
菜
食

粟
飯
、
無
魚
肉
。
其
儉
如
此
。

帝
将
立
郭
貴
嬪
為
後
、
中
郎
棧
潛
上
疏
曰
、
夫
后
妃
之
徳
、
盛
衰
治
乱
所
由
生
也
。

是
以
聖
哲
慎
立
元
妃
、
必
取
先
代
世
族
之
家
、
擇
其
令
淑
、
以
統
六
宮
、
虔
奉
宗
廟
。

易
曰
、
家
道
正
而
天
下
定
。
由
内
及
外
、
先
王
之
令
典
也
。
春
秋
書
宗
人
釁
夏
云
、

無
以
妾
為
夫
人
之
礼
。
斉
桓
誓
命
於
葵
丘
、
亦
曰
、
無
以
妾
為
妻
。
令
後
宮
嬖
寵
、

常
亞
乘
輿
、
若
因
愛
登
後
、
使
賤
人
暴
貴
、
臣
恐
後
世
下
陵
上
替
、
開
張
非
度
、
乱

自
上
起
。
帝
不
従
。
庚
子
、
立
皇
后
郭
氏
。

帝

将
に
郭
貴
嬪
を
立
て
て
后
と
為
さ
ん
と
す
。
中
郎
の
棧
潜

上
疏
し
て
曰
く
、「
夫
れ
后
妃
の
徳
、
盛

衰
・
治
乱

由
り
て
生
ず
る
所
な
り
。
是
を
以
て
聖
哲

慎
み
て
元
妃
を
立
て
、
必
ず
先
代
の
世
族
な
る
の

家
よ
り
取
り
、
其
の
令
淑
な
る
を
択
び
、
以
て
六
宮
を
統
べ
し
め
、
宗
廟
を
虔
奉
す
。『
易
』
に
曰
く
、『
家

道

正
に
し
て
、
天
下

定
ま
る
』
と
。
内
由
り
外
に
及
ぶ
ま
で
、
先
王
の
令
典
な
り
。『
春
秋
』
に
宗
人

釁
夏
を
書
し
て
云
く
、『
妾
を
以
て
夫
人
の
礼
を
為
す
こ
と
無
し
』
と
。
斉
桓

葵
丘
に
誓
命
し
、
亦
た
曰

く
、
『
妾
を
以
て
妻
と
為
す
こ
と
無
し
』
と
。
後
宮
の
嬖
寵
を
し
て
、
常
に
乗
輿
に
亜
が
し
め
、
若
し
愛

つ

に
因
り
て
后
に
登
れ
ば
、
賎
人
を
し
て
貴
に
暴
し
む
る
な
り
。
臣

後
世
の
下
陵
・
上
替
を
恐
れ
、
非
度

さ
ら

を
開
張
し
、
乱
し
て
自
ら
上
起
す
」
と
。
帝

従
は
ず
。
庚
子
、
皇
后
の
郭
氏
を
立
つ
。

胡
三
省
：
漢
三
署
中
郎
及
虎
賁
、
羽
林
中
郎
、
皆
秩
比
六
百
石
。
魏
文
帝
自
五
官
中
郎
将
登
極
、

省
五
官
将
、
惟
左
‧
右
中
郎
及
虎
賁
、
羽
林
中
郎
。
棧
潛
、
任
城
人
也
。
蓋
自
潛
始
著
。

胡
三
省
：
『
易
‧
家
人
』
曰
：
夫
夫
婦
婦
而
家
道
正
、
家
道
正
而
天
下
定
矣
。
／
賈
公
彥
曰
：
襄
二

十
四
年
、
公
子
荊
之
母
嬖
、
将
以
為
夫
人
、
使
宗
人
釁
夏
献
其
立
夫
人
之
礼
。
対
曰
：
「
無
之
。」

公
怒
曰
：
「
汝
為
宗
司
、
立
夫
人
、
国
之
大
礼
也
、
何
故
無
之
。」
対
曰
：
「
周
公
、
武
公
娶
於
薛
、

孝
公
、
惠
公
娶
於
商
、
自
桓
以
下
娶
於
斉
、
此
礼
也
則
有
。
若
以
妾
為
夫
人
、
則
固
無
其
礼
也
。」

公
卒
立
之
。
／
「
無
以
妾
為
妻
」
は
、
見
『
孟
子
』。
文
帝
紀
：
（
黄
初
三
年
九
月
）
庚
子
、
立
皇

后
郭
氏
。
后
妃

郭
后
伝
：
黄
初
三
年
、
将
登
后
位
。
文
帝
欲
立
為
后
、
中
郎
棧
潛
上
疏
曰
「
在
昔

帝
王
之
治
天
下
、
不
惟
外
輔
亦
有
内
助
。
治
乱
所
由
、
盛
衰
従
之
。
故
西
陵
配
黄
、
英
娥
降
媯
、

並
以
賢
明
流
芳
上
世
。
桀
奔
南
巢
、
禍
階
末
喜
。
紂
以
炮
烙
、
怡
悦
妲
己
。
是
以
、
聖
哲
慎
立
元

妃
、
必
取
先
代
世
族
之
家
擇
其
令
淑
、
以
統
六
宮
虔
奉
宗
廟
陰
教
聿
修
。
易
曰
『
家
道
正
而
天
下

定
』
由
内
及
外
、
先
王
之
令
典
也
。
春
秋
書
『
宗
人
釁
夏
云
、
無
以
妾
為
夫
人
之
礼
』。
斉
桓
、
誓

命
于
葵
丘
、
亦
曰
『
無
以
妾
為
妻
』。
今
、
後
宮
嬖
寵
、
常
亞
乘
輿
。
若
因
愛
登
后
使
賤
人
暴
貴
、

臣
恐
、
後
世
下
陵
上
替
開
張
非
度
、
乱
自
上
起
也
」
文
帝
不
従
、
遂
立
為
皇
后
。

初
、
呉
王
遣
于
禁
護
軍
浩
周
、
軍
司
馬
東
里
袞
詣
帝
、
自
陳
誠
款
、
辞
甚
恭
愨
。
帝

問
周
等
、
権
可
信
乎
。
周
以
為
権
必
臣
服
、
而
袞
謂
其
不
可
必
服
。
帝
悦
周
言
、
以

為
有
以
知
之
、
故
立
為
呉
王
、
復
使
周
至
呉
。
周
謂
呉
王
曰
、
陛
下
未
信
王
遣
子
入
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侍
、
周
以
闔
門
百
口
明
之
。
呉
王
為
之
流
涕
沾
襟
、
指
天
為
誓
。
周
還
而
侍
子
不
至
、

但
多
設
虚
辞
。

初
め
、
呉
王

于
禁
、
護
軍
の
浩
周
、
軍
司
馬
の
東
里
袞
に
遣
は
し
て
帝
を
詣
で
し
め
、
自
ら
誠
款
を
陳

べ
し
む
。
辞

甚
だ
恭
愨
た
り
。
帝

周
等
に
問
ひ
て
問
く
、「
権

信
ず
可
き
か
」
と
。
周

以
為
へ
ら
く

権

必
ず
臣
服
す
と
。
而
る
に
袞

其
の
必
ず
服
す
可
か
ら
ざ
る
を
謂
ふ
。
帝

周
の
言
を
悦
び
、
以
為
へ

ら
く
以
て
之
を
知
る
こ
と
有
り
て
、
故
に
立
て
て
呉
王
と
為
し
、
復
た
周
を
し
て
呉
に
至
ら
し
む
。
周

呉
王
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
陛
下

未
だ
王
を
信
ぜ
ず
子
を
入
侍
せ
し
む
。
周

闔
門
の
百
口
を
以
て
之
を
明

ら
か
に
す
」
と
。
呉
王

之
の
為
に
流
涕
・
沾
襟
し
、
天
を
指
し
て
誓
ひ
を
為
す
。
周

還
れ
ど
も
侍
子

至
ら
ず
、
但
だ
多
く
虚
辞
を
設
く
。

呉
主
伝

注
引
『
魏
略
』：
初
東
里
袞
為
于
禁
軍
司
馬
、
前
与
周
俱
沒
、
又
俱
還
到
、
有
詔
皆
見
之
。

帝
問
周
等
、
周
以
為
権
必
臣
服
、
而
東
里
袞
謂
其
不
可
必
服
。
帝
悦
周
言
、
以
為
有
以
知
之
。
是

歳
冬
、
魏
王
受
漢
禅
、
遣
使
以
権
為
呉
王
、
詔
使
周
与
使
者
俱
往
。
周
既
致
詔
命
、
時
与
権
私
宴
、

謂
権
曰
「
陛
下
未
信
王
遣
子
入
侍
也
、
周
以
闔
門
百
口
明
之
。」
権
因
字
謂
周
曰
「
浩
孔
異
、
卿
乃

以
挙
家
百
口
保
我
、
我
当
何
言
邪
。」
遂
流
涕
沾
襟
。
及
与
周
別
、
又
指
天
為
誓
。
周
還
之
後
、
権

不
遣
子
而
設
辞
、
帝
乃
久
留
其
使
。

帝
欲
遣
侍
中
辛
毗
、
尚
書
桓
階
往
与
盟
誓
、
並
責
任
子
、
呉
王
辞
譲
不
受
。
帝
怒
、

欲
伐
之
、
劉
曄
曰
、
彼
新
得
志
、
上
下
斉
心
、
而
阻
帯
江
湖
、
不
可
倉
卒
制
也
。
」
帝

不
従
。

帝

侍
中
の
辛
毗
、
尚
書
の
桓
階
を
遣
は
し
て
往
き
て
与(

と
も)

に
盟
誓
せ
し
め
ん
と
欲
す
。
並
び
に
任

子
の
こ
と
を
責
む
。
呉
王

辞
譲
し
て
受
け
ず
。
帝

怒
り
て
、
之
を
伐
た
ん
と
欲
す
。
劉
曄
曰
く
、「
彼

新
た
に
志
を
得
て
、
上
下

心
を
斉
し
く
す
。
而
し
て
江
湖
も
て
阻
帯
し
、
倉
卒
に
制
す
可
か
ら
ず
」
と
。

に

は

か

帝

従
は
ず
。

呉
主
伝
：
初
権
外
託
事
魏
、
而
誠
心
不
款
。
魏
乃
遣
侍
中
辛
毗
、
尚
書
桓
階
往
与
盟
誓
、
幷
徵
任

子
、
権
辞
譲

不
受
。
巻
十
四

劉
曄
伝
：
備
軍
敗
退
、
呉
礼
敬
転
廢
。
帝
欲
興
衆
伐
之
、
曄
以
為

「
彼
新
得
志
、
上
下
斉
心
。
而
阻
帯
江
湖
、
必
難
倉
卒
」
帝
不
聴
。

九
月
、
命
征
東
大
将
軍
曹
休
、
前
将
軍
張
遼
、
鎮
東
将
軍
臧
霸
出
洞
口
、
大
将
軍
曹

仁
出
濡
須
、
上
軍
大
将
軍
曹
真
、
征
南
大
将
軍
夏
侯
尚
、
左
将
軍
張
郃
、
右
将
軍
徐

晃
圍
南
郡
。
呉
建
威
将
軍
呂
範
督
五
軍
、
以
舟
軍
拒
休
等
、
左
将
軍
諸
葛
瑾
、
平
北

将
軍
潘
璋
、
将
軍
楊
粲
救
南
郡
、
裨
将
軍
朱
桓
以
濡
須
督
拒
曹
仁
。

九
月
、
征
東
大
将
軍
の
曹
休
、
前
将
軍
の
張
遼
、
鎮
東
将
軍
の
臧
霸
に
命
じ
て
洞
口
を
出
で
し
む
。
大
将

軍
の
曹
仁

濡
須
を
出
づ
。
上
軍
大
将
軍
の
曹
真
、
征
南
大
将
軍
の
夏
侯
尚
、
左
将
軍
の
張
郃
、
右
将
軍

の
徐
晃

南
郡
を
囲
む
。
呉
の
建
威
将
軍
の
呂
範

五
軍
を
督
し
、
舟
軍
を
以
て
休
等
を
拒
む
。
左
将
軍
の

諸
葛
瑾
、
平
北
将
軍
の
潘
璋
、
将
軍
の
楊
粲

南
郡
を
救
ふ
。
裨
将
軍
の
朱
桓

濡
須
の
督
た
る
を
以
て
曹

仁
を
拒
む
。

胡
三
省
：
據
『
張
遼
伝
』
、
帝
遣
遼
与
曹
休
至
海
陵
、
臨
江
与
諸
将
破
呂
範
。
又
據
『
賀
斉
伝
』、

斉
督
扶
州
以
上
至
皖
。
黄
武
初
、
魏
使
曹
休
来
伐
、
斉
住
新
市
、
会
洞
口
諸
軍
遭
風
流
溺
、
賴
斉

未
済
、
諸
将
倚
以
為
勢
、
休
等
憚
之
、
遂
引
軍
還
。
又
據
『
王
淩
伝
』、
遼
等
至
廣
陵
臨
江
。
蓋
廣

陵
即
海
陵
也
。
蕭
子
顕
曰
：
南
兗
州
刺
史
毎
以
秋
月
出
海
陵
観
濤
。
与
京
口
対
岸
。
又
據
『
晋
書

‧
譙
王
尚
之
伝
』
、
桓
玄
攻
尚
之
於
歷
陽
、
使
馮
該
断
洞
浦
、
焚
舟
艦
。
則
洞
口
在
歷
陽
江
邊
明
矣
。

呉
主
伝
：
秋
九
月
、
魏
乃
命
曹
休
、
張
遼
、
臧
霸
、
出
洞
口
。
曹
仁
、
出
濡
須
。
曹
真
、
夏
侯
尚
、

張
郃
、
徐
晃
、
圍
南
郡
。
権
、
遣
呂
範
等
督
五
軍
、
以
舟
軍
拒
休
等
。
諸
葛
瑾
、
潘
璋
、
楊
粲
、

救
南
郡
。
朱
桓
、
以
濡
須
督
拒
仁
。
時
、
揚
越
蠻
夷
多
未
平
集
…
…
。

巻
九

夏
侯
尚
伝
：
黄
初
三
年
車
駕
幸
宛
。
使
尚
率
諸
軍
、
与
曹
真
共
圍
江
陵
。
権
将
諸
葛
瑾
、
与

尚
軍
対
江
。
瑾
渡
入
江
中
渚
、
而
分
水
軍
于
江
中
。
尚
、
夜
多
持
油
船
、
将
步
騎
萬
餘
人
。
於
下

流
潛
渡
、
攻
瑾
諸
軍
、
夾
江
燒
其
舟
船
、
水
陸
並
攻
破
之
。
城
未
拔
、
会
大
疫
、
詔
敕
尚
引
諸
軍

還
。
益
封
六
百
戸
、
幷
前
千
九
百
戸
、
假
鉞
、
進
為
牧
。
荊
州
殘
荒
、
外
接
蠻
夷
、
而
与
呉
阻
漢
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水
為
境
、
旧
民
多
居
江
南
。
尚
、
自
上
庸
通
道
。
西
行
七
百
餘
里
、
山
民
蠻
夷
多
服
従
者
、
五
六

年
間
、
降
附
数
千
家
。
五
年
徙
封
昌
陵
郷
侯
。

■
黄
初
三
年
十
月
■

冬
、
十
月
、
甲
子
、
表
首
陽
山
東
為
寿
陵
、
作
終
制
、
務
従
儉
薄
、
不
蔵
金
玉
、
一

用
瓦
器
。
令
以
此
詔
蔵
之
宗
廟
、
副
在
尚
書
、
秘
書
、
三
府
。

冬
十
月
甲
子
、
表
し
て
首
陽
山
の
東
に
寿
陵
を
為
り
、
終
制
を
作
す
。
務
従
は
倹
薄
た
り
。
金
玉
を
蔵
せ

ず
、
一
に
瓦
器
を
用
ゐ
る
。
此
の
詔
を
以
て
之
を
宗
廟
に
蔵
し
、
副
は
在
尚
書
・
秘
書
・
三
府
に
在
ら
し

め
よ
。（
文
帝
紀
に
よ
る
）

胡
三
省
：
首
陽
山
在
洛
陽
東
北
。
／
其
副
本
在
尚
書
及
祕
書
及
三
公
府
也
。
前
「
臧
」
字
因
旧
史
、

後
「
蔵
」
字
用
今
字
。

呉
王
以
揚
越
蠻
夷
多
未
平
集
、
乃
卑
辞
上
書
、
求
自
改
厲
。
「
若
罪
在
難
除
、
必
不
見

置
、
当
奉
還
土
地
民
人
、
寄
命
交
州
以
終
餘
年
。」

呉
王

揚
越
の
蛮
夷

多
く
未
だ
平
集
せ
ざ
る
を
以
て
、
乃
ち
辞
を
卑
く
し
て
上
書
し
、
自
ら
改
め
て
厲
む

こ
と
を
求
む
。「
若
し
罪
の
除
き
難
き
在
れ
ば
、
必
ず
置
か
れ
ず
。
当
に
土
地
・
民
人
を
奉
還
し
、
交
州

に
寄
命
し
て
以
て
余
の
年
を
終
へ
ん
」
と
。

呉
主
伝
：
時
、
揚
越
蠻
夷
多
未
平
集
、
内
難
未
弭
。
故
、
権
卑
辞
上
書
、
求
自
改
厲
「
若
罪
在
難

除
必
不
見
置
、
当
奉
還
土
地
民
人
、
乞
寄
命
交
州
以
終
餘
年
」
文
帝
報
曰
「
君
生
於
擾
攘
之
際
、

本
有
従
横
之
志
、
降
身
奉
国
、
以
享
茲
祚
。
自
君
策
名
已
来
、
貢
献
盈
路
、
討
備
之
功
、
国
朝
仰

成
。
埋
而
掘
之
、
古
人
之
所
恥
。
朕
之
与
君
、
大
義
已
定
、
豈
楽
勞
師
遠
臨
江
漢
。
廊
廟
之
議
、

王
者
所
不
得
專
。
三
公
上
君
過
失
、
皆
有
本
末
。
朕
以
不
明
、
雖
有
曾
母
投
杼
之
疑
、
猶
冀
言
者

不
信
以
為
国
福
。
故
、
先
遣
使
者
犒
勞
、
又
遣
尚
書
侍
中
、
踐
脩
前
言
以
定
任
子
。
君
遂
設
辞
、

不
欲
使
進
、
議
者
怪
之
。
又
前
、
都
尉
浩
周
勸
君
遣
子
。
乃
実
、
朝
臣
交
謀
以
此
卜
君
。
君
果
有

辞
、
外
引
隗
囂
遣
子
不
終
、
内
喻
竇
融
守
忠
而
已
。
世
殊
時
異
、
人
各
有
心
、
浩
周
之
還
、
口
陳

指
麾
、
益
令
議
者
発
明
衆
嫌
。
終
始
之
本
、
無
所
據
仗
、
故
遂
俛
仰
従
羣
臣
議
。
今
省
上
事
、
款

誠
深
至
、
心
用
慨
然
、
悽
愴
動
容
。
即
日
下
詔
…
…

又
与
浩
周
書
云
：
「
欲
為
子
登
求
昏
宗
室
。
」
又
云
：
「
以
登
年
弱
、
欲
遣
孫
長
緒
、
張

子
布
隨
登
俱
来
。
」

又

浩
周
に
書
を
与
へ
て
云
く
、「
子
の
登
の
為
に
宗
室
に
昏
を
求
め
ん
と
欲
す
」
と
。
又

云
く
、

「
登
の
年
弱
な
る
を
以
て
、
孫
長
緒
・
張
子
布
を
遣
は
し
て
登
に
隨
ひ
て
俱
に
来
た
ら
し
め
ん
と

欲
す
」
と
。

胡
三
省
：
孫
卲
、
字
長
緒
、
呉
王
称
尊
号
、
以
卲
為
丞
相
。

呉
主
伝

注
引
『
魏
略
』：
又
曰
「
今
子
当
入
侍
、
而
未
有
耦
、
昔
君
念
之
、
以
為
可
上
連
綴
宗
室

若
夏
侯
氏
、
雖
中
間
自
棄
、
常
奉
戢
在
心
。
当
垂
宿
念
、
為
之
先
後
、
使
獲
攀
龍
附
驥
、
永
自
固

定
。
其
為
分
惠
、
豈
有
量
哉
。
如
是
欲
遣
孫
長
緒
与
小
兒
俱
入
、
奉
行
礼
聘
、
成
之
在
君
。」
又
曰

「
小
兒
年
弱
、
加
教
訓
不
足
、
念
当
与
別
、
為
之
緬
然
、
父
子
恩
情
、
豈
有
已
邪
。
又
欲
遣
張
子

布
追
輔
護
之
。
孤
性
無
餘
、
凡
所
欲
為
、
今
尽
宣
露
。
惟
恐
赤
心
不
先
暢
達
、
是
以
具
為
君
說
之
、

宜
明
所
以
。」
於
是
詔
曰
「
権
前
対
浩
周
、
自
陳
不
敢
自
遠
、
楽
委
質
長
為
外
臣
、
又
前
後
辞
旨
、

頭
尾
撃
地
、
此
鼠
子
自
知
不
能
保
爾
許
地
也
。
又
今
与
周
書
、
請
以
十
二
月
遣
子
、
復
欲
遣
孫
長

緒
、
張
子
布
隨
子
俱
来
、
彼
二
人
皆
権
股
肱
心
腹
也
。
又
欲
為
子
於
京
師
求
婦
、
此
権
無
異
心
之

明
效
也
。」
帝
既
信
権
甘
言
、
且
謂
周
為
得
其
真
、
而
権
但
華
偽
、
竟
無
遣
子
意
。
自
是
之
後
、
帝

既
彰
権
罪
、
周
亦
見
疎
遠
、
終
身
不
用
。

帝
報
曰
、
朕
之
与
君
、
大
義
已
定
、
豈
楽
勞
師
遠
臨
江
、
漢
。
若
登
身
朝
到
、
夕
召

兵
還
耳
。
於
是
呉
王
改
元
黄
武
、
臨
江
拒
守
。

帝

報
ゐ
て
曰
く
、「
朕
の
君
と
与
に
す
る
や
、
大
義

已
に
定
ま
る
。
豈
に
師
を
労
し
遠
く
江
・
漢

と
も
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に
臨
む
を
楽
ま
ん
か
。
若
し
登

身
ら
朝
到
す
れ
ば
、
夕
に
兵
を
召
し
て
還
さ
ん
」
と
。
是
に
於
て

呉
王

黄
武
と
改
元
し
、
江
に
臨
み
て
拒
守
す
。

呉
主
伝
：
即
日
下
詔
、
敕
諸
軍
但
深
溝
高
壘
不
得
妄
進
。
若
君
必
效
忠
節
以
解
疑
議
、
登
身
朝
到

夕
召
兵
還
。
此
言
之
誠
、
有
如
大
江
」
権
、
遂
改
年
、
臨
江
拒
守
。

■
黄
初
三
年
十
一
月
■

帝
自
許
昌
南
征
、
復
郢
州
為
荊
州
。
十
一
月
、
辛
丑
、
帝
如
宛
。

帝

許
昌
自
り
南
征
し
、
郢
州
を
復
し
て
荊
州
と
為
す
。
十
一
月
辛
丑
、
帝

宛
に
如
く
。（
文
帝
紀
）

胡
三
省
：
是
年
二
月
置
郢
州
、
呉
畔
、
復
為
荊
州
。

曹
休
在
洞
口
、
自
陳
、
願
将
銳
卒
虎
步
江
南
、
因
敵
取
資
、
事
必
克
捷
、
若
其
無
臣
、

不
須
為
念
。
帝
恐
休
便
渡
江
、
駅
馬
止
之
。
侍
中
董
昭
侍
側
、
曰
、
竊
見
陛
下
有
憂

色
、
独
以
休
済
江
故
乎
。
今
者
渡
江
、
人
情
所
難
、
就
休
有
此
志
、
勢
不
独
行
、
当

須
諸
将
。
臧
霸
等
既
富
且
貴
、
無
復
他
望
、
但
欲
終
其
天
年
、
保
守
祿
祚
而
已
、
何

肯
乘
危
自
投
死
地
以
求
徼
倖
。
苟
霸
等
不
進
、
休
意
自
沮
。
臣
恐
陛
下
雖
有
敕
渡
之

詔
、
猶
必
沉
吟
、
未
便
従
命
也
。
頃
之
、
会
暴
風
吹
呉
呂
範
等
船
、
綆
纜
悉
断
、
直

詣
休
等
營
下
、
斬
首
獲
生
以
千
数
、
呉
兵
迸
散
。
帝
聞
之
、
敕
諸
軍
促
渡
。
軍
未
時

進
、
呉
救
船
遂
至
、
收
軍
還
江
南
。
曹
休
使
臧
霸
追
之
、
不
利
、
将
軍
尹
盧
戦
死
。

曹
休

洞
口
に
在
り
、
自
陳
す
、「
願
は
く
は
鋭
卒
を
将
ゐ
て
江
南
を
虎
歩
せ
ん
こ
と
を
。
敵
に
因
り
て
資

を
取
れ
ば
、
事

必
ず
克
捷
す
。
若
し
其
れ
臣
無
く
ん
ば
、
須
ら
く
為
に
念
ず
べ
か
ら
ず
」
と
。
帝

休
の

便
ち
渡
江
す
る
を
恐
れ
、
駅
馬

之
を
止
む
。
侍
中
の
董
昭

側
に
侍
り
、
曰
く
、「
竊
か
に
見
る
、
陛
下

に
憂
色
有
る
は
、
独
り
休
の
江
を
済
る
故
を
以
て
や
。
今
者

渡
江
す
れ
ば
、
人
情

難
と
す
る
所
な
り
。

ゆ
ゑ

就
て
休

此
の
志
有
れ
ば
、
勢

独
り
行
か
ず
。
当
に
諸
将
を
須
つ
べ
し
。
臧
霸
等

既
に
富
み
て
且
つ
貴

く
、
復
た
他
望
無
し
。
但
だ
其
の
天
年
を
終
へ
、
禄
祚
を
保
守
せ
ん
と
欲
す
る
の
み
。
何
ぞ
危
に
乗
じ
て

自
ら
死
地
に
投
じ
、
以
て
徼
倖
を
求
む
る
を
肯
ん
ず
る
や
。
苟
く
も
霸
等

進
ま
ざ
れ
ば
、
休
の
意

自
ら
沮は

ば

ま
る
。
臣

陛
下

敕
渡
の
詔
有
り
と
雖
も
、
猶
ほ
必
ず
沉
吟
し
、
未
だ
便
ち
命
に
従
は
ざ
る
を
恐
る
な
り
」

と
。
之
の
頃
、
会
々
暴
風

吹
く
。
呉
の
呂
範
等
の
船
、
綆
纜

悉
く
断
ち
、
直
ち
に
休
等
の
営
下
に
詣
る
。

い
た

斬
首
・
獲
生
す
る
こ
と
千
数
を
以
て
し
、
呉
兵

迸
散
す
。
帝

之
を
聞
き
、
諸
軍
に
敕
し
て
渡
る
を
促
す
。

軍

未
だ
時
に
進
ま
ず
、
呉
の
救
船

遂
に
至
り
、
軍
を
收
め
て
江
南
に
還
る
。
曹
休

臧
霸
を
し
て
之
を

追
は
し
む
る
も
、
利
せ
ず
。
将
軍
の
尹
盧

戦
死
す
。

胡
三
省
：
皆
索
也
、
所
以
維
舟
者
也
。
巻
十
四

董
昭
伝
：
文
帝
即
王
位
、
拜
昭
将
作
大
匠
。
及
踐

阼
、
遷
大
鴻
臚
、
進
封
右
郷
侯
。
二
年
、
分
邑
百
戸
、
賜
昭
弟
訪
爵
関
内
侯
、
徙
昭
為
侍
中
。
三

年
、
征
東
大
将
軍
曹
休
臨
江
在
洞
浦
口
、
自
表
「
願
将
銳
卒
虎
步
江
南
。
因
敵
取
資
、
事
必
克
捷
。

若
其
無
臣
、
不
須
為
念
」
帝
恐
休
便
渡
江
、
駅
馬
詔
止
。
時
昭
侍
側
、
因
曰
「
竊
見
陛
下
有
憂
色
、

独
以
休
済
江
故
乎
。
今
者
渡
江
、
人
情
所
難
。
就
休
有
此
志
、
勢
不
独
行
、
当
須
諸
将
。
臧
霸
等

既
富
且
貴
、
無
復
他
望
。
但
欲
終
其
天
年
、
保
守
祿
祚
而
已
。
何
肯
乘
危
自
投
死
地
以
求
徼
倖
。

苟
霸
等
不
進
、
休
意
自
沮
。
臣
恐
陛
下
雖
有
敕
渡
之
詔
、
猶
必
沉
吟
、
未
便
従
命
也
」
是
後
無
幾
、

暴
風
吹
賊
船
、
悉
詣
休
等
營
下
。
斬
首
獲
生
、
賊
遂
迸
散
。
詔
敕
諸
軍
促
渡
。
軍
未
時
進
、
賊
救

船
遂
至
。
呉
主
伝
：
冬
十
一
月
、
大
風
、
範
等
兵
溺
死
者
数
千
、
餘
軍
還
江
南
。
曹
休
使
臧
霸
以

輕

船
五
百
、
敢
死
萬
人
襲
攻
徐
陵
、
燒
攻
城
車
、
殺
略
数
千
人
。
将
軍
全
琮
、
徐
盛
追
斬
魏
将
尹

盧
、
殺
獲

数
百
。
十
二
月
、
権
使
太
中
大
夫
鄭
泉
聘
劉
備
于
白
帝
、
始
復
通
也
。

曹
休
伝
：
文
帝
即
王
位
、
為
領
軍
将
軍
、
錄
前
後
功
、
封
東
陽
亭
侯
。
夏
侯
惇
薨
、
以
休
為
鎮
南

将
軍
、
假
節
都
督
諸
軍
事
。
車
駕
臨
送
、
上
、
乃
下
輿
執
手
而
別
。
孫
権
遣
将
屯
歷
陽
、
休
到
、

撃
破
之
。
又
別
遣
兵
渡
江
、
燒
賊
蕪
湖
營
数
千
家
。
遷
征
東
将
軍
、
領
揚
州
刺
史
、
進
封
安
陽
郷

侯
。
帝
征
孫
権
、
以
休
為
征
東
大
将
軍
、
假
黄
鉞
。
督
張
遼
等
、
及
諸
州
郡
二
十
餘
軍
、
撃
権
大

将
呂
範
等
於
洞
浦
、
破
之
。
拜
揚
州
牧
。
巻
九

臧
覇
伝
：
文
帝
即
王
位
、
遷
鎮
東
将
軍
、
進
爵
武

安
郷
侯
、
都
督
青
州
諸
軍
事
。
及
踐
阼
、
進
封
開
陽
侯
、
徙
封
良
成
侯
。
与
曹
休
討
呉
賊
、
破
呂

範
於
洞
浦
、
徵
為
執
金
吾
、
位
特
進
。
毎
有
軍
事
、
帝
常
咨
訪
焉
。
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庚
申
晦
、
日
有
食
之
。（
文
帝
紀
に
よ
る
）

呉
王
使
太
中
大
夫
鄭
泉
聘
於
漢
、
漢
太
中
大
夫
宗
瑋
報
之
、
呉
・
漢
復
通
。

呉
王

太
中
大
夫
の
鄭
泉
を
し
て
漢
に
聘
せ
し
む
。
漢
の
太
中
大
夫
の
宗
瑋

之
に
報
い
、
呉
・
漢

復
た

通
ず
。

維
基
文
庫
：
呉
王
使
太
中
大
夫
鄭
泉
聘
於
漢
句

按
據
方
北
辰
『
三
国
志
蜀
書
札
記
』
考
証
、
主

動
求
和
並
先
遣
使
者
者
是
劉
備
、
而
非
孫
権
在
先
。『
蜀
志

先
主
伝
』
章
武
二
（
二
二
二
）
年
云

：
「
冬
十
月
、
孫
権
聞
先
主
住
白
帝
、
甚
懼
、
遣
使
求
和
。
先
主
許
之
、
遣
太
中
大
夫
宗
瑋
報
命
。
」

『
呉
志

孫
権
伝
』
黄
武
元
（
二
二
二
）
年
云
：
「
十
二
月
、
権
使
太
中
大
夫
鄭
泉
聘
劉
備
於
白
帝
、

始
復
通
也
。」
以
上
所
引
的
『
先
主
伝
』
、『
呉
主
伝
』
両
段
史
文
相
比
較
、
就
会
発
現
問
題
：
劉
備

派
遣
宗
瑋
、
時
在
冬
十
月
。
孫
権
派
遣
鄭
泉
、
時
為
冬
十
二
月
。
也
就
是
、
宗
瑋
東
下
在
先
、
鄭

泉
西
上
在
後
、
其
間
有
両
月
之
差
。
既
然
宗
瑋
東
下
在
先
、
自
然
求
和
的
主
動
者
便
応
当
是
劉
備
、

而
非
孫
権
。
司
馬
光
綜
合
『
先
主
伝
』
及
『
呉
主
伝
』
史
文
、
卻
未
察
覺
宗
瑋
先
於
鄭
泉
両
月
前

往
孫
呉
、
致
使
次
第
出
現
顛
倒
。
呉
主
伝
：
十
二
月
権
、
使
太
中
大
夫
鄭
泉
、
聘
劉
備
于
白
帝
、

始
復
通
也
。
先
主
伝
：
冬
十
月
、
詔
丞
相
亮
営
南
北
郊
於
成
都
。
孫
権
聞
先
主
住
白
帝
、
甚
懼
、

遣
使
請
和
。
先
主
許
之
、
遣
太
中
大
夫
宗
瑋
報
命
。

漢
主
聞
魏
師
大
出
、
遺
陸
遜
書
曰
、
賊
今
已
在
江
、
漢
、
吾
将
復
東
、
将
軍
謂
其
能

然
否
。
遜
答
曰
、
但
恐
軍
新
破
、
創
夷
未
復
、
始
求
通
親
。
且
当
自
補
、
未
暇
窮
兵

耳
。
若
不
推
算
、
欲
復
以
傾
覆
之
餘
遠
送
以
来
者
、
無
所
逃
命
。

漢
主

魏
師
の
大
い
に
出
づ
る
を
聞
き
、
陸
遜
に
書
を
遺
り
て
曰
く
、「
賊

今

已
に
江
・
漢
に
在
り
。
吾

将
に
復
た
東
せ
ん
と
す
。
将
軍

其
の
能
く
然
否
な
る
を
謂
ふ
や
」
と
。
遜

答
へ
て
曰
く
、「
但
だ
軍
の

新
ら
に
破
ら
る
を
恐
る
。
創
夷

未
だ
復
せ
ず
、
始
め
て
通
親
を
求
む
。
且
つ
自
補
に
当
り
、
未
だ
兵
を

窮
む
る
の
暇
あ
ら
ず
。
若
し
推
算
せ
ざ
れ
ば
、
欲
復
た
傾
覆
の
余
を
以
て
遠
送
以
来
者
、
所
命
を
逃
る
る

所
無
し
」
と
。

胡
三
省
：
通
親
、
謂
通
使
而
交
親
也
。

陸
遜
伝

注
引
『
呉
録
』：
劉
備
聞
魏
軍
大
出
、
書
与
遜
云
：
「
賊
今
已
在
江
陵
、
吾
将
復
東
、
将
軍

謂
其
能
然
不
。
」
遜
答
曰
：
「
但
恐
軍
新
破
、
創

痍
未
復
、
始
求
通
親
、
且
当
自
補
、
未
暇
窮
兵
耳
。

若
不
惟
算
、
欲
復
以
傾
覆
之
餘
、
遠
送
以
来
者
、
無
所
逃
命
。」

漢
漢
嘉
太
守
黄
元
叛
。

胡
三
省
：
漢
嘉
郡
、
本
前
漢
青
衣
県
地
、
属
蜀
郡
。
後
漢
順
帝
陽
嘉
二
年
、
改
為
漢
嘉
県
、
属
蜀

郡
属
国
、
蜀
分
為
漢
嘉
郡
。
先
主
伝
：
冬
十
二
月
、
漢
嘉
太
守
黄
元
聞
先
主
疾
不
豫
、
挙
兵
拒
守
。

呉
将
孫
盛
督
萬
人
據
江
陵
中
洲
、
以
為
南
郡
外
援
。

呉
将
の
孫
盛

万
人
を
督
し
て
江
陵
の
中
洲
に
拠
り
、
以
て
南
郡
の
外
援
と
為
る
。

胡
三
省
：
據
『
潘
璋
伝
』、
則
江
陵
中
洲
即
百
里
洲
也
。
其
洲
自
枝
江
県
西
至
上
明
、
東
及
江
津
。

江
津
北
岸
、
即
江
陵
故
城
。
巻
五
十
六

朱
然
伝
：
魏
遣
曹
真
、
夏
侯
尚
、
張
郃
等
攻
江
陵
、
魏
文

帝
自
住
宛
、
為
其
勢
援
、
連
屯
圍
城
。
権
遣
将
軍
孫
盛
督
萬
人
備
州
上
、
立
圍
塢
、
為
然
外
救
。

郃
渡
兵
攻
盛
、
盛
不
能
拒
、
即
時
卻
退
、
郃
據
州
上
圍
守
、
然

中
外
断
絶
。
権
遣
潘
璋
、
楊
粲
等

解
圍
、
而
圍
不
解
。
時
然
城
中
兵
多
腫
病
、
堪
戦
者
裁
五
千
人
。
真

等
起
土
山
、
鑿
地
道
、
立
樓

櫓
、
臨
城
弓
矢
雨
注
、
将
士
皆
失
色
、
然
晏
如
而
無
恐
意
、
方
厲
吏
士
、
伺
閒

隙
攻
破
両
屯
。
魏

攻
圍
然
凡
六
月
日
、
未
退
。
江
陵
令
姚
泰
領
兵
備
城
北
門
、
見
外
兵
盛
、
城
中
人
少
、

穀
食
欲
尽
、

因
与
敵
交
通
、
謀
為
内
応
。
垂
発
、
事
覺
、
然
治
戮
泰
。
尚
等
不
能
克
、
乃
徹
攻
退
還
。
由

是
然

名
震
於
敵
国
、
改
封
当
陽
侯
。

■
黄
初
四
年
正
月
■

春
、
正
月
、
曹
真
使
張
郃
撃
破
呉
兵
、
遂
奪
據
江
陵
中
洲
。
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春
正
月
、
曹
真

張
郃
を
し
て
呉
兵
を
撃
破
せ
し
め
、
遂
に
江
陵
の
中
洲
を
奪
ひ
て
拠
る
。

胡
三
省
：
去
年
呉
将
孫
盛
據
中
洲
。
呉
主
伝
：
二
年
春
正
月
、
曹
真
、
分
軍
據
江
陵
中
州
。
是
月
、

城
江
夏
山
。
改
四
分
、
用
乾
象
暦
。
巻
九

曹
真
伝
：
黄
初
三
年
還
京
都
、
以
真
為
上
軍
大
将
軍
、

都
督
中
外
諸
軍
事
、
假
節
鉞
。
与
夏
侯
尚
等
征
孫
権
、
撃
牛
渚
屯
、
破
之
。
転
拜
中
軍
大
将
軍
、

加
給
事
中
。
七
年
文
帝
寢
疾
。
真
与
陳
羣
、
司
馬
宣
王
等
受
遺
詔
輔
政
。
巻
十
七

張
郃
伝
：
文
帝

即
王
位
、
以
郃
為
左
将
軍
、
進
爵
都
郷
侯
。
及
踐
阼
、
進
封
鄚
侯
。
詔
郃
与
曹
真
討
安
定
盧
水
胡

及
東
羌
。
召
郃
与
真
並
朝
許
宮
、
遣
南
与
夏
侯
尚
撃
江
陵
。
郃
別
督
諸
軍
渡
江
、
取
洲
上
屯
塢
。

■
黄
初
四
年
二
月
■

二
月
、
諸
葛
亮
至
永
安
。

胡
三
省
：
『
水
経
註
』、
蜀
先
主
為
呉
所
敗
、
退
屯
白
帝
、
改
白
帝
為
永
安
、
巴
東
郡
治
也
。

先
主
伝
：
三
年
春
二
月
丞
相
亮
、
自
成
都
到
永
安
。

曹
仁
以
步
騎
数
萬
向
濡
須
、
先
揚
聲
欲
東
攻
羨
溪
、
朱
桓
分
兵
赴
之
。
既
行
、
仁
以

大
軍
徑
進
。
桓
聞
之
、
追
還
羨
溪
兵
、
兵
未
到
而
仁
奄
至
。
時
桓
手
下
及
所
部
兵
在

者
才
五
千
人
、
諸
将
業
業
各
有
懼
心
、
桓
喻
之
曰
、
凡
両
軍
交
対
、
勝
負
在
将
、
不

在
衆
寡
。
諸
君
聞
曹
仁
用
兵
行
師
、
孰
与
桓
邪
。
兵
法
所
以
称
、
客
倍
而
主
人
半
者
、

謂
俱
在
平
原
無
城
隍
之
守
、
又
謂
士
卒
勇
怯
斉
等
故
耳
。
今
仁
既
非
智
勇
、
加
其
士

卒
甚
怯
、
又
千
里
步
涉
、
人
馬
罷
困
。
桓
与
諸
君
共
據
高
城
、
南
臨
大
江
、
北
背
山

陵
、
以
逸
待
勞
、
為
主
制
客
、
此
百
戦
百
勝
之
勢
、
雖
曹
丕
自
来
、
尚
不
足
憂
、
況

仁
等
邪
。
桓
乃
偃
旗
鼓
、
外
示
虚
弱
以
誘
致
仁
。
仁
遣
其
子
泰
攻
濡
須
城
、
分
遣
将

軍
常
雕
、
王
雙
等
乘
油
船
別
襲
中
洲
。
中
洲
者
、
桓
部
曲
妻
子
所
在
也
。

曹
仁

歩
騎
の
数
万
を
以
て
濡
須
に
向
ひ
、
先
に
東
し
て
羨
溪
を
攻
め
ん
と
欲
す
と
声
を
揚
ぐ
。
朱
桓

兵

を
分
け
て
之
に
赴
く
。
既
に
行
き
、
仁

大
軍
を
以
て
徑
進
す
。
桓

之
を
聞
き
、
追
ひ
て
羨
溪
の
兵
を
還

せ
ど
も
、
兵

未
だ
ら
ず
し
て
仁

奄
ひ
至
る
。
時
に
桓
の
手
下
及
び
所
部
の
兵

在
る
者
は
五
千
人
ば
か

り
、
諸
将

業
業
と
し
て
各
々
懼
る
る
心
有
り
。
桓

之
を
喻
へ
て
曰
く
、「
凡
そ
両
軍

交
対
す
れ
ば
、
勝

負

将
に
在
り
、
衆
寡
に
在
ら
ず
。
諸
君

曹
仁
の
用
兵
。
行
師
を
聞
き
て
、
桓
と
孰(

い
づ)

れ
ぞ
。
兵
法

以
て
称
す
る
所
の
『
客
は
倍
し
て
主
人
は
半
す
』
と
い
ふ
は
、
平
原
を
俱
に
し
城
隍
無
き
の
守
を
謂
ひ
、

又

士
卒
の
勇
怯

斉
等
な
る
故
を
謂
ふ
の
み
。
今

仁

既
に
智
勇
に
非
ず
、
加
へ
て
其
の
士
卒

甚
だ
怯

た
り
。
又

千
里
を
歩
涉
し
、
人
馬

罷
困
す
。
桓

諸
君
と
共
に
高
城
に
拠
り
、
南
は
大
江
に
臨
み
、
北

は
山
陵
を
背
に
し
、
逸
を
以
て
労
を
待
ち
、
主
と
為
り
て
客
を
制
す
。
此
れ
百
戦
百
勝
の
勢
な
り
。
曹
丕

自
ら
来
る
と
雖
も
、
尚
ほ
憂
ふ
に
足
ら
ず
。
況
ん
や
仁
等
を
や
」
と
。
桓

乃
ち
旗
鼓
を
偃
し
、
外
に
虚

弱
な
る
を
示
し
て
以
て
仁
を
誘
致
す
。
仁

其
の
子
の
泰
を
遣
は
し
て
濡
須
城
を
攻
む
。
分
け
て
将
軍
の

常
雕
・
王
双
等
を
遣
は
し
、
油
船
を
乗
せ
て
別
に
中
洲
を
襲
ふ
。
中
洲
は
、
桓
の
部
曲
の
妻
子

在
る
所

な
り
。胡

三
省
：
羨
溪
在
濡
須
東
、
而
蜀
本
『
註
』
以
為
沙
羨
、
誤
矣
。
杜
佑
曰
、
羨
溪
在
濡
須
東
三
十

里
。
／
孔
安
国
曰
「
業
業
」、
危
懼
意
。
／
油
船
、
蓋
以
牛
皮
為
之
、
外
施
油
以
扞
水
。
／
橐
皋
、

在
廬
江
居
巢
県
、『
春
秋
』
会
呉
於
橐
皋
、
即
其
地
。
余
按
班
『
志
』、
橐
皋
県
属
九
江
郡
。
孟
康

音
拓
姑
。
杜
預
曰
、
橐
皋
在
淮
南
逡
遒
県
東
南
。
／
去
年
呉
王
以
朱
桓
為
濡
須
督
。

巻
五
十
六

朱
桓
伝
：
後
、
代
周
泰
、
為
濡
須
督
。
黄
武
元
年
。
魏
、
使
大
司
馬
曹
仁
、
步
騎
数
萬
、

向
濡
須
。
仁
、
欲
以
兵
襲
取
州
上
、
偽
先
揚
聲
欲
東
攻
羨
溪
。
桓
、
分
兵
将
、
赴
羨
溪
。
既
発
、

卒
得
仁
進
軍
拒
濡
須
七
十
里
問
。
桓
、
遣
使
追
還
羨
溪
兵
。
兵
未
到
而
仁
奄
至
。
時
、
桓
手
下
及

所
部
兵
在
者
五
千
人
、
諸
将
業
業
各
有
懼
心
。
桓
喻
之
曰
「
凡
両
軍
交
対
、
勝
負
在
将
、
不
在
衆

寡
。
諸
君
聞
曹
仁
用
兵
行
師
、
孰
与
桓
邪
。
兵
法
所
以
称
客
倍
而
主
人
半
者
、
謂
、
俱
在
平
原
、

無
城
池
之
守
。
又
謂
、
士
衆
勇
怯
斉
等
故
耳
。
今
、
人
既
非
智
勇
、
加
其
士
卒
甚
怯
、
又
千
里
步

涉
、
人
馬
罷
困
。
桓
与
諸
軍
、
共
據
高
城
、
南
臨
大
江
、
北
背
山
陵
、
以
逸
待
勞
、
為
主
制
客
、

此
百
戦
百
勝
之
勢
也
。
雖
曹
丕
自
来
、
尚
不
足
憂
。
況
仁
等
邪
」
桓
、
因
偃
旗
鼓
、
外
示
虚
弱
、

以
誘
致
仁
。
仁
、
果
遣
其
子
泰
、
攻
濡
須
城
、
分
遣
将
軍
常
雕
、
督
諸
葛
虔
、
王
雙
等
、
乘
油
船
、
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別
襲
中
洲
。
中
洲
者
、
部
曲
妻
子
所
在
也
。

呉
主
伝
：
三
月
曹
仁
、
遣
将
軍
常
彫
等
、
以
兵
五
千
、
乘
油
船
、
晨
渡
濡
須
中
州
。
仁
子
泰
、
因

引
軍
急
攻
朱
桓
。
桓
兵
拒
之
、
遣
将
軍
厳
圭
等
、
撃
破
彫
等
。
是
月
、
魏
軍
皆
退
。

巻
九

曹
仁
伝
：
及
即
王
位
、
拜
仁
車
騎
将
軍
、
都
督
荊
揚
益
州
諸
軍
事
、
進
封
陳
侯
、
増
邑
二
千
、

幷
前
三
千
五
百
戸
。
…
…
後
、
召
還
屯
宛
。
孫
権
遣
将
陳
邵
、
據
襄
陽
。
詔
仁
討
之
。
仁
与
徐
晃

攻
破
邵
、
遂
入
襄
陽
。
使
将
軍
高
遷
等
、
徙
漢
南
附
化
民
於
漢
北
。
文
帝
遣
使
、
即
拜
仁
大
将
軍
。

又
詔
仁
、
移
屯
臨
潁
、
遷
大
司
馬
。
復
督
諸
軍
據
烏
江
、
還
屯
合
肥
。
黄
初
四
年
薨
。

蒋
済
曰
、
賊
據
西
岸
、
列
船
上
流
、
而
兵
入
洲
中
、
是
為
自
内
地
獄
、
危
亡
之
道
也
。

仁
不
従
、
自
将
萬
人
留
橐
皋
、
為
泰
等
後
援
。
桓
遣
別
将
撃
雕
等
而
身
自
拒
泰
、
泰

燒
營
退
。
桓
遂
斬
常
雕
、
生
虜
王
雙
、
臨
陳
殺
溺
死
者
千
餘
人
。

蒋
済
曰
く
、「
賊

西
岸
に
拠
り
、
船
を
列
ね
て
流
れ
を
上
る
。
而
る
に
兵

洲
中
に
入
る
。
是
れ
自
ら
地

獄
の
内
と
為
り
、
危
亡
の
道
な
り
」
と
。
仁

従
は
ず
、
自
ら
万
人
を
将
ゐ
て
橐
皋
に
留
ま
り
、
泰
等
の

為
に
後
援
す
。
桓

別
将
を
遣
り
て
雕
等
を
撃
ち
て
身
自
か
ら
泰
を
拒
む
。
泰

営
を
焼
き
て
退
く
。
桓

み

づ

遂
に
常
雕
を
斬
り
、
王
双
を
生
け
虜
り
、
陳
に
臨
み
て
殺
さ
れ
溺
れ
て
死
せ
る
者

千
余
人
な
り
。

巻
十
四

蒋
済
伝
：
黄
初
三
年
、
与
大
司
馬
曹
仁
征
呉
、
済
別
襲
羨
谿
。
仁
欲
攻
濡
須
洲
中
、
済
曰

：
「
賊
據
西
岸
、
列
船
上
流
、
而
兵
入
洲
中
、
是
為
自
内
地
獄
、
危
亡
之
道
也
。
」
仁
不
従
、
果
敗
。

仁
薨
、
復
以
済

為
東
中
郎
将
、
代
領
其
兵
。
詔
曰
：
「
卿
兼
資
文
武
、
志
節
慷
慨
、
常
有
超
越
江

湖
吞
呉
会
之
志
、
故
復

授
将
率
之
任
。」
頃
之
、
徵
為
尚
書
。

巻
五
十
六

朱
桓
伝
：
仁
自
将
萬
人
、
留
橐
皋
、
復
為
泰
等
、
後
拒
。
桓
部
兵
将
攻
取
油
船
、
或
別

撃
雕
等
、
桓
等
身
自
拒
泰
、
燒
營
而
退
。
遂
梟
雕
、
生
虜
雙
、
送
武
昌
。
臨
陳
斬
溺
、
死
者
千
餘
。

権
嘉
桓
功
、
封
嘉
興
侯
、
遷
奮
武
将
軍
、
領
彭
城
相
。

初
、
呂
蒙
病
篤
、
呉
王
問
曰
、
卿
如
不
起
、
誰
可
代
者
。
蒙
対
曰
、
朱
然
膽
守
有
餘
、

愚
以
為
可
任
。
朱
然
者
、
時
為
昭
武
将
軍
。
蒙
卒
、
呉
王
假
然
節
、
鎮
江
陵
。

初
め
、
呂
蒙
の
病

篤
く
、
呉
王

問
ひ
て
曰
く
、「
卿

如
し
起
き
ず
ん
ば
、
誰
ぞ
代
は
る
可
き
か
」
と
。

蒙

対
へ
て
く
、「
朱
然

膽
守
に
余
有
り
、
愚

以
為
へ
ら
く
任
ず
可
し
」
と
。
朱
然
は
、
時
に
昭
武
将
軍

為
り
。
蒙

卒
し
、
呉
王

然
の
節
を
仮
り
て
江
陵
に
鎮
せ
し
む
。

胡
三
省
：
昭
武
将
軍
、
呉
所
置
也
。
巻
五
十
六

朱
然
伝
：
虎
威
将
軍
呂
蒙
病
篤
、
権
問
曰
：
「
卿

如
不
起
、
誰
可
代
者
。」
蒙
対
曰
：
「
朱
然
膽
守
有
餘
、
愚
以

為
可
任
。」
蒙
卒
、
権
假
然
節
、
鎮

江
陵
。
黄
武
元
年
、
劉
備
挙
兵
攻
宜
都
、
然
督
五
千
人
与
陸
遜
并
力

拒
備
。
然
別
攻
破
備
前
鋒
、

断
其
後
道
、
備
遂
破
走
。
拜
征
北
将
軍
、
封
永
安
侯
。

及
曹
真
等
圍
江
陵
、
破
孫
盛
、
呉
王
遣
諸
葛
瑾
等
将
兵
往
解
圍
、
夏
侯
尚
撃
卻
之
。

江
陵
中
外
断
絶
、
城
中
兵
多
腫
病
、
堪
戦
者
裁
五
千
人
。
真
等
起
土
山
、
鑿
地
道
、

立
樓
櫓
臨
城
、
弓
矢
雨
注
、
将
士
皆
失
色
。
然
晏
如
無
恐
意
、
方
厲
吏
士
、
伺
間
隙
、

攻
破
魏
両
屯
。
魏
兵
圍
然
凡
六
月
、
江
陵
令
姚
泰
領
兵
備
城
北
門
、
見
外
兵
盛
、
城

中
人
少
、
穀
食
且
尽
、
懼
不
済
、
謀
為
内
応
、
然
覺
而
殺
之
。

曹
真
等

江
陵
を
囲
む
に
及
び
、
孫
盛
を
破
る
。
呉
王

諸
葛
瑾
等
を
遣
り
て
兵
を
将
ゐ
て
往
き
囲
ひ
を
解

か
し
む
。
夏
侯
尚

之
を
撃
却
す
。
江
陵

中
外
は
断
絶
し
、
城
中
の
兵

多
く
腫
病
す
。
戦
に
堪
ふ
る
者

五
千
人
を
裁
つ
。
真
等

土
山
を
起
し
、
地
道
を
鑿
ち
、
楼
櫓
を
立
て
て
城
に
臨
み
、
弓
矢

雨
の
ご
と
く

注
ぎ
、
将
士

皆

色
を
失
ふ
。
然
れ
ば
晏
如
た
り
て
恐
る
る
意
無
く
、
方
に
吏
士
を
厲
ま
し
、
間
隙
を
伺

ひ
、
魏
の
両
屯
を
攻
破
せ
ん
。
魏
兵

囲
み
て
然
る
こ
と
凡
そ
六
月
な
り
。
江
陵
令
の
姚
泰

兵
を
領
し
て

城
の
北
門
に
備
へ
、
外
兵
の
盛
な
る
を
見
る
。
城
中
の
人

少
な
く
、
穀
食

且
に
尽
き
ん
と
す
。
懼
れ
て

済
は
ず
、
謀
り
て
内
応
を
為
し
、
然
る
に
覚
し
て
之
を
殺
す
。

巻
五
十
六

朱
然
伝
：
魏
遣
曹
真
、
夏
侯
尚
、
張
郃
等
攻
江
陵
、
魏
文
帝
自
住
宛
、
為
其
勢
援
、
連

屯
圍
城
。
権
遣
将
軍
孫
盛
督
萬
人
備
州
上
、
立
圍
塢
、
為
然
外
救
。
郃
渡
兵
攻
盛
、
盛
不
能
拒
、

即
時
卻
退
、
郃
據
州
上
圍
守
、
然
中
外
断
絶
。
権
遣
潘
璋
、
楊
粲
等
解
圍
而
圍
不
解
。
時
然
城
中
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兵
多
腫
病
、
堪
戦
者
裁
五
千
人
。
真

等
起
土
山
、
鑿
地
道
、
立
樓
櫓
、
臨
城
弓
矢
雨
注
、
将
士
皆

失
色
、
然
晏
如
而
無
恐
意
、
方
厲
吏
士
、
伺
閒

隙
攻
破
両
屯
。
魏
攻
圍
然
凡
六
月
日
、
未
退
。
江

陵
令
姚
泰
領
兵
備
城
北
門
、
見
外
兵
盛
、
城
中
人
少
、

穀
食
欲
尽
、
因
与
敵
交
通
、
謀
為
内
応
。

垂
発
、
事
覺
、
然
治
戮
泰
。
尚
等
不
能
克
、
乃
徹
攻
退
還
。
由

是
然
名
震
於
敵
国
、
改
封
当
陽
侯
。

巻
五
十
二

諸
葛
瑾
伝
：
黄
武
元
年
、
遷
左
将
軍
、
督
公
安
、
假
節
、
封
宛
陵
侯
。

諸
葛
瑾
伝

注
引
『
呉
録
』：
曹
真
、
夏
侯
尚
等
圍
朱
然
於
江
陵
、
又
分
據
中
州
、
瑾
以
大
兵
為
之

救
援
。
瑾
性
弘
緩
、
推
道
理
、
任
計
畫
、
無
応
卒
倚
伏
之
術
、
兵
久
不
解
、
権
以
此
望
之
。
及
春

水
生
、
潘
璋
等
作
水
城
於
上
流
、
瑾
進
攻
浮
橋
、
真
等
退
走
。
雖
無
大
勲
、
亦
以
全
師
保
境
為
功
。

時
江
水
浅
狹
、
夏
侯
尚
欲
乘
船
将
步
騎
入
渚
中
安
屯
、
作
浮
橋
、
南
北
往
来
、
議
者

多
以
為
城
必
可
拔
。
董
昭
上
疏
曰
、
武
皇
帝
智
勇
過
人
、
而
用
兵
畏
敵
、
不
敢
輕
之

若
此
也
。
夫
兵
好
進
惡
退
、
常
然
之
数
。
平
地
無
險
、
猶
尚
艱
難
、
就
当
深
入
、
還

道
宜
利
、
兵
有
進
退
、
不
可
如
意
。
今
屯
渚
中
、
至
深
也
。
浮
橋
而
済
、
至
危
也
。

一
道
而
行
、
至
狹
也
。
三
者
、
兵
家
所
忌
、
而
今
行
之
、
賊
頻
攻
橋
、
誤
有
漏
失
、

渚
中
精
銳
非
魏
之
有
、
将
転
化
為
呉
矣
。
臣
私
戚
之
、
忘
寢
与
食
、
而
議
者
怡
然
不

以
為
憂
、
豈
不
惑
哉
。
加
江
水
向
長
、
一
旦
暴
増
、
何
以
防
禦
。
就
不
破
賊
、
尚
当

自
完
、
奈
何
乘
危
、
不
以
為
懼
。
惟
陛
下
察
之
。
帝
即
詔
尚
等
促
出
、
呉
人
両
頭
並

前
、
魏
兵
一
道
引
去
、
不
時
得
泄
、
僅
而
獲
済
。
呉
将
潘
璋
已
作
荻
筏
、
欲
以
燒
浮

橋
、
会
尚
退
而
止
。
後
旬
日
、
江
水
大
漲
、
帝
謂
董
昭
曰
、
君
論
此
事
、
何
其
審
也
。

会
天
大
疫
、
帝
悉
召
諸
軍
還
。

時
に
江
水

浅
狹
た
り
。
夏
侯
尚

乗
船
し
て
歩
騎
を
将
ゐ
て
渚
中
の
安
屯
に
入
ら
ん
と
欲
し
、
浮
橋
を
作

り
、
南
北

往
来
す
。
議
す
る
者

多
く
以
為
へ
ら
く
城
は
必
ず
抜
く
可
し
。
董
昭

上
疏
し
て
曰
く
、「
武

皇
帝

智
勇
は
人
に
過
ぎ
て
、
用
兵

敵
を
畏
れ
し
め
ど
も
、
敢
へ
て
之
を
軽
ぜ
ざ
る
こ
と
此
の
若
し
。
夫

か
く

れ
兵

進
む
を
好
み
退
く
を
悪
み
、
常
に
之
を
然
り
と
す
る
こ
と
数
な
り
。
平
地

険
無
く
と
も
、
猶
ほ
尚

艱
難
あ
る
が
ご
と
く
、
就
き
て
当
に
深
入
す
れ
ば
、
還
道

宜
し
く
利
あ
る
べ
し
。
兵
に
進
退
有
り
て
、

意
の
如
く
な
る
可
か
ら
ず
。
今

渚
中
に
屯
す
る
こ
と
、
至
深
な
り
。
橋
を
浮
べ
て
済
る
こ
と
、
至
危
な

わ
た

り
。
一
道
よ
り
行
く
こ
と
、
至
狹
な
り
。
三
つ
な
る
者
、
兵
家
の
忌
む
所
な
り
。
而
る
に
今

之
を
行
な

ふ
。
賊

頻
り
に
橋
を
攻
め
、
誤
り
て
漏
失
有
れ
ば
、
渚
中
の
精
鋭

魏
の
有
に
非
ず
。
将
に
転
化
し
て
呉

と
為
ら
ん
と
す
。
臣

私
か
に
之
を
戚
ひ
、
寝
と
食
と
を
忘
る
。
而
る
に
議
者

怡
然
と
し
て
憂
を
為
す
を

う
れ

以
て
せ
ず
。
豈
に
惑
は
ざ
ら
ん
や
。
加
へ
て
江
水

向
長
た
り
。
一
旦
に
し
て
暴
か
に
増
え
れ
ば
、
何
を

以
て
防
禦
せ
ん
。
就
き
て
賊
を
破
ら
ず
、
尚

当
に
自
ら
完
う
す
べ
し
。
奈
何(

な
ん
ぞ)

危
に
乗
じ
、
以

て
懼
れ
を
為
さ
ざ
る
や
。
惟
れ
陛
下

之
を
察
せ
よ
」
と
。
帝

即
ち
尚
等
に
詔
し
て
出
づ
る
を
促
す
。
呉

人

両
頭
よ
り
並
前
し
、
魏
兵

一
道
よ
り
引
去
す
。
時
な
ら
ず
泄
れ
を
得
て
、
僅
か
に
し
て
済
を
獲
た
り
。

も

呉
将
の
潘
璋

已
に
荻
筏
を
作
り
、
以
て
浮
橋
を
焼
か
ん
と
欲
す
。
会
々
尚

退
き
て
止
む
。
後
の
旬
日
、

江
水

大
い
に
漲
り
、
帝

董
昭
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
君

此
の
事
を
論
ず
。
何
ぞ
其
れ
審
ら
か
な
る
や
」
と
。

会
々
天

大
疫
あ
り
、
帝

悉
く
諸
軍
を
召
し
て
還
す
。

胡
三
省
：
渚
、
洲
也
、
即
江
陵
之
中
洲
也
。「
不
敢
輕
之
若
此
也
」
は
、
言
行
兵
不
敢
履
危
道
。

巻
十
四

董
昭
伝
：
大
駕
幸
宛
、
征
南
大
将
軍
夏
侯
尚
等
攻
江
陵
、
未
拔
。
時
江
水
浅
狹
、
尚
欲
乘

船
将
步
騎
入
渚
中
安
屯
、
作
浮
橋
、
南
北
往
来
。
議
者
多
以
為
城
必
可
拔
。
昭
上
疏
曰
「
武
皇
帝
、

智
勇
過
人
而
用
兵
畏
敵
、
不
敢
輕
之
若
此
也
。
夫
兵
好
進
惡
退
、
常
然
之
数
。
平
地
無
險
、
猶
尚

艱
難
。
就
当
深
入
、
還
道
宜
利
。
兵
有
進
退
、
不
可
如
意
。
今
屯
渚
中
、
至
深
也
。
浮
橋
而
済
、

至
危
也
。
一
道
而
行
、
至
狹
也
。
三
者
兵
家
所
忌
、
而
今
行
之
。
賊
頻
攻
橋
、
誤
有
漏
失
、
渚
中

精
銳
非
魏
之
有
、
将
転
化
為
呉
矣
。
臣
私
慼
之
忘
寢
与
食
、
而
議
者
怡
然
不
以
為
憂
、
豈
不
惑
哉
。

加
江
水
向
長
、
一
旦
暴
増
、
何
以
防
禦
。
就
不
破
賊
、
尚
当
自
完
。
奈
何
乘
危
、
不
以
為
懼
。
事

将
危
矣
、
惟
陛
下
察
之
」
帝
悟
昭
言
、
即
詔
尚
等
促
出
。
賊
両
頭
並
前
、
官
兵
一
道
引
去
、
不
時

得
泄
。
将
軍
石
建
、
高
遷
僅
得
自
免
。
軍
出
旬
日
、
江
水
暴
長
。
帝
曰
「
君
論
此
事
、
何
其
審
也
。

正
使
張
陳
当
之
、
何
以
復
加
」
五
年
、
徙
封
成
都
郷
侯
、
拜
太
常
。
其
年
、
徙
光
祿
大
夫
給
事
中
。

従
大
駕
東
征
、
七
年
還
、
拜
太
僕
。
巻
五
十
五

潘
璋
伝
：
魏
将
夏
侯
尚
等
、
圍
南
郡
、
分
前
部
三
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萬
人
、
作
浮
橋
、
渡
百
里
洲
上
。
諸
葛
瑾
、
楊
粲
、
並
会
兵
赴
救
、
未
知
所
出
、
而
魏
兵
日
渡
不

絶
。
璋
曰
「
魏
勢
始
盛
、
江
水
又
浅
。
未
可
与
戦
」
便
将
所
領
、
到
魏
上
流
五
十
里
、
伐
葦
数
百

萬
束
、
縛
作
大
筏
、
欲
順
流
放
火
、
燒
敗
浮
橋
。
作
筏
適
畢
、
伺
水
長
当
下
、
尚
便
引
退
。
璋
、

下
、
備
陸
口
。
権
称
尊
号
、
拜
右
将
軍
。

■
黄
初
四
年
三
月
■

三
月
、
丙
申
、
車
駕
還
洛
陽
。（
文
帝
紀
に
よ
る
）

初
、
帝
問
賈
詡
曰
、
吾
欲
伐
不
従
命
、
以
一
天
下
、
呉
、
蜀
何
先
。
対
曰
、
攻
取
者

先
兵
権
、
建
本
者
尚
徳
化
。
陛
下
応
期
受
禅
、
撫
臨
率
土
、
若
綏
之
以
文
徳
而
俟
其

変
、
則
平
之
不
難
矣
。
呉
、
蜀
雖
蕞
爾
小
国
、
依
山
阻
水
。
劉
備
有
雄
才
、
諸
葛
亮

善
治
国
。
孫
権
識
虚
実
、
陸
遜
見
兵
勢
。
據
險
守
要
、
泛
舟
江
湖
、
皆
難
卒
謀
也
。

用
兵
之
道
、
先
勝
後
戦
、
量
敵
論
将
。
故
挙
無
遺
策
。
臣
竊
料
群
臣
無
備
、
権
対
、

雖
以
天
威
臨
之
、
未
見
萬
全
之
勢
也
。
昔
舜
舞
干
戚
而
有
苗
服
、
臣
以
為
当
今
宜
先

文
後
武
。」
帝
不
納
、
軍
竟
無
功
。

初
め
、
帝

賈
詡
に
問
ひ
て
曰
く
、「
吾
命
に
従
は
ざ
る
を
伐
ち
、
以
て
天
下
を
一
に
せ
ん
と
欲
す
。
呉
・

蜀

何
れ
を
か
先
に
せ
ん
」
と
。
対
へ
て
曰
く
、「
攻
取
は
兵
権
に
先
ん
ず
れ
ど
も
、
本
を
建
つ
る
は
尚
ほ

徳
化
な
り
。
陛
下

期
に
応
じ
て
受
禅
し
、
率
土
を
撫
臨
す
。
若
し
之
を
綏
す
る
に
文
徳
を
以
て
し
て
其

の
変
を
俟
て
ば
、
則
ち
之
を
平
ら
ぐ
こ
と
難(

か
た)

か
ら
ず
。
呉
・
蜀

蕞
爾
の
小
国
と
雖
も
、
山
に
依

り
水
に
阻
む
。
劉
備

雄
才
有
り
、
諸
葛
亮

善
く
治
国
す
。
孫
権

虚
実
を
識
り
、
陸
遜

兵
勢
を
見
る
。

険
に
拠
り
要
を
守
り
、
江
湖
に
泛
舟
す
。
皆

卒
か
に
謀
る
こ
と
難
し
。
用
兵
の
道
、
先
に
勝
ち
て
後
に

戦
ひ
、
敵
を
量
り
て
将
を
論
ず
る
に
あ
り
。
故
に
遺
策
無
き
を
挙
ぐ
。
臣

竊
か
に
料
る
に
、
群
臣

備
・

権
に
対(

か
な)

ふ
も
の
無
く
、
天
威
を
以
て
之
に
臨
む
と
雖
も
、
未
だ
万
全
の
勢
を
見
ず
。
昔

舜

干
戚

を
舞
ひ
て
苗
服
有
り
。
臣

以
為
へ
ら
く
当
今

宜
し
く
文
を
先
と
し
武
を
後
と
す
べ
し
」
と
。
帝

納
れ

ず
、
軍
に
竟
に
功
無
し
。

胡
三
省
：
（
苗
服
は
）
舜
誕
敷
文
徳
、
舞
干
羽
於
両
階
、
七
旬
有
苗
格
。
巻
十

賈
詡
伝
：
文
帝
即

位
、
以
詡
為
太
尉
…
。
帝
問
詡
曰
「
吾
欲
伐
不
従
命
、
以
一
天
下
。
呉
、
蜀
何
先
。」
対
曰
「
攻
取

者
先
兵
権
、
建
本
者
尚
徳
化
。
陛
下
応
期
受
禅
、
撫
臨
率
土
。
若
綏
之
以
文
徳
而
俟
其
変
、
則
平

之
不
難
矣
。
呉
蜀
雖
蕞
爾
小
国
、
依
阻
山
水
。
劉
備
有
雄
才
、
諸
葛
亮
善
治
国
。
孫
権
識
虚
実
、

陸
議
見
兵
勢
。
據
險
守
要
、
汎
舟
江
湖
、
皆
難
卒
謀
也
。
用
兵
之
道
、
先
勝
後
戦
、
量
敵
論
将
、

故
挙
無
遺
策
。
臣
竊
料
羣
臣
、
無
備
権
対
。
雖
以
天
威
臨
之
、
未
見
萬
全
之
勢
也
。
昔
舜
、
舞
干

戚
而
有
苗
服
。
臣
以
為
、
当
今
宜
先
文
後
武
」
文
帝
不
納
。
後
、
興
江
陵
之
役
、
士
卒
多
死
。

丁
未
、
陳
忠
侯
曹
仁
卒
。（
文
帝
紀
に
よ
る
）

初
、
黄
元
為
諸
葛
亮
所
不
善
、
聞
漢
主
疾
病
、
懼
有
後
患
、
故
挙
郡
反
、
燒
臨
邛
城
。

時
亮
東
行
省
疾
、
成
都
單
虚
、
元
益
無
所
憚
。
益
州
治
中
従
事
楊
洪
、
啟
太
子
遣
将

軍
陳
曶
、
鄭
綽
討
元
。
衆
議
以
為
元
若
不
能
圍
成
都
、
当
由
越
巂
據
南
中
。
洪
曰
、

元
素
性
凶
暴
、
無
他
恩
信
、
何
能
辦
此
。
不
過
乘
水
東
下
、
冀
主
上
平
安
、
面
縛
帰

死
。
如
其
有
異
、
奔
呉
求
活
耳
。
但
敕
曶
、
綽
於
南
安
峽
口
邀
遮
、
即
便
得
矣
。
元

軍
敗
、
果
順
江
東
下
、
曶
、
綽
生
獲
、
斬
之
。

初
め
、
黄
元

諸
葛
亮
の
善
し
と
せ
ざ
る
所
と
為
り
、
漢
主
の
疾
病
た
る
を
聞
き
、
後
患
有
る
を
懼
れ
、

故
に
郡
を
挙
げ
て
反
き
、
臨
邛
城
を
焼
く
。
時
に
亮

東
行
し
て
疾
を
省
る
。
成
都

単
虚
た
り
。
元

益

々
憚
か
る
所
無
し
。
益
州
治
中
従
事
の
楊
洪
、
太
子
に
啓
し
て
将
軍
の
陳
曶
・
鄭
綽
を
遣
は
し
め
元
を
討

つ
。
衆
議

以
為
へ
ら
く
元

若
し
成
都
を
囲
む
こ
と
能
は
ず
ん
ば
、
当
に
越
巂
に
由
り
て
南
中
に
拠
る
べ

し
と
。
洪
曰
く
、「
元

素
よ
り
性
は
凶
暴
に
し
て
、
他
に
恩
信
無
し
。
何
ぞ
能
く
此
を
弁
ぜ
ん
や
。
水
に

乗
じ
て
東
下
す
る
に
過
ぎ
ず
、
主
上
の
平
安
な
る
を
冀
ひ
、
面
縛
し
て
死
に
帰
す
。
如
し
其
れ
異
有
れ
ば
、

呉
に
奔
り
て
活
を
求
む
る
の
み
。
但
だ
曶
・
綽
に
敕
し
て
南
安
の
峽
口
に
於
い
て
邀
遮
せ
し
む
れ
ば
、
即
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便
ち
得
る
の
み
」
と
。
元
の
軍

敗
れ
、
果
し
て
江
に
順
ひ
て
東
下
す
。
曶
・
綽

生
け
獲
り
、
之
を
斬
る
。

胡
三
省
：
臨
邛
県
、
漢
属
蜀
郡
。
蜀
既
分
置
漢
嘉
郡
、
則
此
時
当
属
漢
嘉
。
／
此
順
蜀
青
衣
水
東

下
也
。『
水
経
註
』、
青
衣
水
出
青
衣
県
西
蒙
山
、
東
至
蜀
郡
臨
邛
県
与
沫
水
合
、
又
東
至
犍
為
南

安
県
入
於
江
、
所
謂
南
安
峽
口
也
。

巻
四
十
一

楊
洪
伝
：
漢
嘉
太
守
黄
元
素
為
諸
葛
亮
所
不
善
、
聞
先
主
疾
病
、

懼
有
後
患
、
挙
郡

反
、
燒
臨
邛
城
。
時
亮
東
行
省
疾
、
成
都
單
虚
、
是
以
元
益
無
所
憚
。
洪
即
啟
太
子
、

遣
其
親
兵
、

使
将
軍
陳
曶
、
鄭
綽
討
元
。
衆
議
以
為
元
若
不
能
圍
成
都
、
当
由
越
嶲
據
南
中
、
洪
曰
：
「
元
素
性

凶
暴
、
無
他
恩
信
、
何
能
辦
此
。
不
過
乘
水
東
下
、
冀
主
上
平
安
、
面
縛
帰
死
。
如
其
有
異
、
奔

呉
求
活
耳
。
敕
曶
、
綽
但
於
南
安
峽
口
遮
即
便
得
矣
。」
曶
、
綽
承
洪
言
、
果
生
獲
元
。
洪
建
興
元

年
賜

爵
関
内
侯
、
復
為
蜀
郡
太
守
、
忠
節
将
軍
、
後
為
越
騎
校
尉
、
領
郡
如
故
。

■
黄
初
四
年
四
月
■

漢
主
病
篤
、
命
丞
相
亮
輔
太
子
、
以
尚
書
令
李
厳
為
副
。
漢
主
謂
亮
曰
、
君
才
十
倍

曹
丕
、
必
能
安
国
、
終
定
大
事
。
若
嗣
子
可
輔
、
輔
之
。
如
其
不
才
、
君
可
自
取
。

夏
四
月
（
癸
巳
）〔
壬
午
〕、
漢
主
殂
於
永
安
、
謚
曰
昭
烈
。

漢
主

病
ひ
篤
く
、
丞
相
の
亮
に
命
じ
て
太
子
を
輔
せ
し
む
。
尚
書
令
の
李
厳
を
以
て
副
と
為
す
。
漢
主

亮
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
君
の
才

曹
丕
に
十
倍
す
。
必
ず
能
く
国
を
安
じ
、
終
に
大
事
を
定
め
よ
。
若
し
嗣

子

輔
く
可
き
な
れ
ば
、
之
を
輔
け
よ
。
如
し
其
れ
不
才
な
れ
ば
、
君

自
ら
取
る
可
し
」
と
。
夏
四
月
、

漢
主

永
安
に
殂
し
、
謚
し
て
昭
烈
と
曰
ふ
。

胡
三
省
：
『
諡
法
』、
昭
徳
有
勞
曰
昭
、
有
功
安
民
曰
烈
。
維
基
文
庫
：
〔
壬
午
〕(

癸
巳)

四
月
己

未
朔
、
無
癸
巳
。
據
『
蜀
志
．
先
主
伝
』
雲
「
今
月
二
十
四
日
奄
忽
升
遐
」、
是
月
二
十
四
日
為
壬

午
、
據
改
。
按
此
癸
巳
疑
是
上
謚
号
之
日
。
先
主
伝
：
先
主
病
篤
、
託
孤
於
丞
相
亮
、
尚
書
令
李

厳
為
副
。
夏
四
月
癸
巳
、
先
主
殂
于
永
安
宮
、
時
年
六
十
三
。

諸
葛
亮
伝
：
章
武
三
年
春
、
先
主
於
永
安
病
篤
、
召
亮
於
成
都
、
属
以
後
事
。
謂
亮
曰
「
君
才
十

倍
曹
丕
、
必
能
安
国
、
終
定
大
事
。
若
嗣
子
可
輔
、
輔
之
。
如
其
不
才
、
君
可
自
取
。」

丞
相
亮
奉
喪
還
成
都
、
以
李
厳
為
中
都
護
、
留
鎮
永
安
。

丞
相
の
亮

喪
を
奉
じ
て
成
都
に
還
る
。
李
厳
を
以
て
中
都
護
と
為
し
、
永
安
に
留
鎮
せ
し
む
。

先
主
伝
：
五
月
、
梓
宮
自
永
安
還
成
都
。
諡
曰
、
昭
烈
皇
帝
。
秋
八
月
、
葬
惠
陵
。

■
黄
初
四
年
五
月
■

五
月
、
太
子
禅
即
位
、
時
年
十
七
。
尊
皇
后
曰
皇
太
后
、
大
赦
、
改
元
建
興
。
封
丞

相
亮
為
武
郷
侯
、
領
益
州
牧
、
政
事
無
鉅
細
、
鹹
決
於
亮
。
亮
乃
約
官
職
、
修
法
制
、

発
教
与
群
下
。

五
月
、
太
子
の
禅

即
位
す
。
時
に
年
は
十
七
な
り
。
皇
后
を
尊
び
て
皇
太
后
と
曰
ひ
、
大
赦
し
、
建
興

を
改
元
す
。
丞
相
の
亮
を
封
じ
て
武
郷
侯
と
為
し
、
益
州
牧
を
領
せ
し
む
。
政
事

鉅
細
と
無
く
、
鹹

亮

に
決
せ
ら
る
。
亮

乃
ち
官
職
を
約
し
、
法
制
を
修
め
、
教
を
発
し
て
群
下
に
与
ふ
。

胡
三
省
：
以
先
主
、
孔
明
君
臣
之
相
得
、
而
約
官
職
、
脩
法
制
乃
行
於
輔
後
主
之
時
、
此
『
易
』

之
戒
浚
恒
也
。
後
主
伝
：
三
年
夏
四
月
先
主
殂
于
永
安
宮
。
五
月
後
主
襲
位
於
成
都
、
時
年
十
七
。

尊
皇
后
曰
皇
太
后
。
大
赦
、
改
元
。
是
歳
魏
黄
初
四
年
也
。
諸
葛
亮
伝
：
建
興
元
年
、
封
亮
武
郷

侯
、
開
府
治
事
。
頃
之
、
又
領
益
州
牧
。
政
事
、
無
巨
細
、
咸
決
於
亮
。
南
中
諸
郡
、
並
皆
叛
乱
。

亮
、
以
新
遭
大
喪
、
故
未
便
加
兵
。
且
遣
使
聘
呉
、
因
結
和
親
、
遂
為
与
国
。

■
黄
初
四
年
六
月
■

六
月
、
甲
戌
、
任
城
威
王
彰
卒
。
甲
申
、
魏
寿
肅
侯
賈
詡
卒
。
大
水
。

胡
三
省
：
『
諡
法
』、
猛
以
強
果
曰
威
。
服
叛
定
功
曰
威
。
魏
寿
、
亭
名
。『
諡
法
』、
剛
徳
克
就
曰

肅
。
執
心
決
断
曰
肅
。
文
帝
紀
：
六
月
甲
戌
、
任
城
王
彰
薨
於
京
都
。
甲
申
、
太
尉
賈
詡
薨
。
太

白
晝
見
。
是
月
大
雨
、
伊
洛
溢
流
、
殺
人
民
壞
廬
宅
。
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呉
賀
斉
襲
蘄
春
、
虜
太
守
晋
宗
以
帰
。

呉
の
賀
斉

蘄
春
を
襲
ひ
、
太
守
の
晋
宗
を
虜
と
し
て
以
て
帰
る
。

胡
三
省
：
蘄
春
県
、
漢
属
江
夏
郡
。
呉
分
立
蘄
春
郡
、
即
蘄
陽
也
、
東
晋
避
諱
改
焉
。『
水
経
』、

蘄
水
出
江
夏
蘄
春
県
北
山
。『
註
』
雲
、
即
蘄
山
也
、
西
南
流
逕
蘄
山
、
又
南
対
蘄
陽
、
会
於
大
江
、

亦
謂
之
蘄
河
口
。
據
『
賀
斉
伝
』、
晋
宗
、
呉
将
也
、
叛
降
魏
、
還
為
蘄
春
太
守
、
斉
襲
而
虜
之
。

呉
主
伝
：
五
月
曲
阿
言
、
甘
露
降
。
先
是
、
戲
口
守
将
晋
宗
、
殺
将
王
直
、
以
衆
叛
如
魏
。
魏
以

為
蘄
春
太
守
、
数
犯
邊
境
。
六
月
権
、
令
将
軍
賀
斉
、
督
糜
芳
劉
邵
等
、
襲
蘄
春
。
邵
等
、
生
虜

宗
。
巻
五
十
二

賀
斉
伝
：
初
、
晋
宗
、
為
戲
口
将
、
以
衆
叛
如
魏
。
還
為
蘄
春
太
守
、
図
襲
安
楽
、

取
其
保
質
。
権
、
以
為
恥
忿
、
因
軍
初
罷
、
六
月
盛
夏
、
出
其
不
意
。
詔
斉
、
督
麋
芳
、
鮮
于
丹

等
、
襲
蘄
春
、
遂
生
虜
宗
。
後
四
年
卒
。

初
、
益
州
郡
耆
帥
雍
闓
殺
太
守
正
昂
、
因
士
燮
以
求
附
於
呉
、
又
執
太
守
成
都
張
裔

以
与
呉
、
呉
以
闓
為
永
昌
太
守
。
永
昌
功
曹
呂
凱
、
府
丞
王
伉
率
吏
士
閉
境
拒
守
、

闓
不
能
進
、
使
郡
人
孟
獲
誘
扇
諸
夷
、
諸
夷
皆
従
之
。
牂
柯
太
守
朱
褒
、
越
巂
夷
王

高
定
皆
叛
応
闓
。
諸
葛
亮
以
新
遭
大
喪
、
皆
撫
而
不
討
、
務
農
殖
穀
、
閉
関
息
民
、

民
安
食
足
而
後
用
之
。

初
め
、
益
州
郡
の
耆
帥
の
雍
闓

太
守
の
正
昂
を
殺
す
。
士
燮
に
因
り
て
以
て
呉
に
求
付
せ
ん
と
求
付
む
。

又

太
守
の
成
都
の
張
裔
を
執
へ
て
以
て
呉
に
与
ふ
。
呉

闓
を
以
て
永
昌
太
守
と
為
す
。
永
昌
功
曹
の
呂

凱
、
府
丞
の
王
伉

吏
士
を
率
ゐ
て
境
を
閉
じ
て
拒
守
し
、
闓

進
む
こ
と
能
は
ず
。
郡
人
の
孟
獲
を
し
て

諸
夷
を
誘
扇
せ
し
め
、
諸
夷

皆

之
に
従
ふ
。
牂
柯
太
守
の
朱
褒
、
越
巂
夷
王
の
高
定

皆

叛
き
て
闓
に

応
ず
。
諸
葛
亮

新
た
に
大
喪
に
遭
ふ
を
以
て
、
皆

撫
し
て
討
た
ず
。
農
に
務
め
て
穀
を
殖
や
し
、
関
を

閉
じ
て
民
を
息
ま
す
。
民

食
の
足
る
に
安
じ
て
後
に
之
を
用
ふ
。

胡
三
省
：
耆
、
長
也
、
老
也
。
今
嵊
、
剡
之
間
、
猶
謂
閭
里
之
長
曰
耆
。
闓
自
交
州
道
求
附
於
呉
。

後
主
伝
：
益
州
郡
有
大
姓
雍
闓
反
、
流
太
守
張
裔
於
呉
、

據
郡
不
賓
、
越
嶲
夷
王
高
定
亦
背
叛
。

巻
四
十
三

馬
忠
伝
：
建
寧
郡
殺
太
守
正
昂
、
縛
太
守
張
裔
於
呉
、
故
都
督
常
駐
平
夷
県
。
至
忠
、

乃
移
治
味
県
、
處
民
夷
之
間
。
又
越
嶲
郡
亦
久
失
土
地
、
忠
率
将
太
守
張
嶷
開
復
旧
郡
、
由
此
就

加
安
南
将
軍
、
進
封
彭
郷
亭
侯
。
巻
五
十
二

歩
隲
伝
：
益
州
大
姓
雍
闓
等
殺
蜀
所

署
太
守
正
昂
、

与
燮
相
聞
、
求
欲
内
附
。
騭
因
承
制
遣
使
宣
恩
撫
納
、
由
是
加
拜
平
戎
将
軍
、
封
廣
信
侯
。
孟
獲

は
、
諸
葛
亮
伝
（
三
年
春
、
亮
率
衆
南
征
）
及
び
同
注
引
『
漢
晋
春
秋
』
に
よ
る
。

■
黄
初
四
年
八
月
■

秋
、
八
月
、
丁
卯
、
以
廷
尉
鐘
繇
為
太
尉
、
治
書
執
法
高
柔
代
為
廷
尉
。

秋
八
月
丁
卯
、
廷
尉
の
鐘
繇
を
以
て
太
尉
と
為
し
、
治
書
執
法
の
高
柔

代
へ
て
廷
尉
と
為
す
。

文
帝
紀
：
秋
八
月
丁
卯
以
廷
尉
鍾
繇
為
太
尉
。
巻
二
十
四

高
柔
伝
：
文
帝
踐
阼
、
以
柔
為
治
書
侍

御
史
、
賜
爵
関
内
侯
、
転
加
治
書
執
法
。
民
閒
、
数
有
誹
謗
妖
言
、
帝
疾
之
。
有
妖
言
、
輒
殺
而

賞
告
者
。
柔
上
疏
曰
「
今
妖
言
者
必
戮
、
告
之
者
輒
賞
。
既
使
過
誤
無
反
善
之
路
、
又
将
開
凶
狡

之
羣
相
誣
罔
之
漸
。
誠
非
所
以
息
奸
省
訟
緝
熙
治
道
也
。
昔
周
公
作
誥
、
称
殷
之
祖
宗
、
咸
不
顧

小
人
之
怨
。
在
漢
太
宗
亦
除
妖
言
誹
謗
之
令
。
臣
愚
以
為
、
宜
除
妖
謗
賞
告
之
法
、
以
隆
天
父
養

物
之
仁
」
帝
不
即
従
、
而
相
誣
告
者
滋
甚
。
帝
乃
下
詔
「
敢
以
誹
謗
相
告
者
、
以
所
告
者
罪
罪
之
」

於
是
遂
絶
。
校
事
劉
慈
等
、
自
黄
初
初
数
年
之
閒
、
挙
吏
民
姦
罪
以
萬
数
。
柔
皆
請
懲
虚
実
。
其

餘
小
小
挂
法
者
、
不
過
罰
金
。
四
年
、
遷
為
廷
尉
。

是
時
三
公
無
事
、
又
希
与
朝
政
、
柔
上
疏
曰
、
公
輔
之
臣
、
皆
国
之
棟
樑
、
民
所
具

瞻
、
而
置
之
三
事
、
不
使
知
政
、
遂
各
偃
息
養
高
、
鮮
有
進
納
、
誠
非
朝
廷
崇
用
大

臣
之
義
、
大
臣
献
可
替
否
之
謂
也
。
古
者
刑
政
有
疑
、
輒
議
於
槐
、
棘
之
下
。
自
今

之
後
、
朝
有
疑
議
及
刑
獄
大
事
、
宜
数
以
咨
訪
三
公
。
三
公
朝
朔
、
望
之
日
、
又
可

特
延
入
講
論
得
失
、
博
尽
事
情
、
庶
有
補
起
天
聴
、
光
益
大
化
。
帝
嘉
納
焉
。
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是
の
時

三
公

事
無
く
、
又

希
に
朝
政
に
与
る
。
柔

上
疏
し
て
曰
く
、「
公
輔
の
臣
、
皆

国
の
棟
樑
な

り
。
民
の
具
瞻
す
る
所
に
し
て
、
之
に
三
事
を
置
く
。
政
を
知
ら
し
め
ざ
れ
ば
、
遂
に
各
々
息
を
偃
し
高

を
養
ひ
、
進
納
有
る
こ
と

鮮

し
。
誠
に
朝
廷

大
臣
を
崇
用
す
る
の
義
、
大
臣

替
否
す
可
き
を
献
ず
る

す
く
な

の
謂
に
非
ず
。
古
者

刑
政
に
疑
有
れ
ば
、
輒
ち
槐
・
棘
の
下
に
議
す
。
自
今
の
後
、
朝
に
疑
議
有
り
て

刑
獄
に
大
事
あ
る
に
及
ば
ば
、
宜
し
く
数
々
以
て
三
公
を
咨
訪
す
べ
し
。
三
公

朔
・
望
の
日
に
朝
し
、

又

可
特
延
入
講
論
得
失
、
博
尽
事
情
、
庶
有
補
起
天
聴
、
光
益
大
化
。」
帝

嘉
し
て
焉
を
納
る
。

胡
三
省
：
漢
宣
帝
幸
宣
室
、
齋
居
決
事
、
令
侍
御
史
二
人
治
書
侍
側
、
後
因
別
置
、
謂
之
治
書
侍

御
史
。
及
魏
又
置
治
書
執
法
、
掌
奏
劾
、
而
治
書
侍
御
史
掌
律
令
、
二
官
俱
置
。
及
晋
、
唯
置
治

書
侍
御
史
四
人
。
／
『
詩
』
曰
、
赫
赫
師
尹
、
民
具
爾
瞻
。
古
者
謂
三
公
為
三
事
。『
詩
』
曰
、
三

事
大
夫
。
謂
三
公
也
。
偃
息
、
言
偃
臥
以
自
安
也
。
斉
晏
子
曰
、
君
所
謂
可
而
有
否
焉
、
臣
献
其

否
以
成
其
可
。
君
所
謂
否
而
有
可
焉
、
臣
献
其
可
而
去
其
否
。『
周
礼
』、
朝
士
掌
外
朝
之
法
、
面

三
槐
、
三
公
位
焉
。
左
九
棘
、
孤
卿
大
夫
位
焉
。
鄭
『
註
』
雲
、
樹
棘
以
為
位
者
、
取
其
赤
心
而

外
刺
、
象
以
赤
心
三
刺
也
。
槐
之
言
懐
也
。
懐
来
人
於
此
、
欲
与
之
謀
。『
王
制
』
曰
、
成
獄
辞
、

史
以
獄
成
告
於
正
、
正
聴
之
。
正
以
獄
成
告
於
大
司
寇
、
大
司
寇
聴
之
於
棘
木
之
下
。
大
司
寇
以

獄
之
成
告
於
王
、
王
命
三
公
參
聴
之
。
巻
二
十
四

高
柔
伝
：
魏
初
、
三
公
無
事
、
又
希
与
朝
政
。

柔
上
疏
曰
「
天
地
以
四
時
成
功
、
元
首
以
輔
弼
興
治
。
成
湯
仗
阿
衡
之
佐
、
文
武
憑
旦
望
之
力
、

逮
至
漢
初
蕭
曹
之
儔
並
以
元
勲
代
作
心
膂
。
此
、
皆
明
王
聖
主
任
臣
於
上
、
賢
相
良
輔
股
肱
於
下

也
。
今
公
輔
之
臣
、
皆
国
之
棟
梁
、
民
所
具
瞻
。
而
置
之
三
事
、
不
使
知
政
、
遂
各
偃
息
養
高
、

鮮
有
進
納
。
誠
非
朝
廷
崇
用
大
臣
之
義
大
臣
献
可
替
否
之
謂
也
。
古
者
刑
政
、
有
疑
輒
議
於
槐
棘

之
下
。
自
今
之
後
、
朝
有
疑
議
及
刑
獄
大
事
、
宜
数
以
咨
訪
三
公
。
三
公
朝
朔
望
之
日
、
又
可
特

延
入
、
講
論
得
失
、
博
尽
事
情
。
庶
有
裨
起
天
聴
、
弘
益
大
化
」
帝
嘉
納
焉
。

辛
未
、
帝
校
獵
於
滎
陽
、
遂
東
巡
。（
文
帝
紀
に
よ
る
）

■
黄
初
四
年
九
月
■

九
月
、
甲
辰
、
如
許
昌
。（
文
帝
紀
に
よ
る
）

■
黄
初
四
年
十
月
■

漢
尚
書
義
陽
鄧
芝
言
於
諸
葛
亮
曰
、
今
主
上
幼
弱
、
初
即
尊
位
、
宜
遣
大
使
重
申
呉

好
。
亮
曰
、
吾
思
之
久
矣
、
未
得
其
人
耳
、
今
日
始
得
之
。
芝
問
、
其
人
為
誰
。
亮

曰
、
即
使
君
也
。
乃
遣
芝
以
中
郎
将
修
好
於
呉
。
冬
、
十
月
、
芝
至
呉
。
時
呉
王
猶

未
与
魏
絶
、
狐
疑
、
不
時
見
芝
。
芝
乃
自
表
請
見
曰
、
臣
今
来
、
亦
欲
為
呉
、
非
但

為
蜀
也
。
呉
王
見
之
、
曰
、
孤
誠
願
与
蜀
和
親
、
然
恐
蜀
主
幼
弱
、
国
小
勢
逼
、
為

魏
所
乘
、
不
自
保
全
耳
。
芝
対
曰
、
呉
・
蜀
二
国
、
四
州
之
地
。
大
王
命
世
之
英
、

諸
葛
亮
亦
一
時
之
傑
也
。
蜀
有
重
險
之
固
、
呉
有
三
江
之
阻
。
合
此
二
長
、
共
為
脣

歯
、
進
可
並
兼
天
下
、
退
可
鼎
足
而
立
、
此
理
之
自
然
也
。
大
王
今
若
委
質
於
魏
、

魏
必
上
望
大
王
之
入
朝
、
下
求
太
子
之
内
侍
、
若
不
従
命
、
則
奉
辞
伐
叛
、
蜀
亦
順

流
見
可
而
進
。
如
此
、
江
南
之
地
非
復
大
王
之
有
也
。
呉
王
默
然
良
久
曰
、
君
言
是

也
。
遂
絶
魏
、
專
与
漢
連
和
。

漢
の
尚
書
た
る
義
陽
の
鄧
芝

諸
葛
亮
に
言
ひ
て
曰
く
、「
今

主
上

幼
弱
た
り
、
初
め
て
尊
位
に
即
き
、

宜
し
く
大
使
を
遣
し
て
呉
と
の
好
を
重
申
す
べ
し
」
と
。
亮
曰
く
、「
吾

之
を
思
ふ
こ
と
久
し
け
れ
ど
も
、

未
だ
其
の
人
を
得
ざ
る
の
み
。
今
日

始
め
て
之
を
得
た
り
」
と
。
芝
問
ふ
ら
く
、「
其
の
人

誰
為
る
か
」

と
。
亮
曰
く
、「
即
ち
使
君
な
り
」
と
。
乃
ち
芝
を
し
て
中
郎
将
た
る
を
以
て
遣
は
し
め
呉
と
修
好
す
。

冬
十
月
、
芝

呉
に
至
る
。
時
に
呉
王

猶
ほ
未
だ
魏
と
絶
へ
ず
、
狐
疑
し
て
時
に
芝
に
見
は
ず
。
芝

乃

ち
自
ら
表
し
て
見
を
請
ひ
て
曰
く
、「
臣

今

来
る
は
、
亦

呉
の
為
を
欲
す
れ
ば
な
り
。
但
だ
蜀
の
為
の

み
に
非
ず
」
と
。
呉
王

之
に
見
ひ
て
曰
く
、「
孤

誠
に
蜀
と
和
親
す
る
を
願
ふ
。
然
る
に
蜀
主
は
幼
弱

た
り
、
国
は
小
に
し
て
勢
は
逼
ま
り
、
魏
の
乗
ず
る
所
と
為
り
、
自
ら
保
全
ぜ
ざ
る
を
恐
る
る
の
み
」
と
。
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芝

対
へ
て
曰
く
、「
呉
・
蜀
の
二
国
、
四
州
の
地
な
り
。
大
王
は
命
世
の
英
な
り
、
諸
葛
亮
も
亦

一
時

の
傑
な
り
。
蜀
に
重
険
の
固
有
り
、
呉
に
三
江
の
阻
有
り
。
此
の
二
長
を
合
は
す
れ
ば
、
共
に
脣
歯
と
為

り
、
進
め
ば
天
下
を
並
兼
す
可
し
、
退
け
ば
鼎
足
し
て
立
つ
可
し
。
此
れ
理
の
自
然
な
り
。
大
王

今

若

し
魏
に
委
質
す
れ
ば
、
魏

必
ず
や
上
は
大
王
の
入
朝
を
望
み
、
下
は
太
子
の
内
侍
を
求
め
ん
。
若
し
命

に
従
は
ざ
れ
ば
、
則
ち
辞
を
奉
じ
て
叛
を
伐
ち
、
蜀
も
亦

流
に
順
ひ
て
可
を
見
て
進
ま
ん
。
此
の
如
く

ん
ば
、
江
南
の
地

復
た
大
王
の
有
に
非
ず
」
と
。
呉
王

黙
然
と
し
て
良
に
久
し
く
て
曰
く
、「
君
の
言

是
な
り
」
と
。
遂
に
魏
と
絶
へ
、
専
ら
漢
と
連
和
す
。

胡
三
省
：
申
、
亦
重
也
。
所
以
申
固
盟
約
也
。
四
州
、
荊
、
揚
、
梁
、
益
也
。
／
重
險
、
謂
外
有

斜
、
駱
、
子
午
之
險
、
内
有
劍
閣
之
險
也
。
韋
昭
曰
、
三
江
、
呉
松
江
、
銭
塘
江
、
浦
陽
江
也
。『
呉

地
記
』
雲
、
松
江
東
北
行
七
十
里
得
三
江
口
、
東
北
入
海
為
婁
江
、
東
南
入
海
為
東
江
、
幷
松
江

為
三
江
。
巻
四
十
五

鄧
芝
伝
：
先
主
薨
於
永
安
。
先
是
、
呉
王
孫
権
請
和
。
先
主
、
累
遣
宋
瑋
費

禕
等
、
与
相
報
答
。
丞
相
諸
葛
亮
、
深
慮
権
聞
先
主
殂
隕
、
恐
有
異
計
、
未
知
所
如
。
芝
、
見
亮

曰
、
今
、
主
上
幼
弱
…
…
権
默
然
良
久
曰
：
「
君
言
是
也
。」
遂
自
絶
魏
、
与
蜀
連
和
、
遣
張
温
報

聘
於
蜀
（
問
答
は
鄧
芝
伝
に
よ
る
）。
呉
主
伝
：
冬
十
一
月
蜀
使
中
郎
将
鄧
芝
、
来
聘
。

是
歳
、
漢
主
立
妃
張
氏
為
皇
后
。

後
主
伝
：
是
歳
、
主
皇
后
張
氏
。
遣
尚
書
郎
鄧
芝
、
固
好
於
呉
。
呉
王
孫
権
与
蜀
和
親
、
使
聘
、

是
歳
通
好
。

■
黄
初
五
年
二
月
■

春
、
二
月
、
帝
自
許
昌
還
洛
陽
。

維
基
文
庫
：
二
月

據
章
校
及
『
魏
志
．
文
帝
紀
』、
均
作
「
三
月
」。

文
帝
紀
：
三
月
行
自
許
昌
還
洛
陽
宮
。

■
黄
初
五
年
四
月
■

初
平
以
来
、
学
道
廢
墜
。
夏
、
四
月
、
初
立
太
学
。
置
博
士
、
依
漢
制
設
『
五
経
』

課
試
之
法
。

初
平
よ
り
以
来
、
学
道

廃
墜
す
。
夏
四
月
、
初
め
て
太
学
を
立
て
、
博
士
を
置
き
、
漢
制
に
依
り
て
『
五

経
』
課
試
の
法
を
設
く
。

胡
三
省
：
博
士
課
試
之
法
、
始
於
漢
武
帝
、
事
見
十
九
卷
元
朔
五
年
。
平
帝
時
、
歳
課
甲
科
四
十

人
為
郎
中
、
乙
科
二
十
八
人
為
太
子
舍
人
、
丙
科
四
十
人
補
文
学
掌
故
。
東
都
『
五
経
』
立
十
四

博
士
、
皆
以
家
法
敎
授
。『
古
文
尚
書
』
、『
毛
詩
』
、『
穀
梁
』
、『
左
氏
春
秋
』
雖
不
立
学
官
、
然
皆

擢
高
第
為
講
郎
、
給
事
近
署
。
順
帝
増
甲
乙
之
科
、
員
各
十
人
。

文
帝
紀
：
夏
四
月
立
太
学
、
制
五
経
課
試
之
法
、
置
春
秋
穀
梁
博
士
。

呉
王
使
輔
義
中
郎
将
呉
郡
張
温
聘
於
漢
、
自
是
呉
・
漢
信
使
不
絶
。
時
事
所
宜
、
呉

主
常
令
陸
遜
語
諸
葛
亮
。
又
刻
印
置
遜
所
、
王
毎
与
漢
主
及
諸
葛
亮
書
、
常
過
示
遜
、

輕
重
、
可
否
有
所
不
安
、
毎
令
改
定
、
以
印
封
之
。

呉
王

輔
義
中
郎
将
た
る
呉
郡
の
張
温
を
し
て
漢
に
聘
せ
し
む
。
是
自
り
、
呉
・
漢

信
使

絶
え
ず
。
時

事
の
所
宜
、
呉
主

常
に
陸
遜
を
し
て
諸
葛
亮
に
語
ら
し
む
。
又

刻
印

遜
の
所
に
置
き
、
王

毎
に
漢
主

及
び
諸
葛
亮
に
書
を
与
ふ
る
と
き
、
常
に
過
ぎ
て
遜
に
示
し
、
軽
重
・
可
否

安
ぜ
ざ
る
所
有
れ
ば
、
毎

に
改
定
せ
し
め
、
印
を
以
て
之
を
封
す
。

胡
三
省
：
『
釋
名
』
曰
、
印
、
信
也
、
所
以
封
物
以
為
驗
也
。
亦
曰
因
也
、
封
物
相
因
付
也
。

呉
主
伝

黄
武
三
年
：
三
年
夏
、
遣
輔
義
中
郎
将
張
温
聘
于
蜀
。
巻
五
十
八

陸
遜
伝
：
備
、
尋
病

亡
、
子
禅
襲
位
。
諸
葛
亮
秉
政
、
与
権
連
和
。
時
事
所
宜
、
権
輒
令
遜
、
語
亮
。
幷
刻
権
印
、
以

置
遜
所
。
権
、
毎
与
禅
亮
書
、
常
過
示
遜
、
輕
重
可
否
、
有
所
不
安
、
便
令
改
定
、
以
印
封
行
之
。

漢
復
遣
鄧
芝
聘
於
呉
、
呉
主
謂
之
曰
、
若
天
下
太
平
、
二
主
分
治
、
不
亦
楽
乎
。
芝
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対
曰
、
天
無
二
日
、
土
無
二
王
。
如
並
魏
之
後
、
大
王
未
深
識
天
命
、
君
各
茂
其
徳
、

臣
各
尽
其
忠
、
将
提
枹
鼓
、
則
戦
爭
方
始
耳
。
呉
王
大
笑
曰
、
君
之
誠
款
乃
当
爾
邪
。

漢

復
た
鄧
芝
を
遣
は
し
て
呉
に
聘
せ
し
む
。
呉
主

之
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
若
し
天
下

太
平
た
れ
ば
、
二

主

分
治
す
。
亦
た
楽
し
か
ら
ず
や
」
と
。
芝

対
へ
て
曰
く
、「
天
に
二
日
無
く
、
土
に
二
王
無
し
。
如

し
魏
を
並
は
す
の
後
、
大
王

未
だ
深
く
天
命
を
識
り
、
君

各
々
其
の
徳
を
茂

に
し
、
臣

各
々
其
の
忠

あ

さ
か
ん

を
尽
さ
ず
ん
ば
、
将
に
枹
鼓
を
提
げ
、
則
ち
戦
争

方
に
始
む
る
の
み
」
と
。
呉
王

大
笑
し
て
曰
く
、「
君

の
誠
款

乃
ち
当
に
爾
と
す
べ
き
か
」
と
。

こ
れ

巻
三
十
八

秦
宓
伝
：
益
州
辟
宓
為
従
事
祭
酒
。
先
主
既
称
尊
号
、
将
東
征
呉
、
宓
陳
天
時
必
無
其

利
、
坐
下
獄
幽
閉
、
然
後
貸
出
。
建
興
二
年
、
丞
相
亮
領
益
州
牧
、
選
宓
迎
為
別
駕
、
尋
拜
左
中

郎
将
、
長
水
校
尉
。
呉
遣
使
張
温
来
聘
、
百
官
皆
往
餞
焉
。
衆
人
皆
集
而
宓
未
往
、
亮
累
遣
使
促

之
、
温
曰
：
「
彼
何
人
也
。
」
亮
曰
：
「
益

州
学
士
也
。
」
及
至
、
温
問
曰
：
「
君
学
乎
。
」
宓
曰
：
「
五

尺
童
子
皆
学
、
何
必
小
人
…
…
。
巻
四
十
五

鄧
芝
伝
：
蜀
、
復
令
芝
重
往
、
権
謂
芝
曰
「
若
天
下

太
平
、
二
主
分
治
。
不
亦
楽
乎
」
芝
対
曰
「
夫
、
天
無
二
日
、
土
無
二
王
。
如
幷
魏
之
後
、
大
王

未
深
識
天
命
者
也
。
君
、
各
茂
其
徳
。
臣
、
各
尽
其
忠
。
将
提
枹
鼓
則
戦
爭
方
始
耳
」
権
大
笑
曰

「
君
之
誠
款
、
乃
当
爾
邪
」
権
与
亮
書
曰
「
丁
厷
、
掞
張
。
陰
化
、
不
尽
。
和
合
二
国
、
唯
有
鄧

芝
」
及
亮
北
住
漢
中
、
以
芝
為
中
監
軍
、
揚
武
将
軍
。
亮
卒
、
遷
前
軍
師
前
将
軍
、
領
袞
州
刺
史
、

封
陽
武
亭
侯
、
頃
之
、
為
督
江
州
。
権
、
数
与
芝
相
聞
、
饋
遺
優
渥
。

■
黄
初
五
年
七
月
■

秋
、
七
月
、
帝
東
巡
、
如
許
昌
。
帝
欲
大
興
軍
伐
呉
、
侍
中
辛
毗
諌
曰
、
方
今
天
下

新
定
、
土
廣
民
稀
、
而
欲
用
之
、
臣
誠
未
見
其
利
也
。
先
帝
屢
起
銳
師
、
臨
江
而
旋
。

今
六
軍
不
増
於
故
、
而
復
循
之
、
此
未
易
也
。
今
日
之
計
、
莫
若
養
民
屯
田
、
十
年

然
後
用
之
、
則
役
不
再
挙
矣
。
帝
曰
、
如
卿
意
、
更
当
以
虜
遺
子
孫
邪
。
対
曰
、
昔

周
文
王
以
紂
遺
武
王
、
惟
知
時
也
。
帝
不
従
、
留
尚
書
僕
射
司
馬
懿
鎮
許
昌
。

秋
七
月
、
帝

東
巡
し
、
許
昌
に
如
く
。
帝

大
い
に
軍
を
興
し
て
呉
を
伐
た
ん
と
欲
す
。
侍
中
の
辛
毗

諌
め
て
曰
く
、「
方
今

天
下

新
た
に
定
ま
り
、
土
は
広
く
民
は
稀
な
り
。
而
る
に
之
を
用
ゐ
ん
と
欲
せ

ば
、
臣

誠
に
未
だ
其
の
利
を
見
ざ
る
な
り
。
先
帝

屢
々
鋭
師
を
起
し
、
江
に
臨
め
ど
も
旋
る
。
今

六

か
へ

軍

故
よ
り
増
さ
ず
、
而
る
に
復
た
之
を
循
る
。
此
れ
未
だ
易
か
ら
ず
。
今
日
の
計
、
養
民
・
屯
田
す
る

に
若
く
は
莫
し
。
十
年
し
て
然
る
後
、
之
を
用
ゐ
れ
ば
、
役

再
び
挙
げ
ず
」
と
。
帝
曰
く
、「
卿
の
意
の

し

如
く
ん
ば
、
更
め
て
当
に
虜
を
以
て
子
孫
に
遺
す
や
」
と
。
対
へ
て
曰
く
、「
昔

周
文
王

紂
を
以
て
武

王
に
遺
す
。
惟
だ
時
を
知
る
の
み
」
と
。
帝

従
は
ず
、
尚
書
僕
射
の
司
馬
懿
を
留
め
て
許
昌
に
鎮
せ
し

む
。

胡
三
省
：
脩
之
、
謂
脩
怨
也
。『
左
伝
』
曰
、
将
脩
先
君
之
怨
。

辛
毗
伝
：
上
軍
大
将
軍
曹
真
征
朱
然
于
江
陵
、
毗
行
軍
師
。
還
、
封
廣
平
亭
侯
。
帝
欲
大
興
軍
征

呉
、
毗
諌
曰
「
呉
楚
之
民
、
險
而
難
禦
。
道
隆
後
服
、
道
洿
先
叛
。
自
古
患
之
、
非
徒
今
也
。
今

陛
下
祚
有
海
内
、
夫
不
賓
者
其
能
久
乎
。
昔
尉
佗
、
称
帝
。
子
陽
、
僭
号
、
歷
年
未
幾
或
臣
或
誅
。

何
則
、
違
逆
之
道
不
久
全
、
而
大
徳
無
所
不
服
也
。
方
今
天
下
新
定
、
土
廣
、
民
稀
。
夫
、
廟
算

而
後
出
軍
、
猶
臨
事
而
懼
。
況
今
廟
算
有
闕
、
而
欲
用
之
。
臣
誠
未
見
其
利
也
。
先
帝
屢
起
銳
師
、

臨
江
而
旋
。
今
六
軍
不
増
於
故
而
復
循
之
、
此
未
易
也
。
今
日
之
計
莫
若
、
脩
范
蠡
之
養
民
、
法

管
仲
之
寄
政
、
則
充
国
之
屯
田
、
明
仲
尼
之
懐
遠
。
十
年
之
中
、
彊
壯
未
老
、
童
齔
勝
戦
、
兆
民

知
義
、
将
士
思
奮
。
然
後
用
之
則
役
不
再
挙
矣
」
帝
曰
「
如
卿
意
、
更
当
以
虜
遺
子
孫
邪
」
毗
対

曰
「
昔
周
文
王
以
紂
遺
武
王
、
唯
知
時
也
。
苟
時
未
可
、
容
得
已
乎
」
帝
竟
伐
呉
、
至
江
而
還
。

文
帝
紀
：
秋
七
月
行
東
巡
幸
許
昌
宮
。
文
帝
紀
注
引
『
魏
略
』：
其
以
尚
書
令
潁
郷
侯
陳
羣
為
鎮
軍

大
将
軍
、
尚
書
僕
射
西
郷
侯
司
馬
懿
為
撫
軍
大
将
軍
。
若
吾
臨
江
授
諸
将
方
略
、
則
撫
軍
当
留
許

昌
、
督
後
諸
軍
、
錄
後
臺
文
書
事
。
鎮
軍
隨
車
駕
、
当
董
督
衆
軍
、
錄
行
尚
書
事
」

■
黄
初
五
年
八
月
■

八
月
、
為
水
軍
、
親
御
龍
舟
、
循
蔡
、
潁
、
浮
淮
如
寿
春
。
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八
月
、
水
軍
を
為
し
、
親
ら
龍
舟
を
御
し
、
蔡
・
潁
を
循
り
、
淮
に
浮
び
て
寿
春
に
如
く
。

胡
三
省
：
魏
收
『
地
形
志
』、
陳
留
扶
溝
県
有
蔡
河
。『
水
経
』、
蔡
河
自
陳
留
浚
儀
東
南
流
而
入
於

潁
。
潁
水
出
潁
川
陽
城
県
少
室
山
、
東
南
流
至
新
陽
、
与
蔡
河
合
、
又
東
南
至
愼
県
東
南
、
入
於

淮
。
文
帝
紀
：
八
月
為
水
軍
親
御
龍
舟
、
循
蔡
潁
浮
淮
幸
寿
春
。

■
黄
初
五
年
九
月
■

九
月
、
至
廣
陵
。（
文
帝
紀
に
よ
る
）

呉
安
東
将
軍
徐
盛
建
計
、
植
木
衣
葦
、
為
疑
城
假
樓
、
自
石
頭
至
於
江
乘
、
聯
綿
相

接
数
百
里
、
一
夕
而
成
。
又
大
浮
舟
艦
於
江
。
時
江
水
盛
長
、
帝
臨
望
、
嘆
曰
、
魏

雖
有
武
騎
千
群
、
無
所
用
之
、
未
可
図
也
。

呉
の
安
東
将
軍
の
徐
盛

計
を
建
て
、
木
を
植
へ
葦
を
衣
ひ
、
疑
城
・
仮
楼
を
為
る
。
石
頭
自
り
江
乗
に

至
る
ま
で
、
連
綿
と
し
て
相
接
す
る
こ
と
数
百
里
、
一
夕
に
し
て
成
る
。
又

大
い
に
舟
艦
を
江
に
浮
ぶ
。

時
に
江
水

盛
長
た
り
。
帝

臨
望
し
て
、
嘆
き
て
曰
く
、「
魏

武
騎
千
群
有
り
と
雖
も
、
之
を
用
ゐ
る
所

無
し
。
未
だ
図
る
可
か
ら
ず
」
と
。

胡
三
省
：
植
木
於
内
、
以
蘆
䕠
遮
其
外
、
為
疑
城
假
樓
。
今
淮
甸
諸
郡
城
敵
樓
、
皆
以
蘆
䕠
遮
護

之
。
江
乘
県
属
丹
陽
郡
、
呉
省
為
典
農
都
尉
治
、
其
地
在
建
業
東
北
。

巻
五
十
五

徐
盛
伝
：
後
、
遷
建
武
将
軍
、
封
都
亭
侯
、
領
廬
江
太
守
、
賜
臨
城
県
、
為
奉
邑
。
劉

備
次
西
陵
、
盛
攻
取
諸
屯
、
所
向
有
功
。
曹
休
出
洞
口
、
盛
与
呂
範
全
琮
、
渡
江
拒
守
。
遭
大
風
、

船
人
多
喪
、
盛
收
餘
兵
、
与
休
夾
江
。
休
使
兵
将
就
船
攻
盛
、
盛
以
少
禦
多
、
敵
不
能
克
、
各
引

軍
退
。
遷
安
東
将
軍
、
封
蕪
湖
侯
。
後
魏
文
帝
大
出
、
有
渡
江
之
志
。
盛
建
計
、
従
建
業
築
圍
、

作
薄
落
、
圍
上
設
假
樓
、
江
中
浮
船
。
諸
将
以
為
無
益
、
盛
不
聴
、
固
立
之
。
文
帝
到
廣
陵
、
望

圍
愕
然
、
弥
漫
数
百
里
、
而
江
水
盛
長
、
便
引
軍
退
。
諸
将
乃
伏
。

徐
盛
伝

注
引
『
魏
氏
春
秋
』：
文
帝
歎
曰
「
魏
雖
有
武
騎
千
羣
、
無
所
用
也
。」

帝
御
龍
舟
、
会
暴
風
漂
蕩
、
幾
至
覆
沒
。
帝
問
群
臣
、
権
当
自
来
否
。
咸
曰
、
陛
下

親
征
、
権
恐
怖
、
必
挙
国
而
応
。
又
不
敢
以
大
衆
委
之
臣
下
、
必
当
自
来
。
劉
曄
曰
、

彼
謂
陛
下
欲
以
萬
乘
之
重
牽
己
、
而
超
越
江
湖
者
在
於
別
将
、
必
勒
兵
待
事
、
未
有

進
退
也
。
大
駕
停
住
積
日
、
呉
王
不
至
、
帝
乃
旋
師
。

帝

龍
舟
を
御
す
る
に
、
会
々
暴
風

漂
蕩
し
、

幾

ど
覆
没
に
至
る
。
帝

群
臣
に
問
ひ
て
問
く
、「
権

当

ほ
と
ん

に
自
ら
来
る
べ
き
や
否
や
」
と
。
咸
曰
く
、「
陛
下

親
征
し
、
権

恐
怖
す
。
必
ず
国
を
挙
げ
て
応
ぜ
ん
。

又

敢
へ
て
大
衆
を
以
て
之
を
臣
下
に
委
ね
ず
。
必
ず
当
に
自
ら
来
る
べ
し
」
と
。
劉
曄
曰
く
、「
彼

謂

ふ
、
陛
下

万
乗
之
重
を
以
て
己
を
牽
か
ん
と
欲
す
れ
ど
も
、
而
る
に
江
湖
を
超
越
す
る
は
別
将
に
在
り
。

必
ず
兵
を
勒
し
て
事
を
待
て
。
未
だ
進
退
有
ら
ず
」
と
。
大
駕

停
住
す
る
こ
と
積
日
、
呉
王

至
ら
ず
、

帝

乃
ち
師
を
旋
す
。

か
へ

巻
十
二

鮑
勛
伝
：
黄
初
四
年
、
尚
書
令
陳
羣
、
僕
射
司
馬
宣
王
並
挙
勛
為
宮
正
、
宮
正
即
御
史
中

丞
也
。
帝
不
得
已

而
用
之
、
百
寮
厳
憚
、
罔
不
肅
然
。
六
年
秋
、
帝
欲
征
呉
、
羣
臣
大
議
、
勛
面

諌
曰
：
「
王
師
屢
征
而
未
有

所
克
者
、
蓋
以
呉
、
蜀
脣
歯
相
依
、
憑
阻
山
水
、
有
難
拔
之
勢
故
也
。

往
年
龍
舟
飄
蕩
、
隔
在
南
岸
、
聖
躬
蹈
危
、
臣
下
破
膽
。
此
時
宗
廟
幾
至
傾
覆
、
為
百
世
之
戒
。

今
又
勞
兵
襲
遠
、
日
費
千
金
、
中
国
虚
耗
、
令
黠
虜
玩
威
、
臣
竊
以
為
不
可
。」
帝
益
忿
之
、
左
遷

勛
為
治
書
執
法
。
巻
十
四

劉
曄
伝
：
五
年
幸
廣
陵
泗
口
、
命
荊
揚
州
諸
軍
並
進
。
会
羣
臣
、
問
「
権

当
自
来
不
。」
咸
曰
「
陛
下
親
征
、
権
恐
怖
、
必
挙
国
而
応
。
又
不
敢
以
大
衆
委
之
臣
下
、
必
自
将

而
来
」
曄
曰
「
彼
謂
、
陛
下
欲
以
萬
乘
之
重
牽
己
而
超
越
江
湖
者
在
於
別
将
、
必
勒
兵
待
事
、
未

有
進
退
也
」
大
駕
停
住
積
日
、
権
果
不
至
。
帝
乃
旋
師
、
云
「
卿
策
之
是
也
。
当
念
為
吾
滅
二
賊
。

不
可
但
知
其
情
而
已
。」

是
時
、
曹
休
表
得
降
賊
辞
、
孫
権
已
在
濡
須
口
。
中
領
軍
衛
臻
曰
：
「
権
恃
長
江
、
未

敢
亢
衡
、
此
必
畏
怖
偽
辞
耳
。」
考
核
降
者
、
果
守
将
所
作
也
。
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是
の
時
、
曹
休

表
し
て
降
賊
の
辞
を
得
た
り
と
。「
孫
権

已
に
濡
須
口
に
在
り
」
と
。
中
領
軍
の
衛
臻

曰
く
、「
権

長
江
を
恃
み
、
未
だ
敢
へ
て
亢
衡
せ
ず
。
此
れ
必
ず
偽
辞
を
畏
怖
す
る
の
み
」
と
。
降
者
を

考
核
し
、
果
し
て
守
将

作
す
所
な
り
。

胡
三
省
：
『
晋
‧
百
官
志
』
曰
、
漢
建
安
四
年
、
魏
武
丞
相
府
置
中
領
軍
。
文
帝
踐
阼
、
始
置
領
軍

将
軍
、
置
長
史
、
司
馬
。
江
左
以
後
、
資
重
者
為
領
軍
将
軍
、
資
輕
者
為
中
領
軍
。
沈
約
『
志
』

曰
、
領
軍
掌
内
軍
、
漢
武
帝
置
中
壘
校
尉
、
掌
北
軍
營
。
光
武
省
、
置
北
軍
中
候
、
監
五
校
營
。

魏
武
為
丞
相
、
相
府
自
置
領
軍
、
非
漢
官
也
。
文
帝
以
領
軍
主
五
校
、
中
壘
、
武
衞
三
營
。
晋
武

帝
初
、
省
。
使
中
軍
将
軍
羊
祜
統
二
衞
、
前
、
後
、
左
、
右
、
驍
騎
七
軍
、
即
領
軍
之
任
也
。
祜

遷
、
復
置
北
軍
中
候
。
懐
帝
永
嘉
中
、
又
改
曰
中
領
軍
。
巻
二
十
二

衛
臻
伝
：
文
帝
即
王
位
、
為

散
騎
常
侍
。
及
踐
阼
、
封
安
国
亭
侯
。
時
羣
臣
、
並
頌
魏
徳
、
多
抑
損
前
朝
。
臻
独
、
明
禅
授
之

義
、
称
揚
漢
美
。
帝
数
目
臻
曰
「
天
下
之
珍
、
当
与
山
陽
共
之
」
遷
尚
書
、
転
侍
中
吏
部
尚
書
。

帝
幸
廣
陵
、
行
中
領
軍
、
従
。
征
軍
大
将
軍
曹
休
、
表
得
降
賊
辞
「
孫
権
已
在
濡
須
口
」
臻
曰
「
権
、

恃
長
江
、
未
敢
抗
衡
。
此
必
畏
怖
偽
辞
耳
」
考
核
降
者
、
果
守
将
詐
所
作
也
。

■
黄
初
五
年
十
月
■

冬
、
十
月
、
帝
還
許
昌
。（
文
帝
紀
に
よ
る
）

■
黄
初
五
年
十
一
月
■

十
一
月
、
戊
申
晦
、
日
有
食
之
。（
文
帝
紀
に
よ
る
）

鮮
卑
軻
比
能
誘
步
度
根
兄
扶
羅
韓
殺
之
、
步
度
根
由
是
怨
軻
比
能
、
更
相
攻
撃
。
步

度
根
部
衆
稍
弱
、
将
其
衆
萬
餘
落
保
太
原
、
雁
門
。
是
歳
、
詣
闕
貢
献
。
而
軻
比
能

衆
遂
強
盛
、
出
撃
東
部
大
人
素
利
。
護
烏
丸
校
尉
田
豫
乘
虚
掎
其
後
、
軻
比
能
使
別

帥
瑣
奴
拒
豫
、
豫
撃
破
之
。
軻
比
能
由
是
攜
貳
、
数
為
邊
寇
、
幽
・
并
苦
之
。

鮮
卑
の
軻
比
能

歩
度
根
の
兄
の
扶
羅
韓
を
誘
ひ
て
之
を
殺
す
。
歩
度
根

是
に
由
り
軻
比
能
を
怨
み
、
更

相

攻
撃
す
。
歩
度
根
の
部
衆

稍
々
弱
く
、
其
の
衆
万
余
落
を
将
ゐ
て
太
原
・
雁
門
に
保
す
。
是
の
歳
、

闕
に
詣
り
て
貢
献
す
。
而
る
に
軻
比
能
の
衆

遂
に
強
盛
た
り
、
東
部
の
大
人
の
素
利
に
出
撃
す
。
護
烏

丸
校
尉
の
田
豫

虚
に
乗
じ
て
其
の
後
を
掎
り
、
軻
比
能

別
帥
の
瑣
奴
を
し
て
豫
を
拒
ま
し
め
、
豫

之

を
撃
破
す
。
軻
比
能

是
に
由
り
攜
貳
し
、
数
々
辺
寇
を
為
す
。
幽
・
并

之
に
苦
し
む
。

鮮
卑
伝
：
文
帝
踐
阼
、
田
豫
為
烏
丸
校
尉
、
持
節
并
護
鮮
卑
、
屯
昌
平
。
步
度
根
遣
使
献
馬
、
帝

拜
為
王
。
後
数
与
軻
比
能
更
相
攻
撃
、
步
度
根
部
衆
稍
寡
弱
、
将
其
衆
萬
餘
落
保
太
原
、
鴈
門
郡
。

步
度
根
乃
使
人
招
呼
泄
帰
泥
曰
：
「
汝
父
為
比
能
所
殺
、
不
念
報
仇
、
反
属
怨
家
。
今
雖
厚
待
汝
、

是
欲
殺
汝
計
也
。
不
如
還
我
、
我
与
汝
是
骨
肉
至
親
、

豈
与
仇
等
。」
由
是
帰
泥
将
其
部
落
逃
帰

步
度
根
、
比
能
追
之
弗
及
。
至
黄
初
五
年
、
步
度
根
詣
闕
貢
献
、
厚
加
賞
賜
、
是
後
一
心
守
邊
、

不
為
寇
害
、
而
軻
比
能
衆
遂
彊
盛
。
鮮
卑

軻
比
能
伝
：
五
年
、
比
能
復
撃
素
利
、
豫
帥
輕
騎
徑
進

掎
其
後
。
比
能
使
別
小
帥
瑣
奴
拒
豫
、
豫
進
討
、
破
走
之
、
由
是
懐
貳
。
乃
与
輔
国
将
軍
鮮
于
輔

書
曰
：
「
夷
狄
不
識
文
字
、
故
校
尉
閻
柔
保
我
於
天
子
。
我
与
素
利
為
讐
、
往
年
攻
撃
之
、
而
田
校

尉
助
素
利
。
我
臨
陳
使
瑣
奴
往
、
聞
使
君
来
、
即
便
引
軍
退
。
步
度
根
数
数
鈔
盜
、
又
殺
我
弟
、

而
誣
我
以
鈔
盜
。
我
夷
狄
雖
不
知
礼
義
、
兄
弟
子
孫
受
天
子
印
綬
、
牛
馬
尚
知
美
水
草
、
況
我
有

人
心
邪
。
将
軍
当
保
明
我
於
天
子
。」
輔
得
書
以
聞
、
帝
復
使
豫
招
納
安
慰
。
比
能
衆
遂
彊
盛
、
控

弦
十
餘
萬
騎
。
毎
鈔
略
得
財
物
、
均
平
分
付
、
一
決
目
前
、
終
無
所
私
、
故
得
衆
死
力
、
餘
部
大

人
皆
敬
憚
之
、
然
猶
未
能
及
檀
石
槐
也
。

■
黄
初
六
年
二
月
■

春
、
二
月
、
詔
以
陳
群
為
鎮
軍
大
将
軍
、
隨
車
駕
董
督
衆
軍
、
錄
行
尚
書
事
。
司
馬

懿
為
撫
軍
大
将
軍
、
留
許
昌
、
督
後
臺
文
書
。

春
二
月
、
詔
し
て
陳
群
を
以
て
鎮
軍
大
将
軍
と
為
し
、
車
駕
に
隨
ひ
て
衆
軍
を
董
督
し
、
録
行
尚
書
事
せ

し
む
。
司
馬
懿
を
撫
軍
大
将
軍
と
為
し
、
許
昌
に
留
め
、
後
台
の
文
書
を
督
せ
し
む
。
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胡
三
省
：
魏
、
晋
之
制
、
大
将
軍
不
開
府
者
、
品
秩
第
二
、
其
祿
与
特
進
同
、
置
長
史
、
司
馬
、

主
簿
、
諸
曹
官
属
。
行
尚
書
、
謂
尚
書
之
隨
駕
者
。
後
臺
、
謂
尚
書
臺
之
留
許
昌
者
也
。
／
召
陵

県
、
漢
属
汝
南
郡
。『
晋
志
』
属
潁
川
郡
。
賢
曰
、
召
陵
故
城
在
今
豫
州
郾
城
県
東
、
通
討
虜
渠
以

伐
呉
也
。
文
帝
紀
：
六
年
春
二
月
、
遣
使
者
循
行
許
昌
以
東
尽
沛
郡
、
問
民
所
疾
苦
、
貧
者
振
貸

之
。
文
帝
紀

注
引
『
魏
略
』：
其
以
尚
書
令
潁
郷
侯
陳
羣
為
鎮
軍
大
将
軍
、
尚
書
僕
射
西
郷
侯
司

馬
懿
為
撫
軍
大
将
軍
。
若
吾
臨
江
授
諸
将
方
略
、
則
撫
軍
当
留
許
昌
、
督
後
諸
軍
、
錄
後
臺
文
書

事
。
鎮
軍
隨
車
駕
、
当
董
督
衆
軍
、
錄
行
尚
書
事
。

■
黄
初
六
年
三
月
■

三
月
、
帝
行
如
召
陵
、
通
討
虜
渠
。
乙
巳
、
還
許
昌
。
并
州
刺
史
梁
習
討
軻
比
能
、

大
破
之
。（
文
帝
紀
に
よ
る
）

漢
諸
葛
亮
率
衆
討
雍
闓
等
、
參
軍
馬
謖
送
之
数
十
里
。
亮
曰
、
雖
共
謀
之
歷
年
、
今

可
更
惠
良
規
。
謖
曰
、
南
中
恃
其
險
遠
、
不
服
久
矣
。
雖
今
日
破
之
、
明
日
復
反
耳
。

今
公
方
傾
国
北
伐
以
事
強
賊
、
彼
知
官
勢
内
虚
、
其
叛
亦
速
。
若
殄
尽
遺
類
以
除
後

患
、
既
非
仁
者
之
情
、
且
又
不
可
倉
卒
也
。
夫
用
兵
之
道
、
攻
心
為
上
、
攻
城
為
下
、

心
戦
為
上
、
兵
戦
為
下
、
願
公
服
其
心
而
已
。
亮
納
其
言
。

漢
の
諸
葛
亮

衆
を
率
ゐ
て
雍
闓
等
を
討
つ
。
参
軍
の
馬
謖

之
を
送
る
こ
と
数
十
里
。
亮
曰
く
、「
共
に

之
を
謀
る
こ
と
歴
年
と
雖
も
、
今

更
め
て
良
規
を
恵
す
可
し
」
と
。
謖
曰
く
、「
南
中

其
の
険
遠
な
る

を
恃
み
、
服
せ
ざ
る
こ
と
久
し
。
今
日

之
を
破
る
と
雖
も
、
明
日

復
た
反
く
の
み
。
今

公

方
に
国
を

傾
け
て
北
伐
し
以
て
強
賊
を
事
と
す
。
彼

官
勢
の
内
虚
な
る
を
知
り
、
其
の
叛
く
こ
と
亦
た
速
や
か
な

り
。
若
し
遺
類
を
殄
尽
し
て
以
て
後
患
を
除
け
ば
、
既
に
仁
者
の
情
に
非
ず
。
且
つ
又

倉
卒
す
可
か
ら

ず
。
夫
れ
用
兵
の
道
、
心
を
攻
む
る
を
上
と
為
し
、
城
を
攻
む
る
を
下
と
為
す
。
心
戦
を
上
と
為
し
、
兵

戦
を
下
と
為
す
。
願
は
く
は
公

其
の
心
を
服
せ
し
む
る
而
已(

の
み)

」
と
。
亮

其
の
言
を
納
る
。
謖
、

良
の
弟
な
り
。

胡
三
省
：
漢
俗
謂
天
子
為
県
官
、
亦
謂
為
国
家
。
官
勢
、
猶
言
国
勢
也
。
巻
三
十
九

馬
謖
伝

注

引
『
襄
陽
記
』
：
建
興
三
年
、
亮
征
南
中
、
謖
送
之
数
十
里
。
亮
曰
：
「
雖
共
謀
之
歷
年
、
今
可
更

惠
良
規
。」
謖
対
曰
：
「
南
中
恃
其
險

遠
、
不
服
久
矣
、
雖
今
日
破
之
、
明
日
復
反
耳
。
今
公
方
傾

国
北
伐
以
事
彊
賊
。
彼
知
官
勢
内
虚
、
其
叛
亦
速
。
若
殄
尽
遺
類
以

除
後
患
、
既
非
仁
者
之
情
、

且
又
不
可
倉
卒
也
。
夫
用
兵
之
道
、
攻
心
為
上
、
攻
城
為
下
、
心
戦
為
上
、
兵
戦
為
下
、
願
公
服

其
心

而
已
。」
亮
納
其
策
、
赦
孟
獲
以
服
南
方
。
故
終
亮
之
世
、
南
方
不
敢
復
反
。

辛
未
、
帝
以
舟
師
復
征
呉
、
群
臣
大
議
、
宮
正
鮑
勲
諌
曰
、
王
師
屢
征
而
未
有
所
克

者
、
蓋
以
呉
、
蜀
脣
歯
相
依
、
憑
阻
山
水
、
有
難
拔
之
勢
故
也
。
往
年
龍
舟
飄
蕩
、

隔
在
南
岸
、
聖
躬
蹈
危
、
臣
下
破
膽
、
此
時
宗
廟
幾
至
傾
覆
、
為
百
世
之
戒
。
今
又

勞
兵
襲
遠
、
日
費
千
金
、
中
国
虚
耗
、
令
黠
虜
玩
威
、
臣
竊
以
為
不
可
。
帝
怒
、
左

遷
勲
為
治
書
執
法
。

辛
未
、
帝

舟
師
を
以
て
復
た
呉
を
征
む
。
群
臣

大
議
す
。
宮
正
の
鮑
勲

諌
め
て
曰
く
、「
王
師

屢
々

征
す
れ
ど
も
未
だ
克
つ
所
有
ら
ず
。
蓋
し
呉
蜀
の
脣
歯
の
ご
と
く
相
ひ
依
る
を
以
て
、
山
水
に
憑
阻
し
、

難
抜
の
勢
有
る
故
な
り
。
往
年

龍
舟

飄
蕩
し
、
隔
て
て
南
岸
に
在
り
、
聖
躬

危
を
踏
み
、
臣
下

膽
を

破
る
。
此
の
時

宗
廟

幾(

ほ
と
ん)

ど
傾
覆
す
る
に
至
り
、
百
世
の
戒
と
為
る
。
今

又

兵
を
労
し
遠
き

を
襲
ひ
、
日
に
千
金
を
費
し
、
中
国

虚
耗
し
、
黠
虜
を
し
て
玩
威
せ
し
む
。
臣

竊
か
に
以
為
へ
ら
く
可

か
ら
ず
」
と
。
帝

怒
り
、
勲
を
左
遷
し
て
治
書
執
法
と
為
す
。

胡
三
省
：
據
『
勛
伝
』、
宮
正
、
即
御
史
中
丞
也
。『
兵
法
』
曰
、
興
師
十
萬
、
日
費
千
金
。

胡
三
省
：
（
黠
虜
玩
威
は
）『
国
語
』、
祭
公
謀
父
曰
、
先
王
耀
徳
不
観
兵
。
夫
兵
戢
而
時
動
、
動
則

威
、
観
則
玩
、
玩
則
無
震
。
維
基
文
庫
：
辛
未

是
年
三
月
戊
寅
朔
、
無
辛
未
。
疑
為
閏
三
月
事
、

按
閏
三
月
戊
申
朔
、
為
二
十
四
日
。
文
帝
紀
：
辛
未
、
帝
為
舟
師
東
征
。
巻
十
二

鮑
勛
伝
：
六
年

秋
、
帝
欲
征
呉
。
羣
臣
大
議
、
勛
面
諌
曰
「
王
師
屢
征
而
未
有
所
克
者
、
蓋
以
呉
蜀
脣
歯
相
依
、
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憑
阻
山
水
有
難
拔
之
勢
故
也
。
往
年
龍
舟
飄
蕩
隔
在
南
岸
、
聖
躬
蹈
危
、
臣
下
破
膽
。
此
時
宗
廟

幾
至
傾
覆
、
為
百
世
之
戒
。
今
又
勞
兵
襲
遠
、
日
費
千
金
中
国
虚
耗
、
令
黠
虜
玩
威
。
臣
竊
以
為

不
可
」
帝
益
忿
之
、
左
遷
勛
、
為
治
書
執
法
。
帝
、
従
寿
春
還
…
…
。

■
黄
初
六
年
五
月
■

夏
、
五
月
、
戊
申
、
帝
如
譙
。（
文
帝
紀
に
よ
る
）

■
黄
初
六
年
六
月
■

呉
丞
相
北
海
孫
劭
卒
。
六
月
、
以
太
常
顧
雍
為
丞
相
、
平
尚
書
事
。

呉
の
丞
相
た
る
北
海
の
孫
劭

卒
す
。
六
月
、
太
常
の
顧
雍
を
以
て
丞
相
と
為
し
、
平
尚
書
事
せ
し
む
。

呉
主
伝
：
四
年
夏
五
月
丞
相
孫
邵
、
卒
。
六
月
以
太
常
顧
雍
、
為
丞
相
。

巻
五
十
二

顧
雍
伝
：
改
為
太
常
、
進
封
醴
陵
侯
、
代
孫
邵
為
丞
相
、
平
尚
書
事
。

利
成
郡
兵
蔡
方
等
反
、
殺
太
守
徐
質
、
推
郡
人
唐
咨
為
主
、
詔
屯
騎
校
尉
任
福
等
討

平
之
。
咨
自
海
道
亡
入
呉
、
呉
人
以
為
将
軍
。

利
成
郡
の
兵
た
る
蔡
方
等

反
し
、
太
守
の
徐
質
を
殺
し
、
郡
人
の
唐
咨
を
推
し
て
主
と
為
す
。
屯
騎
校

尉
の
任
福
等
に
詔
し
て
之
を
討
平
せ
し
む
。
咨

海
道
自
り
呉
に
亡
入
す
。
呉
人

以
て
将
軍
と
為
す
。

胡
三
省
：
利
成
県
、
漢
属
東
海
郡
、
魏
武
始
分
置
利
成
郡
。
文
帝
紀
：
六
月
、
利
成
郡
兵
蔡
方
等

以
郡
反
、
殺
太
守
徐
質
。
遣
屯
騎
校
尉
任
福
步
兵
校
尉
段
昭
与
青
州
刺
史
討
平
之
。
其
見
脅
略
及

亡
命
者
、
皆
赦
其
罪
。
巻
二
十
八

唐
咨
伝
：
黄
初
中
、
利
城
郡
反
、
殺
太
守
徐
箕
、
推
咨
為
主
。

文
帝
遣
諸
軍
討
破
之
、
咨
走
入
海
、
遂
亡
至
呉
、
官
至
左
将
軍
、
封
侯
、
持
節
。

■
黄
初
六
年
七
月
■

秋
、
七
月
、
立
皇
子
鑒
為
東
武
陽
王
。（
文
帝
紀
に
よ
る
）

漢
諸
葛
亮
至
南
中
、
所
在
戦
捷
、
亮
由
越
巂
入
、
斬
雍
闓
及
高
定
。
使
庲
降
督
益
州

李
恢
由
益
州
入
、
門
下
督
巴
西
馬
忠
由
牂
柯
入
、
撃
破
諸
県
、
復
与
亮
合
。
孟
獲
收

闓
餘
衆
以
拒
亮
。
七
縱
七
擒
而
亮
猶
遣
獲
、
獲
止
不
去
、
曰
：
「
公
、
天
威
也
、
南
人

不
復
反
矣
。
」
亮
遂
至
滇
池
。
益
州
、
永
昌
、
牂
柯
、
越
巂
四
郡
皆
平
、
亮
即
其
渠
率

而
用
之
。
亮
於
是
悉
收
其
俊
傑
孟
獲
等
以
為
官
属
、
出
其
金
、
銀
、
丹
、
漆
、
耕
牛
、

戦
馬
以
給
軍
国
之
用
。
自
是
終
亮
之
世
、
夷
不
復
反
。

漢
の
諸
葛
亮

南
中
に
至
り
、
戦
捷
在
る
所
、
亮

越
巂
由
り
入
り
、
雍
闓
及
び
高
定
を
斬
る
。
庲
降
督
た

よ

る
益
州
の
李
恢
を
し
て
益
州
由
り
入
ら
し
め
、
門
下
督
た
る
巴
西
の
馬
忠

牂
柯
由
り
入
り
、
諸
県
を
撃

よ

破
し
、
復
た
亮
と
合
は
さ
る
。
孟
獲

闓
の
余
衆
を
收
め
て
以
て
亮
を
拒
む
。
七
縦
七
擒
し
て
亮

猶
ほ
獲

を
遣
る
。
獲

止
ま
り
て
去
ら
ず
、
曰
く
、「
公
、
天
威
な
り
。
南
人

復
た
反
さ
ず
」
と
。
亮

遂
に
滇
池

と
ど

に
至
る
。
益
州
・
永
昌
・
牂
柯
・
越
巂
の
四
郡

皆

平
ら
ぐ
。
亮

其
の
渠
率
に
即
し
て
之
を
用
ゐ
る
。

亮

是
に
於
て
悉
く
其
の
俊
傑
た
る
孟
獲
等
を
收
め
て
以
て
官
属
と
為
し
、
其
の
金
・
銀
・
丹
・
漆
・
耕

牛
・
戦
馬
を
出
さ
し
め
以
て
軍
国
の
用
に
給
す
。
是
自
り
亮
の
世
を
終
は
る
ま
で
、
夷

復
た
反
か
ず
。

胡
三
省
：
裴
松
之
曰
、
訊
之
蜀
人
云
、
庲
降
、
地
名
、
去
蜀
三
千
餘
里
。
時
未
有
寧
州
、
号
為
南

中
、
立
此
職
以
総
摂
之
。
晋
泰
始
中
、
始
分
為
寧
州
平
夷
県
、
属
牂
柯
郡
。
余
據
『
蜀
志
』、
庲
降

督
住
平
夷
、
蓋
僑
治
、
非
庲
降
之
本
地
也
。
至
馬
忠
為
庲
降
督
、
乃
自
平
夷
移
住
建
寧
味
県
、
後

遂
為
寧
州
治
所
。
／
滇
池
県
属
益
州
郡
。
池
周
回
二
百
餘
里
、
水
源
深
廣
、
而
末
更
浅
狹
、
有
似

倒
流
、
故
謂
之
滇
池
。
／
即
、
就
也
。
渠
、
大
也
。
渠
率
、
大
率
也
。
率
、
与
帥
同
。

諸
葛
亮
伝
：
三
年
春
、
亮
率
衆
南
征
、
其
秋
悉
平
。
軍
資
所
出
、
国
以
富
饒
、
乃
治
戎
講
武
、
以

俟
大
挙
。
諸
葛
亮
伝

注
引
『
漢
晋
春
秋
』：
漢
晋
春
秋
曰
。
亮
至
南
中
、
所
在
戦
捷
。
聞
孟
獲
者
、

為
夷
、
漢
所
服
、
募
生
致
之
。
既
得
、
使
観
於
營
陳
之
閒
、
問
曰
「
此
軍
何
如
。」
獲
対
曰
「
向
者

不
知
虚
実
、
故
敗
。
今
蒙
賜
観
看
營
陳
、
若
祇
如
此
、
即
定
易
勝
耳
。」
亮
笑
、
縱
使
更
戦
、
七
縱

七
禽
、
而
亮
猶
遣
獲
。
獲
止
不
去
、
曰
「
公
、
天
威
也
、
南
人
不
復
反
矣
。
」
遂
至
滇
池
。
南
中
平
、
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皆
即
其
渠
率
而
用
之
。
或
以
諌
亮
、
亮
曰
「
若
留
外
人
、
則
当
留
兵
、
兵
留
則
無
所
食
、
一
不
易

也
。
加
夷
新
傷
破
、
父
兄
死
喪
、
留
外
人
而
無
兵
者
、
必
成
禍
患
、
二
不
易
也
。
又
夷
累
有
廢
殺

之
罪
、
自
嫌
釁
重
、
若
留
外
人
、
終
不
相
信
、
三
不
易
也
。
今
吾
欲
使
不
留
兵
、
不
運
糧
、
而
綱

紀
粗
定
、
夷
、
漢
粗
安
故
耳
。」

『
雲
南
志
略
』：
蜀
建
興
三
年
、
諸
葛
亮
征
南
、
聞
孟
獲
為
夷
、
漢
所
服
、
募
生
致
之
、
凡
七
縱
七

擒
。
獲
曰
：
「
公
、
天
威
也
。
南
人
不
復
反
矣
。」
諸
部
悉
平
。
亮
即
其
渠
帥
而
用
之
。
或
以
諌
亮
、

亮
曰
：
「
若
留
外
部
人
、
則
当
留
兵
、
留
兵
則
糧
加
。
以
夷
新
傷
破
、
父
兄
死
喪
、
留
外
人
而
無
兵
、

必
成
禍
患
。
今
吾
欲
不
留
兵
、
不
運
糧
、
紀
網
粗
定
、
夷
漢
粗
安
。」
於
是
悉
收
豪
傑
以
為
官
属
、

出
其
金
銀
、
丹
漆
、
牛
馬
、
以
給
軍
国
之
用
。
終
亮
之
世
、
夷
不
復
反
。

■
黄
初
六
年
八
月
■

八
月
、
帝
以
舟
師
自
譙
循
渦
入
淮
。
尚
書
蒋
済
表
言
水
道
難
通
、
帝
不
従
。

八
月
、
帝

舟
師
を
以
て
譙
自
り
渦
を
循
り
て
淮
に
入
る
。
尚
書
の
蒋
済

表
言
す
ら
く
、
水
道

通
じ
難

し
と
。
帝

従
は
ず
。

胡
三
省
：
『
水
経
』、
陰
溝
水
、
出
河
南
陽
武
県
蒗

渠
、
東
南
至
沛
為
渦
水
、
渦
水
東
逕
譙
郡
、

又
東
南
至
下
邳
淮
陰
県
入
於
淮
。
杜
佑
曰
、
亳
州
治
譙
県
、
有
渦
水
。
文
帝
紀
：
八
月
帝
遂
以
舟

師
自
譙
循
渦
入
淮
、
従
陸
道
幸
徐
。
巻
十
四

蒋
済
伝
：
（
曹
）
仁
薨
、
復
以
済
為
東
中
郎
将
、
代

領
其
兵
。
詔
曰
「
卿
兼
資
文
武
、
志
節
慷
慨
。
常
有
超
越
江
湖
吞
呉
会
之
志
。
故
復
授
将
率
之
任
」

頃
之
、
徵
為
尚
書
。
車
駕
幸
廣
陵
、
済
表
水
道
難
通
、
又
上
『
三
州
論
』
以
諷
帝
、
帝
不
従
。
於

是
戦
船
数
千
皆
滯
不
得
行
…
…

■
黄
初
六
年
十
月
■

冬
、
十
月
、
如
廣
陵
故
城
、
臨
江
観
兵
、
戎
卒
十
餘
萬
、
旌
旗
数
百
里
、
有
渡
江
之

志
。
呉
人
厳
兵
固
守
。
時
大
寒
、
冰
、
舟
不
得
入
江
。
帝
見
波
濤
洶
湧
、
嘆
曰
：
「
嗟

乎
、
固
天
所
以
限
南
北
也
。
」
遂
帰
。
孫
韶
遣
将
高
寿
等
率
敢
死
之
士
五
百
人
、
於
徑

路
夜
要
帝
、
帝
大
驚
。
寿
等
獲
副
車
、
羽
蓋
以
還
。

冬
十
月
、
広
陵
の
故
城
に
如
き
、
江
に
臨
み
て
兵
を
観
る
。
戎
卒
は
十
余
万
、
旌
旗
は
数
百
里
、
渡
江
の

志
有
り
。
呉
人

兵
を
厳
め
固
守
す
。
時
に
大
い
に
寒
く
、
冰
り
、
舟

江
に
入
る
を
得
ず
。
帝

波
濤
の

洶
湧
た
る
を
見
て
、
嘆
じ
て
曰
く
、「
嗟
乎
、

固

に
天

南
北
を
限
る
所
以
な
り
」
と
。
遂
に
帰
る
。
孫

あ

あ

ま
こ
と

韶

将
の
高
寿
等
を
遣
り
敢
死
の
士

五
百
人
を
率
ゐ
し
め
、
徑
路
に
於
い
て
夜
に
帝
を
要
し
、
帝

大
驚

す
。
寿
等

副
車
・
羽
蓋
を
獲
て
以
て
還
る
。

胡
三
省
：
廣
陵
故
城
謂
之
蕪
城
、
今
其
處
不
可
考
。
文
帝
紀
：
九
月
築
東
巡
臺
。
冬
十
月
行
幸
廣

陵
故
城
、
臨
江
観
兵
、
戎
卒
十
餘
萬
、
旌
旗
数
百
里
。
是
歳
大
寒
、
水
道
冰
、
舟
不
得
入
江
乃
引

還
。
呉
主
伝

黄
武
四
年

十
二
月
条

注
引
『
呉
録
』：
是
冬
魏
文
帝
至
廣
陵
、
臨
江
観
兵
、
兵
有

十
餘
萬
、
旌
旗
弥
数
百
里
、
有
渡
江
之
志
。
権
厳
設
固
守
。
時
大
寒
冰
、
舟
不
得
入
江
。
帝
見
波

濤
洶
涌
、
歎
曰
：
「
嗟
乎
。
固
天
所
以
隔
南
北
也
。」
遂
帰
。
孫
韶
又
遣
将
高
寿
等
率
敢
死
之
士
五

百
人
於
徑

路
夜
要
之
、
帝
大
驚
、
寿
等
獲
副
車
羽
蓋
以
還
。

於
是
戦
船
数
千
皆
滯
不
得
行
、
議
者
欲
就
留
兵
屯
田
、
蒋
済
以
為
、
東
近
湖
、
北
臨

淮
、
若
水
盛
時
、
賊
易
為
寇
、
不
可
安
屯
。
帝
従
之
、
車
駕
即
発
。
還
、
到
精
湖
、

水
稍
尽
、
尽
留
船
付
済
。
船
連
延
在
数
百
里
中
、
済
更
鑿
地
作
四
五
道
、
蹴
船
令
聚
。

豫
作
土
豚
遏
断
湖
水
、
皆
引
後
船
、
一
時
開
遏
入
淮
中
、
乃
得
還
。

是
に
於
て
戦
船
の
数
千

皆

滞
り
て
行
く
こ
と
を
得
ず
、
議
者

兵
を
就
留
し
て
屯
田
せ
し
め
ん
と
欲
す
。

蒋
済

以
為
へ
ら
く
、「
東
は
湖
に
近
く
、
北
は
淮
に
臨
む
。
若
し
水
の
盛
時
な
れ
ば
、
賊

寇
を
為
し
易

し
。
屯
を
安
ず
る
可
か
ら
ず
」
と
。
帝

之
に
従
ひ
、
車
駕

即
ち
発
す
。
還
り
て
、
精
湖
に
到
る
。
水

稍
々
尽
き
、
尽
く
船
を
留
め
て
〈
蒋
〉
済
に
付
す
。
船

連
延
す
る
こ
と
数
百
里
中
に
在
り
、
済

更
め
て

地
を
鑿
ち
て
四
五
道
を
作
し
、
船
を
蹴
り
て
聚(

あ
つ)

め
し
む
。
豫
め
土
豚
を
作
り
て
湖
水
を
遏
断
し
、

皆

後
船
を
引
く
。
一
時

遏
を
開
き
て
淮
中
に
入
り
、
乃
ち
還
る
を
得
た
り
。
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胡
三
省
：
據
『
蒋
済
伝
』
、
精
湖
在
山
陽
。
山
陽
在
下
邳
淮
陰
県
界
、
今
楚
州
山
陽
県
。
／
（
「
土

豚
」
は
）『
目
錄
』
作
「
土
塍
」
。『
廣
韻
』
作
「
土
坉
」
、『
註
』
雲
、
以
草
裹
土
築
城
及
鎮
水
也
。

巻
十
四

蒋
済
伝
：
於
是
戦
船
数
千
皆
滯
不
得
行
。
議
者
欲
就
留
兵
屯
田
。
済
以
為
、
東
近
湖
北
臨

淮
、
若
水
盛
時
賊
易
為
寇
、
不
可
安
屯
。
帝
従
之
、
車
駕
即
発
。
還
到
精
湖
、
水
稍
尽
。
尽
留
船
、

付
済
。
船
本
歷
適
数
百
里
中
、
済
更
鑿
地
作
四
五
道
、
蹴
船
令
聚
。
豫
作
土
豚
遏
断
湖
水
、
皆
引

後
船
、
一
時
開
遏
入
淮
中
。
帝
還
洛
陽
…
…

■
黄
初
六
年
十
一
月
■

十
一
月
、
東
武
陽
王
鑒
薨
。（
文
帝
紀
に
よ
る
）

■
黄
初
六
年
十
二
月
■

十
二
月
、
呉
番
陽
賊
彭
綺
攻
沒
郡
県
、
衆
数
萬
人
。

十
二
月
、
呉
の
番
陽
賊
の
彭
綺

郡
県
を
攻
没
し
、
衆
は
数
万
人
な
り
。

呉
主
伝
：
冬
十
二
月
鄱
陽
賊
彭
綺
、
自
称
将
軍
、
攻
沒
諸
県
、
衆
数
萬
人
。

■
黄
初
七
年
正
月
■

春
、
正
月
、
壬
子
、
帝
還
洛
陽
、
謂
蒋
済
曰
、
事
不
可
不
曉
。
吾
前
決
謂
分
半
燒
船

於
山
陽
湖
中
、
卿
於
後
致
之
、
略
与
吾
俱
至
譙
。
又
毎
得
所
陳
、
実
入
吾
意
。
自
今

討
賊
計
畫
、
善
思
論
之
。

春
正
月
壬
子
、
帝

洛
陽
に
還
る
。
蒋
済
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
事

曉
ら
か
に
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
吾

前
に

決
謂
分
半
焼
船
於
山
陽
湖
中
、
卿

後
に
て
之
を
致
し
、
略
ぼ
吾
と
俱
に
譙
に
至
る
。
又

毎
に
陳
ぶ
る
所

を
得
て
、
実
に
吾
が
意
を
入
る
。
自
今

討
賊
の
計
畫
、
善
く
之
を
思
論
せ
よ
」
と
。

胡
三
省
：
謂
到
精
湖
、
水
尽
、
船
不
得
過
、
欲
分
半
船
也
。
宋
白
曰
、
楚
州
山
陽
県
本
射
陽
県
地
、

晋
義
熙
置
山
陽
郡
及
山
陽
県
、
以
境
内
有
地
名
山
陽
、
因
以
為
名
。
戴
延
之
『
西
征
記
』、
山
陽
、

津
名
。
文
帝
紀
：
年
春
正
月
、
将
幸
許
昌
、
許
昌
城
南
門
無
故
自
崩
、
帝
心
惡
之
遂
不
入
。
壬
子

行
還
洛
陽
宮
。
巻
十
四

蒋
済
伝
：
帝
還
洛
陽
、
謂
済
曰
「
事
不
可
不
曉
。
吾
前
決
謂
分
半
燒
船
于

山
陽
池
中
。
卿
於
後
致
之
、
略
与
吾
俱
至
譙
。
又
毎
得
所
陳
、
実
入
吾
意
。
自
今
討
賊
計
畫
、
善

思
論
之
。」

漢
丞
相
亮
欲
出
軍
漢
中
、
前
将
軍
李
厳
当
知
後
事
、
移
屯
江
州
、
留
護
軍
陳
到
駐
永

安
、
而
統
属
於
厳
。

漢
の
丞
相
の
亮

漢
中
に
軍
を
出
さ
ん
と
欲
す
。
前
将
軍
の
李
厳

当
に
後
事
を
知
る
べ
く
、
移
り
て
江
州

に
屯
す
。
留
護
軍
の
陳
到

永
安
に
駐
ま
り
、
厳
を
統
属
す
。

後
主
伝
：
五
年
春
。
丞
相
亮
、
出
屯
漢
中
、
營
沔
北
陽
平
石
馬
。

巻
四
十

李
厳
伝
：
四
年
、
転
為
前
将
軍
。
以
諸
葛
亮
欲
出
軍
漢
中
、
厳
当
知
後
事
、
移
屯
江
州
。

留
護
軍
陳
到
、
駐
永
安
、
皆
統
属
厳
。
厳
、
与
孟
達
書
曰
「
吾
与
孔
明
俱
受
寄
託
、
憂
深
責
重
。

思
、
得
良
伴
」
亮
亦
与
達
書
曰
「
部
分
如
流
、
趨
捨
罔
滯
。
正
方
性
也
」
其
見
貴
重
如
此
。

呉
陸
遜
以
所
在
少
穀
、
表
令
諸
将
増
廣
農
畝
。
呉
王
報
曰
：
「
甚
善
。
令
孤
父
子
親
受

田
、
車
中
八
牛
、
以
為
四
耦
、
雖
未
及
古
人
、
亦
欲
与
衆
均
等
其
勞
也
。」

呉
の
陸
遜

所
在
に
少
穀
な
る
を
以
て
、
表
し
て
諸
将
に
農
畝
を
増
広
せ
し
む
。
呉
王

報
い
て
曰
く
、「
甚

だ
善
し
。
孤
な
る
父
子
を
し
て
親
ら
田
・
車
中
八
牛
を
受
け
し
め
よ
。
以
て
四
耦
を
為
せ
ば
、
未
だ
古
人

に
及
ば
ざ
る
と
雖
も
、
亦
た
衆
と
与
に
其
の
労
を
均
等
に
せ
ん
と
欲
す
」
と
。

胡
三
省
：
耒
廣
五
寸
為
伐
、
二
伐
為
耦
。
漢
制
、
后
稷
始
甽
田
、
以
二
耜
為
耦
。『
註
』
雲
、
幷
両

耜
而
耕
也
。
呉
主
伝
：
五
年
春
、
令
曰
「
軍
興
日
久
、
民
離
農
畔
、
父
子
夫
婦
、
不
聴
相
卹
、
孤

甚
愍
之
。
今
、
北
虜
縮
竄
、
方
外
無
事
。
其
、
下
州
郡
有
以
寛
息
」
是
時
、
陸
遜
以
所
在
少
穀
、

表
、
令
諸
将
増
廣
農
畝
。
権
報
曰
「
甚
善
。
今
、
孤
父
子
親
自
受
田
、
車
中
八
牛
以
為
四
耦
。
雖

未
及
古
人
、
亦
欲
与
衆
均
等
其
勞
也
」
秋
七
月
権
聞
、
魏
文
帝
崩
、
征
江
夏
圍
石
陽
、
不
克
而
還
。
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帝
之
為
太
子
也
、
郭
夫
人
弟
有
罪
、
魏
郡
西
部
都
尉
鮑
勲
治
之
。
太
子
請
、
不
能
得
、

由
是
恨
勲
。
及
即
位
、
勲
数
直
諌
、
帝
益
忿
之
。
帝
伐
呉
還
、
屯
陳
留
界
。
勲
為
治

書
執
法
、
太
守
孫
邕
見
出
、
過
勲
。
時
營
壘
未
成
、
但
立
標
埒
、
邕
邪
行
、
不
従
正

道
、
軍
營
令
史
劉
曜
欲
推
之
、
勲
以
塹
壘
未
成
、
解
止
不
挙
。
帝
聞
之
、
詔
曰
、
勲

指
鹿
作
馬
、
收
付
廷
尉
。
廷
尉
法
議
、
正
刑
五
歳
、
三
官
駁
、
依
律
、
罰
金
二
斤
、

帝
大
怒
曰
、
勲
無
活
分
、
而
汝
等
欲
縱
之
。
收
三
官
已
下
付
刺
奸
、
当
令
十
鼠
同
穴
。

鐘
繇
、
華
歆
、
陳
群
、
辛
毗
、
高
柔
、
衛
臻
等
並
表
勲
父
信
有
功
於
太
祖
、
求
請
勲

罪
、
帝
不
許
。
高
柔
固
執
不
従
詔
命
、
帝
怒
甚
、
召
柔
詣
臺
、
遣
使
者
承
指
至
廷
尉

誅
勲
。
勲
死
、
乃
遣
柔
還
寺
。

帝
の
太
子
と
為
る
や
、
郭
夫
人
の
弟

罪
有
り
。
魏
郡
西
部
都
尉
の
鮑
勲

之
を
治
む
。
太
子

請
へ
ど
も
、

得
る
こ
と
能
は
ず
、
是
に
由
り
勲
を
恨
む
。
即
位
す
る
に
及
び
、
勲

数
々
直
諌
し
、
帝

益
々
之
を
忿
る
。

帝

呉
を
伐
ち
て
還
り
、
陳
留
の
界
に
屯
す
。
勲

治
書
執
法
と
為
り
、
太
守
の
孫
邕

見
ひ
て
出
で
、
勲

を
過
ぐ
。
時
に
営
塁

未
だ
成
ら
ず
、
但
だ
標
埒
を
立
つ
。
邕

邪
ま
ま
に
行
き
、
正
道
に
従
は
ず
。
軍
営

令
史
の
劉
曜

之
を
推
さ
ん
と
欲
す
。
勲

塹
塁
の
未
だ
成
ら
ざ
る
を
以
て
、
解
止
し
て
挙
げ
ず
。
帝

之

を
聞
き
、
詔
し
て
曰
く
、「
勲

鹿
を
指
し
て
馬
と
作
す
。
收
め
て
廷
尉
に
付
せ
」
と
。
廷
尉

法
議
し
、「
刑

五
歳
を
正
せ
」
と
す
。
三
官

駁
し
、「
律
に
依
れ
ば
、
罰
金
二
斤
な
り
」
と
。
帝

大
怒
し
て
曰
く
、「
勲

活
分
無
し
。
而
る
に
汝
等

之
を
縦
ま
ま
に
せ
ん
と
欲
す
。
三
官
よ
り
已
下
を
收
め
刺
奸
に
付
せ
。
当
に

十
鼠
を
し
て
穴
を
同
じ
く
せ
し
め
よ
」
と
。
鐘
繇
・
華
歆
・
陳
群
・
辛
毗
・
高
柔
・
衛
臻
等

勲
の
父
の

信

太
祖
に
功
あ
る
こ
と
を
並
び
に
表
し
、
勲
の
罪
を
請
は
ん
と
求
む
。
帝

許
さ
ず
。
高
柔

固
執
し
て

詔
命
に
従
は
ず
。
帝

怒
る
こ
と
甚
し
く
、
柔
を
召
し
て
台
に
詣
ら
し
め
、
使
者
を
し
て
承
指
し
て
廷
尉

に
至
ら
し
め
て
勲
を
誅
す
。
勲

死
し
、
乃
ち
柔
を
し
て
寺
に
還
ら
し
む
。

胡
三
省
：
漢
献
帝
建
安
十
八
年
、
魏
武
分
魏
郡
置
東
、
西
部
都
尉
。
後
以
東
部
都
尉
立
陽
平
郡
、

西
部
都
尉
立
廣
平
郡
、
謂
之
三
魏
、
皆
属
司
州
。
／
（
「
正
刑
五
歳
」
は
）
法
議
、
引
法
而
議
也
。

正
、
結
正
也
。
五
歳
刑
、
髡
鉗
為
城
旦
舂
。（
「
依
律
、
罰
金
二
斤
」
は
）
三
官
、
廷
尉
正
、
監
、

平
也
。（
「
召
柔
詣
臺
」
は
）
召
詣
尚
書
臺
也
。

巻
十
二

鮑
勛
伝
：
帝
、
従
寿
春
還
、
屯
陳
留
郡
界
。
太
守
孫
邕
、
見
出
、
過
勛
。
時
營
壘
未
成
但

立
標
埒
、
邕
邪
行
不
従
正
道
。
軍
營
令
史
劉
曜
欲
推
之
、
勛
以
塹
壘
未
成
、
解
止
不
挙
。
大
軍
還

洛
陽
。
曜
有
罪
、
勛
奏
絀
遣
。
而
曜
密
表
勛
私
解
邕
事
。
詔
曰
「
勛
指
鹿
作
馬
。
收
付
廷
尉
」
廷

尉
法
議
「
正
刑
五
歳
」
三
官
駮
「
依
律
、
罰
金
二
斤
」
帝
大
怒
曰
「
勛
無
活
分
。
而
汝
等
敢
縱
之
。

收
三
官
已
下
付
刺
姦
、
当
令
十
鼠
同
穴
」
太
尉
鍾
繇
、
司
徒
華
歆
、
鎮
軍
大
将
軍
陳
羣
、
侍
中
辛

毗
、
尚
書
衞
臻
、
守
廷
尉
高
柔
等
、
並
表
「
勛
父
信
有
功
於
太
祖
」
求
請
勛
罪
。
帝
不
許
、
遂
誅

勛
。
勛
、
内
行
既
脩
、
廉
而
能
施
。
死
之
日
、
家
無
餘
財
。
後
二
旬
文
帝
亦
崩
、
莫
不
為
勛
歎
恨
。

巻
二
十
四

高
柔
伝
：
帝
、
以
宿
嫌
欲
枉
法
誅
治
書
執
法
鮑
勛
、
而
柔
固
執
不
従
詔
命
。
帝
怒
甚
、

遂
召
柔
詣
臺
、
遣
使
者
承
指
至
廷
尉
考
竟
勛
。
勛
死
乃
遣
柔
還
寺
。

驃
騎
将
軍
都
陽
侯
曹
洪
、
家
富
而
性
吝
嗇
、
帝
在
東
宮
、
嘗
従
洪
貸
絹
百
匹
、
不
称

意
、
恨
之
。
遂
以
捨
客
犯
法
、
下
獄
当
死
、
群
臣
並
救
、
莫
能
得
。
卞
太
后
責
怒
帝

曰
：
「
梁
・
沛
之
間
、
非
子
廉
無
有
今
日
。
又
謂
郭
后
曰
、
令
曹
洪
今
日
死
、
吾
明
日

敕
帝
廢
後
矣
。
於
是
郭
后
泣
涕
屢
請
、
乃
得
免
官
、
削
爵
土
。

驃
騎
将
軍
た
る
都
陽
侯
の
曹
洪
、
家
は
富
み
て
性
は
吝
嗇
な
り
。
帝

東
宮
に
在
り
、
嘗
て
洪
よ
り
絹
百

匹
を
貸
る
。
意
を
称
へ
ず
、
之
を
恨
む
。
遂
に
客
を
捨
て
法
を
犯
す
を
以
て
、
下
獄
し
て
当
に
死
す
べ
し

と
す
。
群
臣

並
び
に
救
へ
ど
も
、
能
く
得
る
こ
と
莫
し
。
卞
太
后

帝
を
責
怒
し
て
曰
く
、「
梁
・
沛
の

間
、
子
廉
非
ず
ん
ば
今
日
有
る
こ
と
無
し
」
と
。
又

郭
后
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
曹
洪
を
し
て
今
日

死
せ

し
め
ば
、
吾

明
日

帝
に
敕
し
て
后
を
廃
せ
し
む
」
と
。
是
に
於
て
郭
后

泣
涕
し
て
屢
々
請
ひ
、
乃
ち

官
を
免
か
れ
爵
土
を
削
る
を
得
た
り
。

巻
九

曹
洪
伝
：
文
帝
即
位
、
為
衞
将
軍
、
遷
驃
騎
将
軍
、
進
封
野
王
侯
、
益
邑
千
戸
、
幷
前
二
千

一
百
戸
、
位
特
進
。
後
、
徙
封
都
陽
侯
。
始
、
洪
家
富
而
性
吝
嗇
。
文
帝
少
時
假
求
不
称
、
常
恨
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之
。
遂
以
舍
客
犯
法
、
下
獄
当
死
。
羣
臣
並
救
、
莫
能
得
。
卞
太
后
謂
郭
后
曰
「
令
曹
洪
今
日
死
、

吾
明
日
敕
帝
廢
后
矣
」
於
是
泣
涕
屢
請
、
乃
得
免
官
削
爵
土
。
曹
洪
伝

注
引
『
魏
略
』：
文
帝
收

洪
、
時
曹
真
在
左
右
、
請
之
曰
「
今
誅
洪
、
洪
必
以
真
為
譖
也
。
」
帝
曰
「
我
自
治
之
、
卿
何
豫
也
。
」

会
卞
太
后
責
怒
帝
、
言
「
梁
、
沛
之
間
、
非
子
廉
無
有
今
日
」。
詔
乃
釋
之
。
猶
尚
沒
入
其
財
產
。

太
后
又
以
為
言
、
後
乃
還
之
。
…
…
文
帝
在
東
宮
、
嘗
従
洪
貸
絹
百
匹
、
洪
不
称
意
。
及
洪
犯
法
、

自
分
必
死
、
既
得
原
、
喜
、
上
書
謝
曰
「
臣
少
不
由
道
、
過
在
人
倫
、
長
竊
非
任
、
遂
蒙
含
貸
。

性
無
檢
度
知
足
之
分
、
而
有
豺
狼
無
厭
之
質
、
老
惛
倍
貪
、
觸
突
国
網
、
罪
迫
三
千
、
不
在
赦
宥
、

当
就
辜
誅
、
棄
諸
市
朝
、
猶
蒙
天
恩
、
骨
肉
更
生
。
臣
仰
視
天
日
、
愧
負
靈
神
、
俯
惟
愆
闕
、
慚

愧
怖
悸
、
不
能
雉
経
以
自
裁
割
、
謹
塗
顏
闕
門
、
拜
章
陳
情
。」

■
黄
初
七
年
五
月
■

初
、
郭
后
無
子
、
帝
使
母
養
平
原
王
叡
。
以
叡
母
甄
夫
人
被
誅
、
故
未
建
為
嗣
。
叡

事
後
甚
謹
、
後
亦
愛
之
。
帝
与
叡
獵
、
見
子
母
鹿
、
帝
親
射
殺
其
母
、
命
叡
射
其
子
。

叡
泣
曰
：
「
陛
下
已
殺
其
母
、
臣
不
忍
復
殺
其
子
。
帝
即
放
弓
矢
、
為
之
惻
然
。

め
、
郭
后

子
無
く
、
帝

母
を
し
て
平
原
王
の
叡
を
養
は
し
む
。
叡
の
母
た
る
甄
夫
人
の
誅
せ
ら
る
を
以

て
、
故
に
未
だ
建
て
て
嗣
と
為
ら
ず
。
叡

后
に
事
ふ
る
こ
と
甚
だ
謹
た
り
、
后

亦
た
之
を
愛
す
。
帝

叡
と
猟
し
、
子
母
の
鹿
を
見
て
、
帝

親
ら
其
の
母
を
射
殺
し
、
叡
に
其
の
子
を
射
よ
と
命
ず
。
叡

泣
し

て
曰
く
、「
陛
下

已
に
其
の
母
を
殺
す
。
臣

復
た
其
の
子
を
殺
す
に
忍
び
ず
」
と
。
帝

即
ち
弓
矢
を
放

り
、
之
の
為
に
惻
然
と
す
。

明
帝
紀

注
引
『
魏
略
』：
文
帝
以
郭
后
無
子
、
詔
使
子
養
帝
。
帝
以
母
不
以
道
終
、
意
甚
不
平
。

後
不
獲
已
、
乃
敬
事
郭
后
、
旦
夕
因
長
御
問
起
居
、
郭
后
亦
自
以
無
子
、
遂
加
慈
愛
。
文
帝
始
以

帝
不
悦
、
有
意
欲
以
他
姬
子
京
兆
王
為
嗣
、
故
久
不
拜
太
子
。
明
帝
紀

注
引
『
魏
末
伝
』：
曰
。

帝
常
従
文
帝
獵
、
見
子
母
鹿
。
文
帝
射
殺
鹿
母
、
使
帝
射
鹿
子
、
帝
不
従
、
曰
「
陛
下
已
殺
其
母
、

臣
不
忍
復
殺
其
子
。」
因
涕
泣
。
文
帝
即
放
弓
箭
、
以
此
深
奇
之
、
而
樹
立
之
意
定
。

夏
、
五
月
、
帝
疾
篤
、
乃
立
叡
為
太
子
。
丙
辰
、
召
中
軍
大
将
軍
曹
真
、
鎮
軍
大
将

軍
陳
群
、
撫
軍
大
将
軍
司
馬
懿
、
並
受
遺
詔
輔
政
。
丁
巳
、
帝
殂
。

胡
三
省
：
沈
約
『
志
』
曰
、
中
軍
将
軍
、
漢
武
帝
以
公
孫
敖
為
之
、
時
為
雜
号
。
鎮
軍
、
撫
軍
、

皆
始
於
此
。
中
、
鎮
、
撫
三
号
、
比
四
鎮
。『
晋
志
』、
諸
大
将
軍
開
府
位
従
公
者
、
為
武
官
公
、

皆
著
武
冠
、
平
上
黑
幘
。
／
『
通
鑑
』
書
法
、
天
子
奄
有
四
海
者
書
「
崩
」、
分
治
者
書
「
殂
」。

惟
東
晋
諸
帝
、
以
先
嘗
混
一
、
書
「
崩
」
。『
說
文
』
曰
、
殂
、
往
死
也
。
文
帝
紀
：
夏
五
月
丙
辰
、

帝
疾
篤
、
召
中
軍
大
将
軍
曹
真
鎮
軍
大
将
軍
陳
羣
征
東
大
将
軍
曹
休
撫
軍
大
将
軍
司
馬
宣
王
、
並

受
遺
詔
輔
嗣
主
。
遣
後
宮
淑
媛
昭
儀
已
下
帰
其
家
。
丁
巳
、
帝
崩
于
嘉
福
殿
、
時
年
四
十
。

太
子
即
皇
帝
位
、
尊
皇
太
后
曰
太
皇
太
后
、
皇
后
曰
皇
太
后
。
癸
未
、
追
謚
甄
夫
人

曰
文
昭
皇
后
。
壬
辰
、
立
皇
弟
蕤
為
陽
平
王
。

維
基
文
庫
：
癸
未

是
年
五
月
辛
丑
朔
、
無
癸
未
、
疑
為
六
月
事
。
六
月
庚
午
朔
、
為
十
四
日
。

壬
辰

是
年
五
月
辛
丑
朔
、
無
壬
辰
、
疑
為
六
月
事
。
六
月
庚
午
朔
、
為
二
十
三
日
。

明
帝
紀
：
丁
巳
即
皇
帝
位
、
大
赦
。
尊
皇
太
后
曰
太
皇
太
后
、
皇
后
曰
皇
太
后
。
諸
臣
封
爵
各
有

差
。
癸
未
、
追
諡
母
甄
夫
人
曰
文
昭
皇
后
。
壬
辰
、
立
皇
弟
蕤
為
陽
平
王
。

■
黄
初
七
年
六
月
■

六
月
、
戊
寅
、
葬
文
帝
於
首
陽
陵
。（
文
帝
紀
に
よ
る
）

胡
三
省
：
葬
於
洛
陽
東
北
首
陽
山
、
因
以
名
陵
。

（
完
）


